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　　　　　序章　闇やみの魔ま獣じゆうと黄金の刃やいば




　まるで鉛になってしまったように体が重かった。

　両手の枷かせが、両足の枷が、それに連なる黄金の鎖くさりが──それらの重みが囚人たる女の力を奪う。じかに触れる黄金の痛み──それを感じることはなくなっていた。ただ、ひたすら重かった。重い、重い──重い。

　地面に引き寄せられるが如ごとく、その重みが女を責めた。力が入らない。脚が止まり、求めるように息を吸い込めば、不意に背中を黄金の鞭むちが打ち付けた。

　とっさに奥歯を嚙かみ締しめ、溢あふれ出そうになった悲ひ鳴めいを押し殺したのは、わずかに残ったプライドだったのかもしれない。

　女はそう思うと同時に心の中で自じ嘲ちようした。プライド？　まだ、そんなものが残っているのか。

　背中の痛みが引かない。黄金をまぶして作られた特製鞭は、普通ならすぐに消える痛みも後々まで残る。これまで何百、何千と打ち付けられた激げき痛つう。普通の人間なら、とうに死んでいるほどの拷ごう問もん──それでも死ぬことができない己おのれの身が恨めしい。

　背後で看守がまたも鞭を振るった。ボロキレ同然の囚人服を割き、またも走った痛みに、女は重い脚を引きずり前へと歩き出した。

　通路に浮かぶのは、無数の魔石灯の光。一定の光量を放つその明かりといえども、この暗い道を満たすには弱い。視界の先に、外へと通じる門が見えてくる。

　急せかす看守に鞭打たれ進んだ女の目を、いっぱいの光が満たした。

　周囲が一気に騒さわがしくなる。広場に押しかけた民衆。それを押しとどめるように配置された兵士たち。彼らは見る、暗闇から引きずり出された囚人──いや闇の魔獣の姿を。

　長く艶つややかな黒髪を垂たらした妙齢の女である。ボロボロになった囚人服、しかし首輪や手枷、足枷は黄金製と不釣り合いだ。

「──聞こえるか、お前の死を望む民衆の声だ」

　女の傍かたわらに男が立った。看守ではない。恰かつ幅ぷくのいい中年男。きらびやかな装飾のついた服装は、それなりに身分のある人間だ。

「あれがお前の死に場所だ」

　広場の中央に鎮ちん座ざするは黄金の刃を持つ断頭台。彼女の首を刈るための道具。

「呪のろわれしスロガーヴ。人に害せし闇の魔獣」

　その中年男、アルタール公こう爵しやくは唇の端はしを吊つり上げた。

「しかし我らとて、鬼ではない。魔獣といえど慈じ悲ひをかけてもよい」

　どの口がそのような言葉を吐くのか。ここに至るまでに受けた、苦痛に満ちた拷問を思い出し、女の胸の奥でふつりと熱が湧わいた。だが、それが疲れ果てた表情に出ることはなかった。

「スロガーヴよ。最後の機会を与えよう。我ら人に服従せよ。さすれば命は助けよう」

「……」

　女囚は押し黙だまる。恰かつ幅ぷくのいい公こう爵しやくは荒々しく吼ほえた。

「服従か！　死か！」

　選択の機会を与えようというのか──女囚は、心のなかで嘲ちよう笑しようした。

　黄金の首輪を抱いて生きろと。人の道具として生きることに何の意味があるのか。

「……子供がいるだろう」

　アルタールはささやいた。低く、誘うような……それでいて虫むし唾ずが走るような声だった。

「魔ま獣じゆうといえど母親。子供は可愛かわいかろう？　その子のために生きるつもりはないのか？」

　子供──その言葉に、深いドロドロとした感情が渦巻く。傍かたわらのこの男を八つ裂きにしてやりたい衝しよう動どう。だが想おもいが強くなればなるほど、首や手にかかる黄金の力が女囚の力を削そいだ。

　女は瞳ひとみを閉じた。

　亡き夫とのあいだに生んだ一人息子。世から疎うとまれ、生きているだけで罪である彼女の血を受け継いだ我が子……。息子を、人間の奴ど隷れいになどさせるものか──

　目を開く。するとアルタール公爵はたじろいだ。女囚の瞳は、戦せん闘とう色である金色の光を放っていたのだ。鎖くさりに繫つながれた哀あわれな囚人女の見せた鬼のような視線。それだけで、人を恐れさせる力があった。

　アルタールは女囚の頰ほおを叩たたく。だが彼女はひるまない。この程度、痛みのうちにも入らない。

　──私を生かして、子供をおびき寄せようとでもいうのか。その手には乗らない。

「私は、誇りある死を選ぶ」

「……愚おろかなり、やはり人の姿をしていても獣けものか」

　苦々しくアルタールは唾つばを吐いた。それが女囚の素足にかかったが、彼女は微動だにしない。

「貴様の子供も捕らえて、あの世に送ってやる。いや──」

　憎々しげに言い捨てたアルタールは、そこでニンマリと笑った。

「ただでは死なんだろうな、不死身の魔獣よ。その身体からだ、細切れにして、骨一本、血の一滴まで我らのために使い潰つぶしてやる。お前はあの世で、愛いとしい息子が苦しむ様を見ているがいい」

　女囚の顔に殺意の気迫がこもる。しかし黄金の鎖を抱いた囚人の二度目の威圧も、非道なる公爵には届かなかった。

　アルタールは顎あごで指し示す。すると看守が黄金の鎖を引き、女囚は獣のように広場へと引きずり出された。

　詰めかけた民衆が、口々に叫ぶ。

　殺せ！　殺せ！　魔獣を殺せ！　悪鬼を殺せ！

　呪のろいの声。死を望む声。闇やみの眷けん属ぞくへの制裁を望む声だ。

　民衆は知っている。黄金の拘束具をつけられるような罪人は、この世で一種類しかいないことを。それがたとえ黒髪をなびかせた美女でも、彼らは同情などしなかった。

　魔ま獣じゆうだから。闇やみの眷けん属ぞく、スロガーヴ。

　女囚は一歩、また一歩と自みずからの死へと近づく。

　足取りが重いのは黄金の足あし枷かせのせいなのか、迫り来る死の重圧のせいか。だが、もうじき忌いま々いましい金の枷から解放される。心残りは、やはり最愛の息子のこと──

　看守が女を乱暴に断頭台に乗せる。身体からだを台に押し付け、首当てを載のせる。彼女の首を刎はねるために特注でしつらえられた黄金の刃やいばがきらめく。

　民衆が静まった。固かた唾ずを吞のんで見守る。魔獣の死の瞬しゆん間かんを待ち望む者たち。見世物としてのクライマックスはすぐそこだった。

　迫り来る死の瞬間。断頭台の傍かたわらに、アルタールが立った。

「汝なんじ、闇の眷属、スロガーヴ。人に害せし魔獣をここに処刑する！」

　周囲から歓かん声せいが上がった。観衆の注目を浴びた公こう爵しやくは、芝居がかった仕草でそれを制すると、高らかに宣言した。

「スロガーヴに死を！　黄金の刃にて、不死の魔獣をここに倒さん！」

　黄金の刃が落ちた。それは彼女の首を刎ね、広場を一瞬の沈ちん黙もくが支配した。

　聴衆が息を吞んだ直後、爆ばく発はつするような歓声が広場に木霊こだました。
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　少年だった。年の頃、五、六歳の、まだ幼いその少年は、まるで石像のように固まり、ただ一点を見つめ続けていた。

「……よく見ておくのだ、ジュダ。これが人間だ。スロガーヴを彼らは許しはしない」

　それは男の声。静かに、しかし沸き立つ民衆の声の中でも、聞き取れる不思議な声こわ音ね。

　少年の肩に、そっと手が触れた。漆しつ黒こくのフードを被かぶったその人物は、呟つぶやくように言った。

「捕らえられたスロガーヴの運命は二つ。人間の奴ど隷れいとなるか、誇りある死を選ぶか……お前の母は後者を選んだ──」

　断頭台の傍らにいた死刑執行人が、公爵の指示で断頭台の下にある籠かごから、たった今、刎ねた女の首を拾い上げた。

　死を覚悟し、目を閉じた女性のその首。わずかに滴したたったのは血か。

　公爵は執行人から、スロガーヴの女の首を受け取った。

　汚らわしいものを触るような、侮ぶ蔑べつに満ちた顔を一瞬浮かべた公爵だったが、女の生首、その黒髪を乱暴に摑つかみながら、それをまるで戦利品のように、民衆へと見せびらかした。

　周囲の声が一ひと際きわ大きくなった。魔獣と言われた女の死を望み、それが果たされ喜ぶ声だ。

　ギリリと、ジュダと呼ばれた少年は奥歯を嚙かみ締しめた。目の奥が熱を帯び、震える体に力がこもる。

「……力ある者に人は憧あこがれる。だが力がありすぎる者を人は恐れる」

　まるで呪じゆ文もんのように、男の声が少年の耳に木霊こだました。

「お前は将来、人間の戦士が及ばないほどの力を持つ。最強の戦士にして最強の魔ま法ほう使つかいに。だが忘れるな。お前は決して『英雄』になってはならない」

　ジュダの肩に置いた手に力がこもる。食い込むほど強く。衝しよう動どうの爆ばく発はつを許さないほど強く。

「お前はこれから人間とともに生きていく。その力を決して人に見せてはならない。惨みじめな最期を迎えたくなかったら、な」

　少年は顔を上げる。

　処刑場の一角。身分ある者たちのために作られた特設の観覧席。

　大いなる貫かん禄ろくをもった人物が鎮ちん座ざしていた。黄金の王冠、威い厳げん溢あふれる髭ひげをたっぷりとたくわえてるのは、黄金の王ヴァーレンラント。

　周囲の喧けん騒そうをよそに、ジュダは、魔ま獣じゆうの首を刈った処刑台を見下ろす王をじっと見つめた。

　この男が母を処刑台へといざなった。こいつさえ、いなければ──

　王の視線は真まっ直すぐに、しかし何者も受け付けない冷たさを感じさせた。




　スロガーヴ。

　それは最凶最悪の不死身の化け物。人の姿をした魔獣。

　剣で斬きられても死なず、矢を浴びても平然としている。魔法の力で焼こうとも、稲妻をぶつけようとも死なない。その存在は伝説だった。

　辺境の小国を、万の軍勢をたった一人で虐ぎやく殺さつした──慈じ悲ひもなく。

　地上に住むあらゆる生物の中で、もっとも神に近い力を持つ生き物。

　人は恐れる。スロガーヴを。

　だが、スロガーヴといえど完かん璧ぺきではなかった。黄金の一族レギメンスが、スロガーヴ用に編み出した特殊な戦せん闘とう法と、黄金に弱いというスロガーヴ自身の弱点が、彼らの運命を決めた。

　人々はスロガーヴを狩りたて、魔の一族は抹まつ殺さつされた。自みずからの国や生活を守るために。多くの犠ぎ牲せいを払ったが、世界からスロガーヴは消えた。そういうことになっている。

　だが彼らはいまだに恐れていた。闇やみの魔獣、スロガーヴの報復を。

　人々の中では、スロガーヴはいまだ不死の悪鬼なのである。

　ヴァーレンラント王国で、一人のスロガーヴの女が黄金の断頭台の露つゆと消えた時、人々は彼女が最後のスロガーヴであることを望んだ。

　それから十年の月日が流れた。










　　　　　第一章　ジュダ・シェード




　屋や敷しきの外は、大粒の雨が降っていた。

　滝のような雨は、騒そう音おんとなって室内に響ひびき渡る。悲ひ鳴めいが混じっても気づかないほど激はげしく。……またひとつ、絶叫が雨音にかき消された。

　白い漆しつ喰くいの壁かべを、飛び散った血が赤く染める。崩くずれ落ちた死体を越え、影かげをまとったような人影が廊下を進んだ。

　鉄の仮面が顔を覆おおっていた。さながら伝説上の魔ま獣じゆうか、悪魔を連想させる造りの仮面だ。くり抜かれた二つの目──その奥から覗のぞくのは、闇やみに潜ひそむ獣けものの如ごとく輝く黄金色の瞳ひとみ。

　漆黒の長いマントはその姿を影に溶かし込む。手には血に塗まみれた剣。それが仮面の男──いや少年だ。

　十年──仮面の少年、ジュダは心の中で呟つぶやいた。

　この時をどれだけ待ち望んだことか。黄金の断頭台に消えた母──それを見ていることしかできなかったあの頃。……ようやく、ここまで。

　仮面は、すでに幾いく重えもの返り血を浴びて異様な紋様のようだった。血を吸い込んだ漆黒のマントを広げ、ジュダは長剣を悠然と構える。鮮血に塗れた刀身が、ゆるりと振りあがり──

「ひっ……」

　対面する兵士が硬直する。

　仮面の戦士が振り上げた剣が、風を斬きって振り下ろされた。恐怖に顔を引きつらせた兵士は、手にした剣で防ごうとして──防げなかった。

　鋼はがねの剣が折れたのだ。戦士の持つ長剣の一いち撃げきは、防ごうとした剣をいとも容易たやすく叩たたき折り、兵士を両断した。その背後には、すでに十以上の無残な肉塊が転がっている。

　ジュダは歩を進め、立ちふさがる扉を蹴け破やぶった。薄うす暗ぐらい室内、薬品の臭においが鼻をつく。

　そこは秘密の魔法工房じみた部屋だった。人体が入りそうなガラスのケースに、野獣を閉じこめる檻おり──何かの実験でも行われていたような……。

　視線を転じる。壁へき面めんに一列に飾られた十程度の『頭』があった。子供、女、亜あ人じん──それらの剝はく製せい。あまりの趣味の悪さに、ジュダは仮面の奥で侮ぶ蔑べつの表情を浮かべる。

　そしてそれに気づいた。艶つややかな黒髪を垂たらした妙齢の女、その首に。

「──っ！」

　ジュダの中で、それが弾はじけた。十年前と変わらない姿──断刀に消えた愛いとしき母の首だ。

「こんな、ところに……っ！」

　奥歯を嚙かみ締しめ、心の奥底から湧わきあがる憤ふん怒ぬの感情がジュダの体を駆かけ巡る。

　雨音が耳にこびりつくなか、先を進んだ。散歩をするように悠々と、何者も恐れない傲ごう慢まんさをにじませた歩調だった。

　豪ごう奢しやな造りの分厚い扉の前に辿たどり着く。ジュダは長剣をそっと指で撫なでた。指先にまとわせた風の魔ま力りよくを剣に注ぎ込んだのだ。薄うすい風の膜をまとった剣を扉めがけてひと薙なぎ。それで木製の扉は粉々に吹き飛んだ。

「ひぃっ!?」

　小さく悲ひ鳴めいが聞こえた。

　ジュダはゆっくりと部屋に踏ふみ込む。雷らい鳴めいが轟とどろき、室内に刹せつ那な、光が差し込んだ。

　屋や敷しきの主あるじたる男は、戦士を一いち瞥べつするなり口走った。

「あ、悪魔の、か、仮面っ!?　しっ、知っておるぞ！　義賊きどりの仮面の戦士！」

　この十年で、また一段と腹に肉をつけた貴族──アルタール公こう爵しやくは細剣レイピアを手に後ずさる。白い歯が覗のぞいたが笑ったのではない。恐怖に震え、しかし踏みとどまろうとしているのだ。

「き、貴様、ここをどこだと心得るっ！」

　甲かん高だかい声。威圧のつもりだろうが、脅おびえているのが丸わかりだ。

　仮面の奥でジュダはじっと公爵を見つめ、ゆるりと距離を詰める。すると太った豚の如ごとき貴族は、さらに三歩下がり、壁かべに追い詰められた。

「く、来るなっ!?」

　公爵はポケットに手を突っ込む。勢いよく取り出した反動で、いくつか落ちたが、その手にあったのは魔ま力りよくを秘めた石、魔石だった。

　ジュダは反射的に腕を振っていた。抵抗もほとんど感じることなく、アルタールの左腕が魔石とともに宙を舞まった。

「う、あああぁぁーっ！」

　なくなった左腕を驚きよう愕がくの面おも持もちで見やり、アルタールは声を張り上げた。

「おお、おっ……う、腕がぁぁわしの腕ぇっ！　──っあ、悪魔っ……!?」

　ジュダは、公こう爵しやくの一歩前に立つ。そこでようやくアルタールは自身が対たい峙じしている仮面の戦士の眼めの色に気づいた。戦せん闘とう色に輝く、闇やみの獣けものの眼光。

「き、貴様っ、まさか、す、スロガーヴ!?」

　がくがくと体を震わせ、公爵が壁かべにもたれてへたり込む。スロガーヴの眼は、対する者を萎い縮しゆくさせる魔眼。
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「十年前……」

　ジュダはぽつりと呟つぶやく。

「お前たちは一人のスロガーヴを殺した──」

「!?」

「それがお前の討たれる理由だ」

　右手の剣が空を切った。肉の感触とともに、飛んだそれを摑つかむと、乱暴に机の上に立てる。……どんな気持ちだ。いままでお前が狩ってきた頭と、同じ目線になるというのは？

　踵きびすを返す。公爵の私室に辿たどり着く前に通った工房じみた部屋へ戻る。そこで亡き母の首を布に包み運ぶ。その時、甲かつ冑ちゆうがこすれる金属音と、長靴の音が廊下から響ひびいてきた。

「貴様、そこで何をしているっ!?」

　やってきた重甲冑の騎き士したち。

「……悪魔の、仮面……！」

　仮面の戦士は身を翻ひるがえした。部屋を飛び出し、視界に入った窓へ突進。それを突き破り、雨風吹き荒れる外へと飛び出した。騎士たちが喚わめいたようだが、ジュダの耳には届かない。

　唸うなる雨音、体に当たる冷たいそれをはじき、母の首を抱えながら、ジュダは闇へと駆かける。

　──これで彼らは、公爵殺害犯が仮面の戦士だとわかるだろう。仮面の戦士……。そうだ、その姿を焼き付けろ！

　仮面の奥で、ジュダは吼ほえた。

　仮面の戦士は正体を隠すための手段のひとつにして虚像。すべての罪を被かぶる存在。積み重ねてきた日々は、今日の復ふく讐しゆうのため。十年来の仇かたきであるアルタール公爵は討った。

　残るは、この国の王、ヴァーレンラントのみ。

　あの日、高みよりスロガーヴの、母の処刑を見下ろしていた男のみだ。
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　ヴァーレンラント王国に吹き抜けるは、桜おう竜りゆうの吐と息いきといわれる涼やかな風。

　王都エイレンの中心に、聖王ことヴァーレンラント王の居城がそびえる。

　そこから徒歩でおよそ半刻ほどの場所に、大きな白亜の建物がある。エイレン騎き士し学校──王と王国に忠誠を誓ちかう、次代の騎士を教育する施設だ。

　その講習教室の一角に、ジュダ・シェードはいた。

　目元を覆おおうように伸ばした黒い前髪。一方で後ろは短く刈っている。貴族の子女や、多くの騎士生たちが髪を伸ばす傾向にあることを思えば、少々変わってはいるが、それをのぞけば体格がいい、ありふれた少年に見える。

　現在十六歳のジュダは、この騎士学校の生徒だ。その灰色の瞳ひとみは、興味なさげに教室内を彷徨さまよう。基本、無表情。退屈な授業にこれ以上どんな表情をすればいいのか。

　半円状の教室。長机が四列、それが階段状に後ろへと四段並べられ、未来の騎士生たちが真剣に、あるいは面倒そうな顔で歴史の講義を受けている。

　教きよう壇だんには、二十代半ばの女性騎士が、生き真ま面じ目めさを絵に描かいた調子で、弁を振るっていた。

「──以上が、五度にわたる北方蛮族の侵略に対する防ぼう衛えい戦争だ。鉄てつ槌ついといわれたボナー将軍、闘とう将しようと呼ばれたラーゲンバーグ将軍、神出鬼没といわれたシッグル将軍など、優すぐれた指揮官を有していたヴァーレンラント軍は、数の劣勢をものともせず、敵を退しりぞけてきた」

　女性騎士──ジャクリーン・フォレスは、そこで静かに、しかし凜りんとした声を響ひびかせた。

「しかし犠ぎ牲せいもまた大きかった。幾たびの戦役は、兵にも騎士にも損失を強しいた。本来騎士は、師から弟子へ、一対一で教育したものだ。だが教える師である騎士の数が少なくなってしまった。ゆえに、騎士学校が誕生したわけだが……」

　ジャクリーン教官の青い瞳が、教室の最上段、端はしの席に向いた。

「私の授業はそんなに退屈か？　ジュダ・シェード騎士生」

　突然の名指しだった。

　ジュダは内心反発する。──何故なぜ、この教官は俺をやたら指名するのか。

　親しくもないクラスメイト、特に貴族出の連中が嘲ちよう笑しようを浮かべたが、ジュダは無視した。

「いいえ、教官殿。戦役の授業は好きです。お許しいただけるなら、ボナー将軍がいかに鉄槌と呼ばれたか、ラーゲンバーグ将軍やシッグル将軍の戦術の真しん髄ずいを何刻でも語れますが──」

「……いや、いい。話を聞いていたのならな」

　聞いていたさ。だから退屈だったんだ──ジュダは心の中で呟つぶやく。

　授業でやるさわり程度の歴史なら頭に入っている。戦記や過去の戦術研究は大得意である。

「放課後、私のところに来い。補習してやる」

　教官の言葉に、クラスメイトたちが失笑した。ジュダは肩をすくめる。

　彼らは、生意気なジュダが、生き真ま面じ目めジャクリーンの説教を受けると勘かん違ちがいしているようだが、彼女の補習は実のところ単なるうさ晴らしにすぎない。

　要するに、剣術の練習台。もともとジャクリーン教官は、座学よりも実際に剣を振るうことを好む。それが懲ちよう罰ばつと思われているようだが、ジュダにしろジャクリーン教官にしろ罰などとは考えていない。……教官なんてやっていると、いろいろと溜たまるのだろう。

「さて、北方戦役により、我々は幾ばくかの平へい穏おんを手に入れた。だがそれとは別の問題が王国に降りかかった。俗に言う、亜あ人じんとの対立だ」

　ジャクリーン教官は教室を見回した。

「諸君らも見たこともあれば、交流した者もいるかもしれない。属に『亜人』と呼ばれる種族──現在の亜人の定義は、他の生物の特徴を持った人型種族を指す。人に近い姿をしているが尻尾しつぽを持っていたり、獣けものの耳だったり、体毛に覆おおわれていたり──」

　教官は亜人種族を列挙しはじめた。

　馬系亜人のエクート。人の姿と馬の姿、両方の姿をとることができる種族。

　キツネ耳とふさふさの尻尾を持つ亜人、ウルペ。

　トカゲ顔の亜人、ザヴラ。虎とら系亜人のティグルス。熊くま系亜人のアラクダ。

　狼おおかみ系亜人のロウガの名が出た時、ジュダは少し反応した。

　幼い頃、亜人の集落に身を置いていた。そこで多くの亜人と一緒に過ごしたジュダだが、特にロウガとは親しかったのだ。

「古くより、亜人と人間は交流と対立を繰くり返してきた。しかし近年、その関係はあまりよろしくない。亜人の騎き士しもいるが、その数は限られている。この騎士学校では、亜人は受け付けていないしな」

　人型でありながら人ならざる者である亜人種は、さまざまな種類、生態を持っていた。関係の良好な種族もあれば、攻こう撃げき的な種族もいる。テリトリーを巡って、衝しよう突とつすることもしばしばあり、対立の結果──

「亜人解放戦線と名乗る集団からの攻撃が相次いでいる──」

　現在、ヴァーレンラント王国で、人類に対する破は壊かい活動を行っている連中がいる。

『亜人差別主義を掲げる人類によって抑圧されている亜人たちを解放する』

　大層な題目を掲げているが、やっていることは単なる無差別攻撃である。

　ジュダの表情が自然と曇くもる。亜人を差別し迫害する人間は大だい嫌きらいであるが、単なる破壊集団である亜人解放戦線は同じくらい嫌けん悪おしていた。
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　放課後、約束どおり、ジュダは騎き士し学校の訓練場──とは名ばかりの庭にいた。

　芝の絨じゆう毯たんの上、戦いくさ装しよう束ぞくに着替えたジャクリーン教官は、その佇たたずまいと相まって華か麗れいだ。

　ジュダは胸甲、小こ手て、膝ひざ当あてを装着した格好で、実剣を手に対たい峙じする。……訓練用ではない、刃やいばに触れれば怪け我がをする実戦用の剣だ。刃渡り一メータほどのロングソード。

　ただし、通常のロングソードに比べ軽量化が図られていない分、重く造られている。力のない者なら振るうのにすら苦労するそれを、ジュダは軽く振るって見せた。

「いつも思うんですが、教官」

　その口調は、無表情と相まって何とも気の抜けたものだった。

「怪我しても知りませんよ？」

「騎士生の剣が、私に触れられるとでも？」

　ジャクリーン教官は、刃渡り一メータ半の長刀を両手で保持する。

　東方の刀と言われる武器だ。ジュダのロングソードに比べてもさらに長く、しかし細身で優美な輝きを見せる。ジュダの剣が無骨な鉄の塊かたまりとすれば、ジャクリーンの長刀は、それ自みずから研とぎ澄すまされた刃だ。
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「実際、お前の剣が私に触れたことはないだろう？」

「たしかに一度も触れていません。でも、当たったら教官、死にますよ？」

　ジュダは腰を落として前傾になる。

「俺、バカですから」

「お前の馬鹿力は知っている──」

　ジャクリーン教官の『気』が鋭するどさを増す。真剣、である。

「だからこそ、実戦感覚を研とぎ澄すますにはちょうどいい。教官など私の柄ではないが、ひとつだけよかったと思うことがある。お前と出会えたことだ」

　周囲を威圧する空気。肌がかすかに逆立ったが、ジュダは一歩前に出た。

「何ですか、告白ですか」

「お前は生意気で、とても嫌いやな奴やつだ」

「……よく言われます。好かれたいとも思っていませんが」

　ジャクリーン教官は、小さく笑った。

「しかし剣を構えて向き合うとゾクゾクする──」

「その発言は、少々危ない性せい癖へきの表れでは」

「だから嫌な奴だというんだ。生意気な子供め」

「……ええ、まあ。最近、嫌な奴と言われると楽しくなります」

「お前こそ、おかしな性癖を持っているのではないか？」

「変人と呼ばれるのは結構ですが、変態と呼ばれるのは嫌ですね」

　ジュダは、小さく剣の切きっ先さきを動かした。ジャクリーン教官の構えが変わる。しかし──

「来ないんですか？　今日も」

「私は優しいからな。仕掛けてくるのを待ってやっているんだ」

「お先にどうぞ。教官の名刀を折ってしまうのはもったいないので」

「騎士生如ごときの剣で、我が愛刀を折れるのか？　私を舐なめるなよ」

「どうぞ、いい加減、面倒になってきました」

「だったらかかってこい。一いち撃げきで終わらせてやる」

「……不毛ですね。お互いカウンター待ちなんて」

「そうだな。……まあいい、今日はここまでにしよう」

　刀を収めるジャクリーン教官。ジュダも剣を収めた。

　いつも『気』で睨にらみ合っていれば、それは相手の剣に触れることもない。毎回こんな調子だ。しかし教官は、とても満足そうだった。

「いい緊きん張ちよう感かんだった。ジュダ、お前は騎士生のくせに戦いくさ慣なれしているのではないか？」

「そうですか？　あなたのような名剣士にそう言われるのは悪い気はしませんね」

　少しこそばゆい気分になる。

　ジャクリーン教官は微笑を浮かべた。

「名剣士か。おだてても何も出ないぞ」

「ご心配なく、別に期待してませんから。……冷たい水が飲みたいですね」

「酒エールはどうだ？」

「……あなたの愚ぐ痴ち話に付き合う気はありませんよ」

　ジュダは露ろ骨こつに態度に示す。教官と生徒ではあるが、二人のあいだのやり取りといえば授業外ではこんなものだった。言葉には出さないが、ジュダがこの学校で一番信用している相手を挙げるとすれば、このジャクリーンだろう。時々、授業中に指名するのだけはやめてほしいが。

「そういえば知っているかジュダ」

　校舎に向かって歩き出しながら、ジャクリーン教官は振り返った。

「アルタール公こう爵しやくが殺害された事件」

「……あー、なんだか騎き士し生せいたちの噂うわさになってましたね」

　ジュダは気のない素振りを見せた。しかし内心では、母の首をトロフィー代わりに飾っていた最低最悪の俗物として、思い出しただけで感情の波がうねるのだった。

「あまりいい話を聞かない公爵のようですが」

「うん、声が大きくて、私の好みで言わせれば嫌きらいなタイプだ」

　案外、教官も故人に容赦なかった。もちろんそれを咎とがめる気はない。

「しかも今回のことで発覚したが、スラムの子供や亜あ人じんの体を切り刻み、暴行を繰り返していた猟奇的な悪党……その犯人がどうやら公爵だったらしい」

「強欲にして残ざん虐ぎやく。弱者を蹂じゆう躙りんする外げ道どうだったということですか」

　淡々と感情を込めずに、詩を詠よむようにジュダは言った。しかしその表情は硬い。

　母の首を持ち帰った後、ジュダは丁重にそれを葬ほうむった。すでに死して飾りとなっていたそれに、再生の力などあるはずもなく炎の中に消えた。目を閉じれば、その時の様がありありと浮かんでくる。

「ジュダ？」

　ジャクリーン教官の声に、ジュダは頭を振った。心のうちを振り払うように。

「……で、公爵が殺された件がどうかされましたか？」

「そっけないなお前は」

　女教官は苦笑する。

「貴族嫌いも大概にしておかないと苦労するぞ」

「関係ないですよ、実際──」

　ジュダも苦い笑みで返した。

「貴族出の騎士生たちからの評判はとてもよろしくないですから」

「それもそうだな」

　ジャクリーンは愉快そうだった。

「そういう真まっ直すぐなところは私は好きだよ」

　──俺のどこが真っ直ぐなのか。

　ジュダは皮肉げに唇を歪ゆがめた。

「性格が捻ねじ曲がっているともっぱらですが」

「ああ、知ってる」

　女教官は否定しなかった。

「それで話を戻すとだ。アルタール公こう爵しやくを殺害したのは、例の仮面の戦士らしい」

「おや、目もく撃げき者しやがいたんですか？」

「屋や敷しきの騎き士しや兵がな。……その半分以上は無残な死体となっていたが」

「……そうですか」

　苦笑してみせる。ジャクリーンは首を捻ひねる。

「巷ちまたで噂うわさの仮面の戦士……いったい何者だろうか」

「……さあ、何者なんでしょうね」

　まさか目の前にその仮面の戦士がいるなど、ジャクリーンは思いもしないだろう。

「私の前に現れないだろうか、仮面の戦士」

　ジャクリーン教官がそんなことを言い、ジュダは一いつ瞬しゆん吹き出しそうになった。

「残念そうですね」

「強い相手とは戦いたい性分だからな」

　ジャクリーンは立ち止まり、伸びをした。

「それはそうとジュダ。明日から、クラスに転入生が来るぞ」

　転入生？　唐突な言葉だったが、ジュダは薄うすく笑った。

「この時期に騎士学校へ入るんですか。新入生は来期まで待つものだと思ってましたが」

「異例ではあるが、異例ならざるを得ない相手だ」

「というと？」

「お前、ヴァーレンラント王子がクラスメイトになると聞いたらどう思う？」

　ジュダの足が止まった。

　王子──母を死に追いやったヴァーレンラント王の子供。

「ジュダ？　どうした？」

「……いえ、別に」

　母が処刑されたその日、観覧席にいた王の姿が脳裏をよぎった。

「ええ、何も思いません。王子ですか、俺には関係ない話です」

「王族には敬意を払うものだ。頼むから、王子殿下に生意気な態度はとるなよ」

　それは相手次第だとジュダは思った。はたしてどんな人物なのか。願わくば、とても嫌いやな奴やつであってほしい。それなら遠えん慮りよなく、腕を振るうことができるから。

　ジュダは、王族に対してなんら敬意を払うつもりはなかった。

　何故なぜなら彼にとって、ヴァーレンラント一族は『敵』以外の何物でもなかったからだ。
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　翌日、ラウディ・ヴァーレンラント王子がエイレン騎き士し学校にやってきた。

　侍女を従えた彼が教室に入ってきた時、騎士生たちはざわめき、特に女子騎士生たちは悲ひ鳴めいにも近い声を上げた。

　そんな教室を見渡して、上級学年の主任教官、グライフ・アシャットはその神経質そうな顔を歪ゆがめて声を張り上げた。

「静粛に！　ヴァーレンラント殿下の御ご前ぜんである」

　その声に弾はじかれるように、騎士生たちは席を立った。

　──こいつが、ヴァーレンラントの王子か……。

　ジュダは、冷ややかな目でそれを観察した。

　きらめく金髪を後ろに束たばねていた。深海色の瞳ひとみ。整った顔立ちは凜り々りしく、はっきり言えば美形──それもとびっきりの。体つきは細い。見ようによっては、女性に見えなくもない。

　王子様が女の格好をするという、滑こつ稽けいな様を思い描いてみたが、それでも似合ってしまいそうだとジュダは思った。

　美しさと、静かな威い厳げんを漂ただよわせた美少年といえる。歳としはジュダと同い年だった。

「グライフ殿、よろしいか？」

　ラウディ王子殿下は、やんわりと言った。声変わりが遅いのか、高く澄すんだ声だった。

「今日より私は、この学校の騎士生だ。同期の者たちとは、できるだけ対等に付き合いたい」

「承知しました」

　グライフ教官は頭こうべを垂たれた。主任教官は生徒たちに向き直る。

「殿下のお許しである。騎士生諸君、王子殿下に対して、エイレンの騎士生としての振る舞まいを心がけるように。……くれぐれも失礼のないように」

　一いつ瞬しゆん、グライフ教官の視線がジュダに向いた。

「私はヴァーレンラントの王子、ラウディ」

　王子殿下は、軽く皆の前で一礼した。

「これから皆と修練を重ねることになる」

　──何故、騎士学校に来た？　あんたは将来、王になるんだろう。

　ジュダは、さっそく心の中で皮肉る。その声が聞こえたわけではないが、ラウディ殿下は生徒たちを見回した。
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「国の危機があれば、皆とともに剣を取ることもあるだろう。私は国を守るための術を学ぶためにここに来た。至らぬところがあれば、遠えん慮りよなく指摘してほしい。ともに学ぼう！」

「王子殿下万歳！」

　教室の一角で、そんな声が上がった。万歳の波はクラス中に伝染していった。

　なんとまあ──ジュダは呆あきれてしまう。

　王国民にとっては、それが自然なのかもしれない。王族と敵対し、あまつさえ人間ですらないジュダに、周囲の王子への万歳は理解できなかった。

　ただ漫然と、将来この王子とは『敵』として対たい峙じすることになるんだろうな、と思った。
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　ラウディ王子は、たちまち騎き士し生せいの人気者になった。

　面がよい。美形の王子とくれば、それだけで女性騎士生たちを虜とりこにするらしい。貴族出のお嬢じよう様生徒はさっそく、王子に自みずからをアピールしはじめた。それらにラウディは愛想よく接する。

　さすが王子様、と、何となく嫌いや味みを言いたくなるジュダである。別に意識することもないのだが、内心では気になっているのかもしれない。

　だが王子が、外見だけの人物かといえばそうではなかった。

　騎き士し学校は、教きよう養ようや歴史のほかにも、戦士としての技量を高める──要するに実技の授業が欠かせない。剣術、槍そう術じゆつ、魔ま石せき術じゆつ、馬術など。

　騎士は武器を携帯する。主君に忠誠を誓ちかい、剣となり盾たてとなり敵と戦うのだ。その力を高めるために、騎士生同士で模も擬ぎ戦せんをすることもしばしばだが──

「ま、参ったっ！」

　騎士生一の巨漢であるマルトーが、その喉のど元もとに、槍やりを模した棒を突きつけられていた。

　十代半なかばにして二メータ近い身長と、逞たくましい筋肉をまとったその体たい軀く。その外見に違たがわぬ力自慢の貴族出騎士生のマルトーが、開始寸前にあっけなく敗れ去ったのだ。

　クラスの騎士生たちは、驚おどろきとともにその光景を見ていた。

　しかも相手は、華きや奢しやな体つきの美形の王子、ラウディ。

　女性騎士生たちから歓かん声せいが上がった。

　拍手する騎士生たちをよそに、ジュダは、ジャクリーン教官のそばでそれを見ていた。

「たいしたものだ」

　ジャクリーン教官が呟つぶやく。

「噂うわさには聞いていたが、あれは相当の槍の使い手だな」

「そうですね」

　ジュダは淡々と頷うなずいた。

　手合わせを──と、ラウディは騎士生たちに声をかけたが、生徒たちは王子殿下と矛ほこを交えることに躊躇ためらいを覚えているようだった。

　しかし筋肉自慢の──脳筋のマルトーは、力こそ自みずからのアピールポイントとばかりに対戦を受けた。その結果は、光のような踏ふみ込みで、一気に距離を詰めたラウディの圧勝。

　マルトーはたしかに油断していたと思う。しかし仮に油断していなかったとして、力で押すことしか知らない脳筋の彼に、はたしてラウディの動きに対応することができただろうか。

「槍云うん々ぬんというより、あの突っ込みの速さのほうが異常ですね」

「気づいたか？」

　腕を組んで見ていたジャクリーンが言えば、ジュダは頷いた。

「脚先に加速系の魔ま法ほうを使ってますね。目にほとんど見えないさりげないやつ」

　──まあ、攻こう撃げき魔法は禁じられているが、それ以外の魔法を使ってはいけないというルールはないからな。マルトーの見た目の迫力を前に、魔法に頼ったのかもしれない。

　いとも容易たやすく槍を模した棒を振り回した王子殿下は、周囲の騎士生たちを見回した。

「次、誰かいないか？　剣でも槍でもよい。私と手合わせしようという者はいないか？」

「……では、不ふ肖しよう、私めが」

　すっと前に出たのは、コントロという名の騎士生だった。

　スマートを絵に描かいたような長身の人物で、常に慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな──はっきり言って嫌いや味みな態度でいえば、ジュダ以上の少年である。王都に近い場所に領地を持つ、有力貴族の子だ。

「私めは剣で参ります。殿下はお好きなほうで」

「ほう、自信があるとみえる」

　ラウディは、爽さわやかに笑みを見せた。

「よかろう、私を打ち負かしてみせよ」

　いざ──模も擬ぎ剣を、自身の顔の前に立て、騎き士しの礼を見せたコントロ。

　礼が終わると同時に、ラウディは突きを放つ。コントロは最少の動きで突きをかわすと──

「懐ふところに飛び込めば槍やりなど……おうふっ!?」

　素早く引き戻したラウディの槍は、コントロの足を引っ掛けあっさりと転倒させた。

　──コントロ。いまのお前、間抜けすぎ。

　思わず吹き出しそうになり、ジュダはそれを堪こらえる。ちらと視線をやれば、ジャクリーン教官も口元を引き結んで、笑いを抑えていた。

「大丈夫か？」

　倒れたコントロに、手を伸ばすラウディ。コントロはその手を取り、立ちあがる。

「さすが王子殿下、お見事なお手前で」

　ぶっ──ジュダは見ていられずに背を向けた。ジャクリーン教官が小こ突づいてきた。

「笑うなよジュダ」

「いや、教官殿も」

　後ろでパチパチと拍手の音がした。お互いの健けん闘とうを称たたえて──というにはお粗末な一戦。やめてやれよ、とジュダは同情を禁じえない。コントロのプライドは粉々だろう。

　その後も、ラウディはクラスメイト相手に槍を振るい続けた。マルトーの時は足先の加速魔ま法ほうを使ったが、それ以外ではまったく使わなかった。きちんと槍の実力でラウディは勝負を挑んだのだった。……結果だけを言えば、どいつもこいつもだらしなかった。

「こんなものか」

　ラウディは明らかにがっかりしていた。王族の、それも若き王子に捻ひねられる騎士生というのも、情けない話である。

「他には？　我こそは、というツワモノはいないのか？」

「王子殿下」

　ラウディの模擬試合のすべてを見ていたグライフ教官が、恭うやうやしく口を開いた。

「彼ら騎士生、いずれも十代半なかばにして並の兵を凌りよう駕がしておりますが、殿下がお強いのです」

「それでは困る、いや困ります教官」

　ラウディが、自分が生徒であることを意識して口調を改めた。

「私より強い者がいないのでは、将来誰が国を守るというのです」

　ごもっとも。ジュダは、ふがいない貴族組騎士生たちを横目で見やりニヤニヤする。

　傍かたわらにいたジャクリーン教官が、ジュダの脇わきを小こ突づいた。──お前、やれ。

　ジュダは首を横に振る。──嫌いやです。

「このままでは騎き士し学校の名折れだ」

「ざまあないですね」

「……お前もその学校の生徒だが？」

「だからなんです？」

　ジュダはそしらぬ顔だ。ジャクリーン教官は鼻を鳴らした。

「騎士は名誉を重んじる」

「俺は騎士ではありません」

「いまのところはな。だが将来は騎士だろう」

「わかりませんよ」

「騎士学校の生徒でいる時点で、騎士にならなくて何になる。さあ、行ってこい。王子殿下にエイレン騎士学校騎士生の強さを見せつけてやるのだ」

「嫌です」

「腰抜け」

　何とでも。ジュダは、そっぽを向く。正直、教官の言い分にカチンときてはいる。が、相手は王子様だ。──いいんですか？　つい殺しちゃうかもしれませんよ？

　ヴァーレンラント王家の人間の命を奪うことに、ジュダは何の躊躇ためらいもない。

「そこの君」

　ラウディの声が、ジュダの背後に降りかかった。

　振り向けば、怪け訝げんそうなラウディの視線とぶつかった。どうやら周囲の騎士生たちの目線に誘ゆう導どうされたらしい。

「君は強いのか？」

「さあ？」

「──さあ？」

　ジュダの反射的な答えに、ラウディはさらに眉まゆをひそめた。

「自分の実力もわからないのか？」

「あなたの言う強さが、どのレベルを指しているのかわからないので、適切な答えがわからないのです、殿下」

「ほう……私を愚ぐ弄ろうするか」

　ラウディは槍やりを構えた。

「手合わせを。直接戦ってみればわかることだ。それで実力も測れよう……」

　いや愚弄するつもりは……いやわかってる。俺の態度がいけなかったのだ──ジュダは隠したつもりで隠しきれない敵意のような感情に自じ嘲ちようした。

「殿下」

　グライフ教官が、ラウディをなだめるように割り込んできた。

「彼と手合わせは避さけられたほうが──」

「何故なぜです？」

　ラウディが苛いら立だちも露あらわな視線を向ければ、グライフ教官はかすかに言葉に迷った。

「彼は……その、言動に問題がありまして」

　何げに問題児扱いするのはやめてほしい──ジュダは思ったが、口には出さなかった。このまま教官が、王子の矛ほこを収めさせてくれるならそれに越したことはない。

「例えるなら、暴れ猪いのしし。迂う闊かつに手を出すと大おお怪け我がでは済みません」

「そんな問題のある騎き士し生せいを、何故学校は置いておくのです？」

　ラウディが重ねて問うた。展開からすると正しい質問だが、本人の前で言う話でもない。

「強いからです、殿下」

　ジャクリーン教官が口を挟んだ。

「ジュダ・シェードは生意気な生徒ですが、実技なら学校一の逸いつ材ざいです」

「学校一……そう聞いては手合わせせずにはいられないな」

　ラウディの声に、怒り以外の、好奇心のようなものが混じった。

「ぜひお相手願いたい。私、ラウディ・ヴァーレンラントが乞こう。決けつ闘とうだ」

「……いいですよ」

　ジュダが頷うなずけば、グライフ教官は「ジュダ！」と咎とがめるような声を上げた。

　一方で、ジャクリーン教官は腕を組んで小さく頷き、対照的な態度をとった。

　槍やりを──ジュダは槍を模した棒を受け取り、軽く振り回す。

　長さは二メータほど。イチカの木から作られたそれは、ジュダにはとても軽かった。頑丈な木材ではあるが、これならすぐに折れるだろう。

　グライフ教官が、『くれぐれも王子殿下に怪我をさせるなよ』といった目を向けているが、心配せずとも一発で終わらせてやるつもりだ。

　ジュダは、ラウディと対たい峙じする。

　どこか女顔の王子は、凜りんとしていて、その目には凄すさまじいまでの闘志が渦巻いていた。相手が誰だろうと勝つ。言葉にしなくても、その意志が見えるかのようだった。

　ジュダは、自身の肌にぴりぴりとした感覚を覚える。まるで目の前の王子の気迫が伝わっているかのようだ。

　グライフ教官が審しん判ぱん役を務つとめる。

　いざ──互いの槍先が軽く触れ合う。それが決闘開始の合図。

　ラウディが動いた。

　中段の構えから、ダンと地を踏ふみ出す音。来た──神速の突き。魔ま法ほうアシストの加速。模も擬ぎ槍やりの穂ほ先さきはジュダの胴を狙ねらう。

　確かに速いが──ジュダが下より振り上げた槍によって、突きの一いち撃げきは受け流される。

　王子殿下が目を見開く。だがその動揺はわずか一いつ瞬しゆん、すぐさまその攻撃的な視線を寄よ越こす。

　ジュダは、相手の槍の先をそらしながら、足を踏ふん張り、素早く腰を回転させて自身の槍を横よこ薙なぎに払う。

　──ぶっ飛べ！

　がら空きの胴体へ──しかしジュダの槍の回転は空を切った。突進同様、ラウディは恐るべき速度のバックステップで槍の攻撃範はん囲い外へ後退したのだ。

　──顔に似合わず、反応が早い。

　思い切りのよい引きの早さ。思わず舌を巻く。

　横薙ぎの一いつ閃せんが大振りとなったジュダの隙すきの間に、王子は体勢を整え槍を構える。

「……強いというのは、どうやら本当らしいな」

　対たい峙じしながら、ラウディは苦い笑みを浮かべる。

「まさか一の突きを防がれるとは思わなかった」

　ジュダは脚に魔ま力りよくを集める。──今度はお前が度肝を抜く番だ。

　つま先に魔力を集め、地を蹴ける。加速、ジュダは瞬時に距離を詰めた。

　ガシリ、と双方の槍がぶつかる。上から叩たたきつけるように出したジュダの槍。対してそれを防ぐ形で槍を横にするラウディ。交差する槍、力押し。

「……君も使えるんだな、神速の突き」

　ラウディが力で押すジュダに応じながら、好戦的な笑みを浮かべる。

　ジュダは無言。しかし内心では驚おどろく。

　──なんだ、こいつ。押し切れない!?

　ジュダの常人離れした馬ば鹿か力ぢからが、ラウディには通じなかった。

　本当は交差した時点で、華きや奢しやなラウディをパワーで吹き飛ばすことができたはずだった。人間がスロガーヴの力と互角に渡り合うなど不可能なのだ。

　しかし現実には、ラウディはジュダのパワーに対抗している。

　──ヴァーレンラントの血……レギメンスの血か。

　黄金の力を持ち、魔ま獣じゆうスロガーヴを打ち払った英雄レギメンス。ヴァーレンラント一族はそのレギメンスの血を受け継いでいるという。

　伝説では不死身といわれたスロガーヴにも弱点がある。

　黄金。

　これに触れている間、激はげしい痛みを感じる。また黄金でできた刃物は傷の再生を大幅に遅らせる。スロガーヴの超絶な力も、黄金の前では常人並みとなってしまうのだ。

　この黄金と同様の力を持っているのがレギメンスと呼ばれる者たち。

　──伝説のとおりか。くそっ。

　ジュダは距離をとる。槍やりを右手で持ち、大剣の如ごとく振り回して、頭上よりの一いち撃げきを放つ。

　ラウディはかわさず受けに入った。しかし角度を調整し、反撃できるように構えたのはさすがだ。……が、受け止めようとした時点でジュダの狙ねらいどおりだった。

　武器破は壊かい。槍をぶち壊こわせば、決けつ闘とうは終了だ。スロガーヴの力を乗せて叩たたきつければ、双方の槍が折れる──それで終しまいだ。

　ガシッ、と強い衝しよう撃げきが手に伝わる。

　槍は、折れなかった。

　またも、ジュダにとっては予想外だった。血液が沸ふつ騰とうする。本格的に、頭にきた。

　槍で受けたラウディも、かなりの衝撃だったようで、グッと歯を嚙かみ締しめる。王子は槍を捻ひねるようにジュダの槍を跳ね上げ、すぐさまカウンターに槍の後端からの殴打を放つ。

　ジュダはとっさにしゃがみ、槍をかわした。槍の後端で殴れる距離ということは、手を伸ばせば相手に触れられる位置ということ。王子の足をとるべくジュダは左手を伸ばす。

　騎き士しによる戦闘術は剣と槍と、その後の格闘術からなっている。だからジュダでなくても、この距離なら格闘を選択しただろう。

「きゃっ!?」

　ラウディの声──聞き違いか。一いつ瞬しゆん女の悲ひ鳴めいのような声が聞こえた。しかしジュダは構わず王子の股また下したに腕を絡めて持ち上げ、そこから倒しにかかる。

　身体からだが接している左腕と肩に鈍にぶい痺しびれが走った。肌が直接触れれば痺れでは済まなかったかもしれない。これがスロガーヴの天敵、レギメンスか！

　ジュダはラウディを転倒させる。しかし右手に保持したままの槍を構えなおして──

「そこまで！」

　審しん判ぱん役のグライフ教官の声が割り込んだ。

　まだ相手に槍を突きつけるトドメの動作の前だっただけに、早い終了である。

「お怪け我がはございませんか殿下！」

　教官が駆かけ寄り、さらに他の騎士生たちも同様だった。

「大人げないな、ジュダ君」

　そう言ったのは、先ほど王子に無様にやられたコントロだった。

「王子殿下に大怪我させたら、放校だぞ君は」

　自分でも気づかないうちに、本気になっていた。荒れている呼吸を整えつつ、助け起こされるラウディを見やり、そして首を振った。

「わざと負ければよかったかな、君のように」

　コントロを皮肉りつつ、礼もなくジュダは立ち去った。

　ジャクリーン教官が汗を拭ふくための布きれを放ってきた。

「どうした？　お前らしくないぞジュダ」

「そうですか？」

「いつもなら槍やりを折って、『もう戦えませんね』とか生意気なことを言うのに」

「王子殿下に乞こわれた勝負ですから」

　本当は叩たたき折って、煙に巻くつもりだったのに──教官に言い訳しながら、ジュダは渋い顔でラウディを見つめる。その王子様は、周りからまるで英雄のように称たたえられていた。

「しかし、お前を本気にさせるとは、王子殿下もやるものだ」

「……ですね」

　認めるのは癪しやくだが、ジュダは頷うなずいておいた。……本気と言ってもスロガーヴとしてはまだまだ余力を残している。何故なぜなら、目は戦せん闘とう色である金色に光るところまでいっていないからだ。……迂う闊かつに正体をバラすようなヘマはしない。

　ただそれでも、ジュダの力に対抗できたのは、レギメンスという特別な血をもつ王子だからだろう。……いや、それこそ言い訳か。

　──ラウディがレギメンスなら、その親父おやじである国王もレギメンスなんだよな……。

　実際に剣を交えることになるなら、その特別な力に対して警戒しなくてはならない。そう考えると、レギメンスと戦えたこの経験は、ジュダにとっては幸運だった。

　もう一度、ラウディを見やる。

　王子殿下は何故か太ももの間を手で庇かばうようにしながらペタリと座り込んでいた。周囲の賞賛が耳に届いていないように、心ここにあらずといった表情をしている。

　──負けて悔しかったのか？　だとしたら、いい気味だけど。

　もし倒した衝しよう撃げきで何らかの障害を与えたのなら厄やつ介かいなことになる、とジュダは思った。

　事を成すまでは、平凡な騎き士し生せいを演じなければならない。必要以上の悪目立ちは避さけなくてはならないのだ。
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　ラウディとの模も擬ぎ戦せんに勝ったジュダだが、周囲の風当たりは強くなった。

　王子殿下に遠えん慮りよもなく模擬槍を振るった空気の読めない奴やつ──もとより同期生に嫌きらわれているジュダである。何をやっても周囲は容赦ないのだ。

　一方で王子殿下は、クラスの騎士生たちからモテモテだった。その王子は、時おりジュダのことを口に出しているようで、周りの視線がジュダには何とも居心地が悪かった。

　数日が経たち、王子殿下もすっかり学校に馴な染じんだ頃、それはやってきた。

「ラウディ様がお呼びです。ご同行願います」

　寮りようへ帰ろうとした矢先、ラウディ付きの侍女であるメイアが声をかけてきた。

　その侍女は、女性としては長身で、使用人というにはやや厳きびしい目つきの持ち主だった。その所作は隙すきがなく、おそらく王子の身辺警けい護ごも兼ねているのだろう。

　ジュダは警戒する一方で、ラウディの用件が気になった。わざわざ呼びつける理由は？

　──ひょっとしたら、俺がスロガーヴであることがバレた……？

　ジュダが、ラウディからレギメンスの力をはっきり感じたように、スロガーヴである何らかの反応を感じ取られたとしたら──いや、それはないか。それならとうに荒事になっている。

　ジュダは頭を振った。嫌いやな予感は拭ぬぐえない。しかし断る理由も浮かばないので、侍女に従うことにした。何かあれば、その時はその時だ。

　行き先は寮りようだった。

　ジュダも住んでいる『光こう鳥ちよう』をシンボルにする騎き士し生せい寮。王国の中央領付近出身者で固められているこの寮に、ラウディ王子の部屋が割り当てられていた。

　貴族生らの上等な個室が並ぶ一角の奥、いわゆるＶＩＰ専用の部屋が王子のそれだった。

　お待ちを──侍女が部屋の前で立ち止まり、優雅な仕草でノックした。

『誰か』

「メイアで御座います殿下。ジュダ・シェード騎士生をお連れしました」

『どうぞ』

　失礼致します──メイアは部屋の戸を開けた。

　扉のすぐ先に目隠しのように仕切りが立てられており、奥の様子が窺うかがえないようになっていた。その遮しや蔽へいを迂う回かいしながら部屋の奥へと足を踏ふみ入れる。

　なるほど、高貴な身分の人間が使う部屋だけあって、広くて調度品もより豪華に見える。

　しかしベッドの縁ふちが金色だったりするのは、趣味が悪いと思った。

　とにかく、金が嫌きらいだ。スロガーヴは黄金が苦手である。ジュダにもその自覚があった。

　主あるじであるラウディは、部屋の中央にある丸テーブルのそばで、カップの飲み物を飲んでいた。

「ありがとうメイア、下がっていい」

　深く頭を下げた侍女が仕切りの奥、扉の方へ下がる。

「呼び出してすまなかったなジュダ君。個人的に話がしたくて」

　ラウディはテーブルを挟んで、椅い子すを勧すすめた。

　一礼すべきだろうか。ジュダは考える。お招きいただいて光栄です、と言うべきか？　迷ったが、結局は単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞いた。

「話とは、なんでしょうか？」

「ふだんの口調でいいよ。私たちは同級生だ」

　王子殿下は口元に笑みをたたえた。

　余裕ぶってるな──ジュダは柄にもなく緊きん張ちようしているのを自覚した。天敵を目の前にしていることもだが、いろいろ不安をかきたてる要素がなくもない。……万が一でも、スロガーヴであることを悟られてはならない。

　顔面がちりちりとした痛みのようなものを感じた。……まただ。ラウディと顔を合わせている時に感じる刺し激げきのようなもの。スロガーヴである身体からだが、レギメンスに対して拒否反応を起こしているとでもいうのか。

　──いや、ひょっとして……。

　ラウディのほうが無意識のうちにレギメンスの黄金の力オーラを放っているのかもしれない。何にせよ、スロガーヴであるジュダにとってはあまりいいものではない。

　ジュダが押し黙だまっていると、ラウディは右手を差し出した。

「まずはお茶をどうぞ。客を迎える礼れい儀ぎというものだ」

　メイドが用意したのだろう。あらかじめテーブルの上にはカップと、ラウディが飲んでいたものと同じものだろう琥こ珀はく色のお茶があった。ジュダはそっと目線を落とす。

「……毒入りですか？」

「いきなり酷ひどいことを言うな君は」

　ラウディは苦笑した。

「私を何だと思っているんだ？　模も擬ぎ戦せんの仕返しとでも？　……何なら毒見しようか？」

「いえ……」

　ジュダはそろりと手を伸ばし、カップを摑つかむと、グイっと一気に飲み干した。口の中に広がる苦味、それを堪たん能のうすることなく胃の中へ。悠長に長話する気はなかった。

「話とは？」

「その前に味を聞かせてくれないかな？　ラープの葉から抽出した高級茶だ」

　ラウディはテーブルに肘ひじをついて、観察するような目線をくれる。もとから中性的な顔だちだが、そうするとより女っぽい。

「はっきり言っても、よろしいでしょうか」

「うん」

「俺の口には合わない」

「気が合うな、私もそう思っていた」

　お茶を勧すすめておきながら、すました顔でラウディは言い放った。

「君は正直な人間のようだ」

　褒ほめているのか。ジュダはなおも無表情を保った。ラウディは小さく息を吐いた。

「さて、何から話したものか。まず第一に……君のことを少し調べさせてもらった」

　嫌いやな予感が当たった。

「君は大臣であるペルパジア殿の血けつ縁えんとか」

　ほら、きた。

「養父おやじ殿……ペルパジア大臣は、後見人というやつです。自分は孤児なので」

「……そうなのか。大臣と親族だと思っていたが」

「まわりに対する配はい慮りよでしょう。どこの馬の骨とも知れぬやつが騎き士し学校に入ることへの」

「たしかに、親なしで騎士学校に入学は難むずかしいな」

　ラウディは頷うなずいた。騎士学校は、貴族や騎士の家系、有力騎士の推すい薦せん、または実技試験をクリアした者に入学資格が与えられる。

「いや、君の実力ならば、推薦や試験組での入学もできるだろう？」

「アピールは苦手です」

　これは本音だった。ペルパジア養父おやじに引き取られた時も、『人間の前でその力を軽々しく使うな』と釘くぎを刺されている。

　ラウディは小さく笑った。

「そうだな、腕に覚えがあるくせに、私との勝負にも名乗りでなかったくらいだからな。しかし、フォレス教官は君のことを褒ほめていたぞ」

　ジャクリーン教官の名前が出てきた。ジュダは口元を歪ゆがめる。

「たぶん、あの人くらいでしょう、俺に好意的なのは」

「うん、騎士生たちの評判は、すこぶる悪かった」

　ラウディは顎あごに手を当て、首をかしげた。

「特に貴族生からはな。……何かやらかしたのか？」

「……ケンカを吹っかけられたので、彼らの剣を叩たたき折ってやりました」

　淡々と言ってのける。たとえばコントロの細さい剣けんも、マルトーの大剣も、小生意気な巨乳娘のサファリナ嬢じようのレイピアも、挑んでくる相手の剣はすべて叩き折ってやった。

「それはさぞ、恨まれただろうな」

　愉快そうにラウディは笑った。

「私の黄金剣も折るのか？」

「挑まれれば」

　レギメンスの力に守られた黄金剣は叩き折れないだろうが、そこは見み栄えを張っておく。

「君は相当強いようだな」

　ラウディは上目づかいの視線を向けてきた。

「何と言うか……戦いというものがどういうものか、学んだ気がする」

　それで？　ジュダは言葉に困った。こういう時、すらすらと返せたらいいのだが。

「実戦とは、行ぎよう儀ぎのよいものではないということだな。まさか足をとられるとはね」

「教本にも載のっていますよ。それほど珍しくは──」

「私が相手してきた者は、誰一人としてそのような技をかけてこなかった」

　たしかに、王子殿下を倒して怪け我がでもさせたら問題だろう。皆、遠慮しているということか。

「それで……なんだ」

　急に、ラウディが声を落とした。俯うつむき、何故なぜか体をもじもじとさせる。

「その……うん、なんだ……気づいただろう？」

　──気づいた、何に？

　ジュダは警戒感を強める。肌で感じていたぴりぴりとした刺し激げきが気のせいか強くなっているように感じた。

「君が……私の秘密を誰にも言わなかったのはわかっている……」

「秘密？」

「そうだ。……その、私の──その」

　とても仕草が女め々めしかった。その美び麗れいな顔立ちが、何とも儚はかなげで、心なしか頰ほおが朱に染まっていた。瞳ひとみを震わせて、俯くその様は、女の子のようで──

「私のこ、股こ間かんに触ったわけだ……」

　王子殿下の声が上うわずった。

　股間？　ああ、あの時か──王子殿下を倒した時、たしかに左腕と肩が触れた。レギメンスの黄金体質のせいで痺しびれたが。

「わ、私が……その、女だってこと」

「……は？」

　ジュダは目を丸くした。聞き違いだろうか。はたして、ラウディは何と言ったのか。

　お・ん・な──女っ!?

「はぁっ!?」

　思わず声に出てしまった。ジュダの声に、逆にラウディが驚おどろいた。

「い、いきなり何だ？　大声を上げるな、びっくりするだろうが……」

「……女」

　ジュダは咳せき払ばらいする。待て待て、目の前の人物は、ヴァーレンラント王家の王位継承権を持つ王子──つまり男のはずだ。それが何で……。王子じゃない。王女じゃないか。

　ジュダはじっと、目の前の王子、もとい王女を見た。

　中性的な、といえばそうなのだが、たしかに少女じみた印象がある。女と聞いて、逆に男に見えなくなった。凜りんとした少女の顔。

「そんなにじっと見つめるな……」

　ラウディはどこに視線を向けていいかわからないのか目が泳いでいる。

「ジュダ君。ひょっとして君……」

　恐る恐るといった具合に、ラウディが上目づかい。

「もしかして、私の身体からだに触ったのに、気づかなかったのか？　私が、女であることに……」

「ええ、それどころではなかったので」

　はっきりと、正直に言ってやった。それはつまり──

　ぐっ、とラウディの顔が真っ赤に染まった。ジュダは愉快な気分になる。黙だまっていればわからなかったものを。

「いいか、ジュダ君！　このことは他言無用だ！」

　ラウディが勢いよく席を立ち、びしりと指差してきた。

「王家の秘密だ。国家機密だ。忠実かつ、信用できる一部の者しか知らない事実。それ以外の人間が知ったなら、極刑に当たるほどのことだ」

「……大げさな」

　そう口にしたものの、たしかに王子様が王女様だったなんて、スキャンダルだろう。世間で騒さわぎになるだろうが……だから何なのだ、とジュダは思う。

　王位継承権とかで多少揉もめるかもしれない。偽いつわってきたことで、国民や貴族の中で反発心が芽生えるかもしれないし、そうでないかもしれない。

　これまで男と偽ってきたことは覆くつがえしようがない事実だが、そうだとしてもラウディがヴァーレンラント家の人間であることに変わりはなく、女だからと言って、スロガーヴの敵であるレギメンスであることも変わらない。

「事の重大さがわかっていないようだなっ？」

「いや、俺には関係ない話ですし」

　他人の家の話だ。ジュダは淡々と答える。

「それにバラしたのは、あなたでしょう王子殿下。……あ、王女殿下」

「訂正するなっ！」

「声、大きいですよ」

　ジュダは指摘してやる。だがその直後、背後に殺気を感じた。

「……消しますか、ラウディ様」

　侍女のメイアがいつの間にかジュダのすぐ後ろに立っていた。その手に握られているのは短剣。きらりと光る刃物、しかしそれを見て、逆にラウディが落ち着きを取り戻した。

「メイア、ダメだ武器をしまえ。……そうだ、元はといえば私が勘かん違ちがいしたのがいけないのだ。ジュダ君は、何も悪くない」

　すっと、ラウディは席に腰を下ろした。額ひたいに手を当て、ため息をつく。

「すまない、ジュダ君。私の不注意だ。てっきり女だとバレたと思って呼んだのだが……」

「用件はわかりました」

　ジュダは極力、平へい坦たんな口調を心がけた。刃物を見せられればいい気はしないが、呼び出された時、違う意味でこういう展開もあるなと予想はしていた。

「あなたが女であることを口外しないようにすればよろしいのですね？」

「うん。……そうしてくれると助かる」

「わかりました」

　ジュダは頷うなずいた。……いざという時の脅きよう迫はく材料になるだろう。今は素直に応じておく。

「……君は、聞かないのか？」

　探るようにラウディが窺うかがってくる。

「私が、王子であると偽いつわっている理由を」

「聞かないとダメですか？」

「いや、普通、何故なぜ性別を偽っているのか、気にならないか？」

「聞いてほしいんですか？」

「いや、聞かなくてもいい。……ただ、拍子抜けしただけだ」

　ラウディはそっぽを向いた。拗すねているのか。割と子供っぽいと思った。

「男だろうが女だろうが、あなたはあなたでしょう、ラウディ殿下」

　どっちだろうが、レギメンス。どっちだろうが、王家の人間──それなら敵だ。

　ジュダの中での答えは変わらない。だから聞かない。聞いても何かの足しになるとは思えなかったから。大方、王位継承権とかそういう家庭事情だろうと見当がつく。

　ふと、ジュダは、ラウディがじっとこちらを見ていることに気づいた。かすかに驚おどろいたような顔だ。……はて、俺は何か言ったか？
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　夜風が身を刻む。ジュダは鉄の仮面で素顔を隠し、闇やみ夜よをぬって王都を駆かけ抜けた。

　妙な気分だ。外の空気を吸いたかった。ラウディと、一時とはいえ同じ部屋で会話を交わしたこと──自分が思っていた以上に緊きん張ちようしていたのが原因か。とにかく、落ち着きたくて誰にも邪じや魔まされない夜の王都へと飛び出した。

　胸の奥が疼うずく。それが何なのか、ジュダにはわからなかった。それが苛いら立だちへと繫つながり、やがて思考が一点へと流れていく。

　ヴァーレンラント王──この国の王、人間たちの長。ラウディの父親、そしてスロガーヴの天敵であるレギメンス。

　十年前、母が、とある集落を守るために人間たちと戦った時、その母を倒し、捕らえたのがヴァーレンラント王だった。……彼女を処刑台に送った男である。

　あの男さえいなければ、母は死ぬこともなかったはずだ。王子であるラウディと会って、複雑な気分になることもなかった。

　足に力を込める。

　狼ろう脚きやく──獣けものの力を風の魔力と合わせれば、建物と建物の間を越え、屋上づたいに人目を避さけて移動することができた。スロガーヴ、その力は常人を超える力。

　漆しつ黒こくの空。しかし魔ま石せき灯とうによって灯ともされた王都の建物の光は、それが目印になるくらいには明るかった。遠景でのぞめば、大地から空に放出される魔力の膜を視認することができた。

　極ごつ寒かんの北の地にはオーロラという現象があるというが、ヴァーレンラントをはじめとするこの大陸では、魔力がより集まった場所ではその魔力の輝きが観測されることがしばしばあった。

　魔力の放出現象。それは青や緑色に輝くおぼろげな光。大地から吹き上がった魔力は大気に溶け、雨とともに地に帰る。魔力の循じゆん環かんである。

　そしてスロガーヴは、その魔力を引き出すことに長たけていた。

　一般的な人間は、魔石と呼ばれる石に頼って魔術を用いる。しかしスロガーヴは魔石はもちろん、大気や水、土からでも魔力を取り出し操あやつることができた。そうした人間との性能の差が、スロガーヴの過去の伝説となり、人に恐れられる所以ゆえんでもあった。

　漆黒のマントが風になびく。ジュダは三階建ての民家の屋根に着地すると、顔を上げた。

　魔力光に包まれ、発光しているように見えるヴァーレンラント城。

　まずそびえるは頑強な城じよう壁へき。そこを越えれば重厚な造りの第二の城壁。さらにその中心で高くそびえているのは本城、その天守閣キープ。……そこに王族の部屋があり、国王がいる。

　何度、夜の王都からあの城を眺めただろう。

　王都に来て、はや二年の月日が流れた。人間たちの騎き士し学校に身を隠し、いつか騎士になって国王のそばに近づき暗殺する──その日を夢見ながら、日々を過ごした。

　夜ともなれば監視の隙すきをついて学校を抜け出した。いつかやってくるだろう敵かたき討うちに備そなえて、修練するためだ。

　そんな中で、亜あ人じん差別主義者や弱者を虐しいたげる者を討った。別に正義を気どったわけではない。ただ、不快だったのだ。亜人だから、弱者だからと容赦なく打ち、罵ば倒とうし、唾つばを吐きかける者に制裁を下した。

　いつからか、闇やみ夜よに出没する『仮面の戦士』などと呼ばれるようになった。

　噂うわさはやがて一人歩きをはじめ……今では仮面の戦士は、ひとつの虚像となっている。それはジュダにとっては、本当の目的を隠すのに都合のいい話だった。

　頃合いだった。先日、ついにジュダは十年来の復ふく讐しゆうの一歩を踏ふみ出した。騎士になるのを待つまでもない。アルタール公こう爵しやくのお抱えの騎士を一掃したことで自信を深めるに充分だった。

　王を警けい護ごする黄金騎士たちに正面から挑むのは愚ぐ策さくだが、それもやり方次第だ。

　わざわざ学校を卒業するまで待つこともない。憎い王に跪ひざまずくこともなく討ち取れる──今ならそれができるとジュダは思った。

「待ってろよ、ヴァーレンラント王」

　ジュダは剣を抜き、その剣先をヴァーレンラント城に向ける。

「近いうちに、その首貰もらい受ける。枕まくらを高くして眠れる日々は残り少ないぞ」










　　　　　第二章　ラウディ・ヴァーレンラント




　王子殿下は女の子だった。期せずして、彼女の秘密を知ってしまったジュダだったが……。

　翌日の教室。周囲のざわめきが耳に届き、ジュダは言わずにはいられなかった。

「王子殿下、聞いてもよろしいですか？」

「なんだいジュダ君」

　にこり、とラウディは微笑した。ジュダは肌にチリチリとした痛みを感じる。

「近いです」

「それはそうだ。隣となりだからな。それがどうかしたか？」

　そうなのだ。金髪碧へき眼がんの王子様は、ふだんは誰も近づこうともしないジュダのそばに来ると、清すが々すがしいほどの笑みを浮かべて、そうするのが自然とばかりに隣にいるのだ。

　ジュダはわずかに顔をしかめた。肌に感じる刺し激げきは、おそらくレギメンスの黄金オーラだろう。そんなものに常時さらされるなどスロガーヴにとっては毒でしかない。

　幸いなのは、昨日に比べて刺激が弱いこと。ジュダ自身が慣れたのか、もしかしたらレギメンスのオーラは、ラウディの感情によって強弱があるのかもしれない。

　ともかく、レギメンスである王子が、ジュダの隣にいる。ふだんは王子のまわりに群がる騎き士し生せいたちも、ジュダがいるせいか近づこうとはしなかった。ただ、何故なぜそうなったのか皆興味があるようで、ジュダに視線が集中した。

「秘密を守るかどうか監視している、それだけのことだ」

　すました顔でラウディは言う。なるほどもっともらしい言い分だ。

「しかも君は、周囲から避さけられているからな。君のそばにいると、私も煩わずらわしさから解放される。……うん、もっと早く君の隣に行くべきだった」

「俺は人避よけのお守りですか」

　うんざりしたように言えば、ラウディは小首をかしげる。

「獣けもの避けの鈴みたいなものかな」

　俺がその魔ま獣じゆうだって言われているスロガーヴなんですけどね──思わず皮肉ぐせが顔を覗のぞかせそうになる。

「王子殿下──」

「ラウディと呼んでくれないかな、ジュダ君」

　彼女は、あからさまに拗すねたような表情を浮かべた。

「私たちはクラスメイトだ。できればもっと気さくな関係を所望したいな。その……形式ばらない、と、友だち？　みたいな」

　しおらしく俯うつむくラウディ。表情がコロコロと変わる娘である。そんな仕草を見せていると、周囲から女だとバレるのではないか。

「ラウディ」

「！　もう一度呼んでくれ」

　声を弾はずませる王子の皮を被かぶった王女殿下。ジュダは口元をへの字に曲げる。

「授業始まりますよ、王子殿下」

「ジュダ君！」

「声、大きいですよ」

　クラスメイトたちからあからさまな視線を浴びる。教きよう壇だんにはすでに、戦術科目の老教官が来ていて、咳せき払ばらいした。

「えー、では講義を始める──」

　戦術授業は、主に騎き兵へいを使った戦術についてだった。

　ジュダたちのクラスでは、ここ最近、指揮官となった際の、部隊統率の知識や戦術がカリキュラムに加えられるようになった。戦術科目の老教官は、教本を手に一刻半もの間、とうとうと話し続けたが──

「退屈な授業だった」

　講義が終わった後、そう言ったのはラウディだった。

「あの教官は、北方蛮族との防ぼう衛えい戦にも参加した御ご仁じんと聞くが──」

「たしか、第二次から第四次まで」

　ジュダは補足する。ラウディは豪華な装丁の羊皮紙のノートを閉じた。講義の内容をメモにとっていたようだが、それも序じよ盤ばんの分だけだった。

「なるほど。それでは最新の戦せん闘とうは経験していないというわけだな」

「あの人の思い出話を聞くのは、割と楽しいんですけどね」

「ジュダ君、私たちは戦術の講義を聞いているんだ。昔話を聞きに来ているわけではない」

　ラウディは辛しん辣らつだった。

　授業中も、『戦術教官の古臭い戦術』について容赦ない質問を浴びせ、指摘した。特に第五次北方戦役の頃に使われるようになった魔ま石せき銃じゆう関連の知識に関して、ラウディを納得させるだけの情報を提供できなかったことが気にいらないようだ。

　たしかに、最新の授業という点を見れば、満足できるものではない。

「その点は同意します」

「賛同ありがとう」

　ラウディは皮肉げに言った後、眉まゆを吊つり上げた。

「で、その点は、ということは、他の部分で私に意見があるのか？」

「殴り合いの経験談は聞けましたよ」

　ジュダは席を立った。

「騎き兵へいだろうが歩兵だろうが、最後は肉弾戦です」

「君は、あのつまらない授業の中から有意義な部分を見つけ出したわけだな。意外と真ま面じ目めに授業を受けているではないか」

「……何だか俺が不真面目な生徒のように聞こえますが？」

「不真面目だと聞いたのだがな」

　ラウディは肩をすくめた。

「特に、貴族組から──」

「王子殿下！」

　不意に、女の声が響ひびいた。

　見ればクラスの騎士生──サファリナ・ルーベルケレスだった。緑色の髪をなびかせ、やや目つきのきつめな、上から目線の貴族組。そしてクラス一だろう巨乳の持ち主である。

「何故なぜ、この無礼男と行動をともにされているのですか！」

　サファリナは、ヒステリックな声を出した。ラウディはポカンとしてしまう。

「え、なんだって？」

「あなた様はこの無礼の塊かたまりのような男と一緒にいるべき存在ではありません。こんな下げ賤せんな生まれも知れない男など──」

　いきなりな言い草だが、サファリナとジュダといえば、いつもこんな調子である。ジュダは面倒ではあるが、すでに慣れている。が、ラウディは違う。

「サファリナ嬢じよう。それはジュダ君に対してあまりに礼を欠いているのではないか？　彼はペルパジア大臣の血けつ縁えんだぞ」

「王子殿下、彼は拾い子です。後見人は大臣ですが、この男そのものは下賤の生まれに相違ありません！」

　どこで知ったか、サファリナはジュダと育ての大臣の関係を正しく認識しているのだ。

「そういう決め付けはよくないな」

　ラウディが心持ち眉まゆをひそめた。

「下賤の生まれと誰が決めた？　彼が高貴な生まれだった場合、無礼なのは君のほうじゃないかサファリナ嬢」

「王子殿下──」

「まあ、生まれなど関係ない。彼が高貴だろうが下賤だろうが、そんなことは私には関係ない。ジュダ君はジュダ君だ」

　……何だか聞いたことあるような言葉だ。ジュダは思ったが黙だまっていた。

　サファリナは気け圧おされていた。ラウディが明らかに怒りの感情を露あらわにしていたからだ。

「今後、私の友人に無礼な口を利きくなら、私にも考えがある、サファリナ嬢」

「で、殿下っ!?」

　高慢ちきで有名なサファリナが動揺する様は、言い方は悪いが気分がよかった。ジュダはニヤつきたくなるのを懸けん命めいに堪こらえる。

「さあ、サファリナ嬢、私の友人に非礼を詫わびてほしい。ルーベルケレス家の令れい嬢じようとしての器量を見せてくれ」

「……承知しました、王子殿下。ジュダ、君……」

　サファリナはそっと目を伏せ、一礼した。

「無礼な口を利ききました。お許しを」

　ああ、とか、うん、という言葉しかなかった。ジュダが頷うなずけば、サファリナは退散した。

　クラスメイトがざわめく。ジュダは居心地悪く、ラウディを見た。

「言ってくれましたね」

「礼には及ばない」

「いや、そのことではありません」

　別にありがとうを言う気はない。ジュダは、ため息をつきたいのを堪えた。

「……友人ですって？　俺が、あなたの？」

「然しかり」

　──また、恨みを買ったな、特に貴族組から。

　何も起こらなければいいが……おそらく、無理だろうなとジュダは思った。

　同時に、仇かたきの息子──もとい娘と友人などと、冗談ではなかった。
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「魔ま石せき、装そう塡てん！」

　凜りんとした男性教官の声が校庭に響ひびく。

　号令に合わせ、前列に並んでいる騎き士し生せい五名が、手にした槍やりの穂ほ先さき、その根元の穴に魔石を取り付ける。

　ジュダは校庭の反対側からそれを眺めていた。隣となりのクラスの連中──そちらは魔石を用いた戦せん闘とう術の授業の真っ最中だった。

「──サボっているのか？」

　不意に声をかけられる。その声に、またか、と思いつつジュダは振り返った。そこには黄金の軽甲かつ冑ちゆう姿のラウディが立っている。

「別にサボっているわけでは。……他の連中があのザマなので」

　ジュダは視線を滑すべらせる。軽甲冑姿で倒れ込んでいるクラスメイトたち。鎧よろいという重力物をつけた状態でランニングを強しいられた者たちの末路である。

「君は元気そうだな、ジュダ君」

「体のつくりが違いますから」

　しれっとジュダは告げた。スロガーヴであるジュダにとって、軽鎧よろい程度の重量で走ることは大した負荷ではない。

「で、こっちに来ても大丈夫なんですか、王子殿下？」

「ラウディだ」

　むっとしたように訂正を求める男装のお姫様。王子呼ばわりがお気に召さないようだ。それならとことん王子殿下と呼んでやる。

　ジュダのクラスでは、野外での体力作りの授業中だった。

　馬術グループと、装備をつけての長距離走を行うグループ、その二つだ。

　前者は、主に貴族組の連中や、馬術に秀ひいでた者が行う。

　ジュダは後者、長距離走グループだった。養よう父ふである大臣の後うしろ盾だてはあるが、貴族連中とソリが合わないし、彼らの身内に甘い、何ちゃって馬術に面白みを感じていなかったからだ。

　ただ本当のことを言えば──ジュダ自身が、馬と相性が悪いことが原因だったりする。

　動物の勘かんか、ジュダが近づくと馬が怖おじ気けづくのだ。ちなみに、馬以外にも犬などにもよく吼ほえられ、避さけられることがしばしばだ。

　おかげでジュダは、クラスで馬術が一番ダメというレッテルを貼はられている。……馬が怖がるのだから仕方ない。

　一方のラウディは馬術組だった。一般生に交じってランニングなどさせられない、という配はい慮りよだろう。だが、彼女自身はジュダと同じ授業を受けたがっているようだった。

「で、いいんですか？　向こうは」

「構わない。面白くない」

　ラウディは唇を尖とがらせた。貴族生たちを無視するように。

「馬に乗って、ちょっと歩いて、走っただけ」

「長い間、馬に乗っているのも結構しんどそうですけどね」

「うん、ちょっとお尻しりが痛かった」

　ラウディがちらと自身の尻部へと視線を向けた。

　ジュダは視線の先を追い、小振りなラウディの尻を見て。

「尻の皮は薄うすいと……」

「ちょっ、ジュダ君！」

「なんです？」

　さも自然にジュダは応こたえた。尻を押さえて、心持ち顔が赤いラウディ。

「どうかされましたか、王子？」

　ジュダはあえて王子の部分を強調した。そう、何もおかしくはない。

「いや……うん、何でもない」

　それより──ラウディは咳せき払ばらいした。

「何を見ていた？」

「向こうのクラスの授業を」

　校庭の反対側で、横一列に並んだ数人の騎き士し生せいが槍やりを正面に突いた。直後、その槍から電でん撃げきが走り、数メータ先の的へと飛んだ。同じく魔ま石せきを利用した銃に比べると、射程は遥はるかに短いが、相手と切り結ぶ距離より離れた位置から攻撃できるのが利点のようだ。

「魔石武器か」

　ラウディは呟つぶやいた。

　人々は、魔力を含んだ石を触しよく媒ばいに、魔法と呼ばれる術を編み出した。

　かつては呪じゆ術じゆつ師しや魔法使いと呼ばれる者たちの専売特許だったが、石の研究が進み、魔力を引き出す術が技術へと発展すると、より身近な存在となった。

　魔石灯といった照明器具然しかり、魔石を加工して作られた魔石銃然り。

「……あれは新型の魔石槍かな？　たしか量産の魔石槍は刃やいばに電流を流す程度で、電撃を飛ばすところまではできなかったはずだけど」

「そのようですね」

　ジュダは適当に相あい槌づちを打つ。

「まあ次代の騎士ですから、ああいう新式にも触っておくのが将来のためなんでしょう」

「それもそうだ。……やっぱり、これからの戦争はお金がかかるんだな」

　唐突にラウディがそんなことを言い出した。ジュダは眉まゆを吊つり上げる。

「金がかかると言うのは同意しますが、これからとは？　いままでだって軍馬や武具、兵士、食料その他もろもろ、お金はかかってましたが」

「魔石だよ」

　ラウディは口を尖とがらせた。

「君も授業でやっただろう？　先の北方戦役で使われた魔石銃。これからの戦いには銃や魔石大砲などもより使われるだろう。それに──あの魔石槍とか。必然的に魔石の消費が増える」

「魔法の技術化」

　ジュダは言った。ラウディは頷うなずく。

「魔法技術の進んだ国はそれらを取り入れた武器を開発している。一線級の魔石は高価だ。そうなると、諸侯も国もまた戦費の負担が──」

　いつしか戦争談義となっていた。相手が仇かたきの子である王子であることも忘れ、ジュダは普通に言葉を交わす。……戦史やその方面が得意だったから、少し饒じよう舌ぜつになった。

　決して話し相手に餓うえていたわけではない。けれどもラウディが王の子でなかったら、話し相手として悪くないかもしれないなどと思った。

「一同、集合！　集まれッ！」

　ジャクリーン教官の凜りんとした声が校庭に響ひびいた。ジュダとラウディ、馬術訓練をしていた貴族組騎き士し生せいや、長距離走の後で休んでいた一般騎士生たちが集合した。

「本日の授業はここまで。明日、王都を出ての課外授業を行う」

　王都の外？　ラウディが呟つぶやく。騎士生たちも近くの者と顔を見合わせる。

「騎士というのは馬に乗るものだ。当然、それに長時間騎乗して移動することもあるだろう。そこで諸君らには明日、馬に乗って王都外へ遠征してもらう。まあ、行軍訓練の一いつ環かんと思ってくれていい。各自、武具を準備し、始業の鐘かねを合図に学校を出る」

　ジャクリーン教官は騎士生たちを見回し、説明を続ける。

「それぞれ班ごとに王都を抜け、城じよう壁へきの外へ。そこからフランの森まで移動。同地に到着したら、やはり馬に乗って森を抜ける、それだけだ」

　全体を通して馬に乗る──ジュダは憂ゆう鬱うつになった。……馬との相性はよろしくないのだ。

「教官殿、馬のことですが」

　貴族組騎士生のコントロが質問した。

「家から持ち込んだ馬でよろしいでしょうか」

「騎士学校で飼っている馬の数はさほど多くないからな。馬を持っている騎士生はそれぞれの愛馬で授業に臨のぞんでもらいたい」

　貴族生たちが頰ほおを緩ゆるませた。慣れた馬で授業できるなら、彼、彼女らにとって今回の遠征はさほど難むずかしいものではないだろう。

「もうひとつよろしいでしょうか、教官殿」

「なんだ、コントロ？」

「馬を持っていない騎士生はどうなりますか？」

　貴族生たちの視線が、一般騎士生らを見やり──特にジュダへと集まった。

「学校で馬を用意するが、借りられる馬の数が足りない。フランの森まで馬車で移動になる者もいるだろう」

　ジャクリーン教官のどこか同情するような視線がジュダに向いた。何人かの騎士生が嘲あざけるような目でジュダを見た。……ただヘタなだけならまだしも、馬に相手にされないジュダである。自分のせいばかりと言えない部分で、侮あなどられるのは面白くなかった。

「では、この遠征に参加する意味がない者も出るということですか？」

　コントロは真ま面じ目めな顔で質問を続けた。馬に乗っての行軍訓練に、馬に乗らない生徒がいるのは論外と言える。とうとう、何人かの貴族生が吹き出した。

　ジャクリーン教官はそれらを冷ややかに一いち瞥べつした後、首を横に振った。

「フランの森近郊の集落から何頭か借りられる手はずにはなっている。森を抜ける訓練では全員それぞれ馬に乗れるはずだ」

「わかりました」

　コントロは目礼した。何人かの騎き士し生せいがニヤニヤしてジュダを見やる。……ジュダは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

　他に質問がないのを確認し、ジャクリーン教官はこう締しめくくった。

「行動は班ごとで行う。いまのうちに、班を決めておくように。以上、解散」

　騎士生たちは、さっそく仲のいい者同士で、班作りを始めた。

　こういう時、友だちいない奴やつは酷だよな、とジュダは思う。そもそも、班行動というのが苦手だ。いままでもそういう場面はあったからいまさらどうこう言わないが……。

「ジュダ君」

　ラウディが、ちらとこちらを見る。

「班行動だっていうけど……君の班に私を入れてくれないか」

「……は？」

　まさか、声をかけられるとは。しかもよりによって王子からとか──ジュダは閉口である。普通に考えれば、一番ない選択肢である。

「俺の班ですか？」

「もうすでにいっぱいか？」

「皮肉ですか。俺は余り者ですよ」

「だろうね。友だちいないようだし」

「……まあ、いまさら否定しません」

　ジュダは平へい坦たんな口調で答えた。

　王子に声をかけようとした貴族組の何人かが、ラウディの宣言で行き場をなくした。男装のお姫様はそれらに気づかないふりをして、ことさら明るい声を出した。

「君の交友関係が全滅だとすると、班は私たちだけか。さすがにそれでは少ないな、誰か他にもメンバーを探さねば」

　すでに王子と組むことは決定事項のようだった。

　──俺は「うん」とも「いや」とも言っていないが。

　彼女から求められた以上、拒こばむわけにはいかず──本当は拒みたいが、そういうところで王子の機き嫌げんを損そこね、後々面倒になるのはご免だった。

　ちら、とラウディが周囲に目を配くばる。視線が合うと貴族生たちはしばし光栄ですと言わんばかりの表情を浮かべるも、次にジュダを見て、顔をそらした。

　結局、貴族組連中は、誰一人寄ってこなかった。ラウディは苦笑いをこぼした。

「……相当嫌きらわれているようだねジュダ君」

「貴族組の嫌いや味みに付き合う気はないですから、構わないんですけどね」

「しかし、私は学校に入って日が浅い。交友関係はあってないようなものだから、他のメンバーに心当たりはないぞ」

「ご心配なく、余り者は俺以外にもいますから」

「それってあたしのこと？」

　ほらきた。ジュダは聞き覚えのある強気な声に対して、視線を向けた。

「うん、他に友だちがいないから、仕方なくこっちへ来るんだよな」

「別に来たくて来てるわけじゃないわ。あたしは勉強するためにここにいるのであって、馴なれ合いをするためじゃないんだから」

　赤毛をショートカットにしたその女性騎き士し生せいは、強気な発言同様、大変ボーイッシュな印象を与える。

「ま、班を作るって話だから、とりあえずよろしく」

「今回もよろしく」

　ジュダはちらりとラウディを見やる。

「自己紹介は済んでますか？　彼女はリーレ・ミッテリィ」

「直接話したのはこれが初めてだな。ラウディでいい。よろしくミッテリィ騎士生」

　黄金王子は、ほがらかな笑みを浮かべながら、手を差し出した。握手のつもりなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったが、リーレは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった後、一礼だけした。軽々しく手を取るのを控えたのは、無礼だと感じたのだろうか。

　リーレは成績は優秀。魔ま石せき魔法の分野において、クラス一の能力の持ち主だ。得意系統が火系であることと、彼女の赤毛を連想して、『炎のリーレ』の通り名を持つ。

　そんな優等生な彼女だが、同期生たちの評判はすこぶる悪い。

　ジュダを猪いのししと例えるなら、リーレは狂犬。他者を拒絶するような付き合いの悪さは、クラスでも一、二を争い──争っているとされるもう一人については語るまでもないだろう──、その排他的言動ゆえに、友人構築能力はなく、ぼっちだった。

「あ、あの──」

　続いて、消え入りそうな女の子の声がした。ジュダが口を開く前に、ラウディが反応した。

「なんだ、プラティナ騎士生か」

　シアラ・プラティナは銀色の長い髪の少女である。細身だが、女性らしく緩ゆるやかに発育した胸元や腰回りを持ち、見た目ややトロそうなところがある。

「その、ご迷惑でなければ──わ、わたしも、ジュダ君の班、い、いいですか!?」

　自信なさげな声と気弱そうな仕草。ラウディは怪け訝げんそうだが、ジュダは即答した。

「いいよ」

　いつものことである。ただ、いつもは班が決まるまでひとりでいて、ジュダが声をかけるのを待っているのだが……今日は珍しく彼女のほうから声をかけてきた。

　シアラはどこかの騎士から素そ養ようありと認められて、騎士学校に入学した口である。身分が低いらしいので、貴族組などからも相手にされていない。その弱そうな仕草もあって、どうして彼女が騎き士し学校に来たのか不思議がるところだが、こと実技では、評価は一変する。

　クラスでも五指に入るほどの剣使いなのだ。やや短めの剣を得物にしており、身の軽さとスピードでは、クラストップであろうと思われる。こんな引っ込み思案な性格だから、ラウディがクラス中に勝負を吹っかけた時にも、彼女は黙だまって見ていた。

　ともかく、これで四人である。班における最低限の人数が三人だから不足はない。実際、個々の能力の高さを見れば、不足どころか充分すぎるのだが……。

　ジュダの気分は晴れない。よりによって馬を使った遠征授業とは。
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　翌日、王都の住民がそれぞれの仕事に赴おもむく頃、エイレン騎士学校上級生クラスは校庭に集合した。隣となりのクラスの連中も加えた合同授業。担当教官からの指示、装具の確認、それが終わるといよいよ移動となった。

　本来、騎士とは馬もしくは、戦せん闘とう用に調教された動物に乗るものと相場が決まっている。しかし度たび重かさなる戦役で、騎士をまとめて育成することになったこと、そして戦費による財政面の悪化が、馬を所有していない騎士候補生たちを増やした。

　それでも騎士とは、騎乗するものだ。そうでなくてはならない。

　古き伝統なのだといえばそれまでだが、見た目の優雅さ、騎士というものへの幻想──憧あこがれとも言う──が騎士人気を支えていると言っても過言ではなかった。

　貴族組が、それぞれのお気にいりの馬、あるいは家から持ち込んだ愛馬に跨またがる中、低い身分の家柄の出身者たちには、学校が所有する馬が宛あてがわれた。

　正直言えば、ジュダは恥をかく覚悟で、校庭にやってきた。

　貴族生はおろか、ラウディすら、馬に乗れないジュダの醜しゆう態たいに呆あきれかえるだろう──馬に嫌きらわれる体質だから仕方ないと思っていたのだが……。

　それを当のラウディが解決した。

「ジュダ君、君は馬に乗れないんだって？」

「……乗れないのではなく、避さけられているんです」

　少し馬ば鹿かにされたような気がして唇の端はしを曲げる。しかし当のラウディは「他の生徒から聞いた」と淡々と言った。

「言い方が悪かったな。馬がひどく君に脅おびえるとか」

「……相性ってやつです」

　乗れない、などと吹ふい聴ちようしたのはどうせ貴族生だろうな、とジュダは思った。ラウディは待機している侍女を手招きした。

「馬は賢かしこい生き物だからな……。そんな君のために馬を用意した。王族のコネというやつだ。あまり使いたくはなかったが、友人がまわりから嘲ちよう笑しようされるのを黙だまってはいられない」

　友人──ジュダはますます苦い気分になった。

「猛もう獣じゆうにも脅おびえない、肝きもの据わった馬らしい。……見てくれは、まあ何というか」

　栗毛である。茶色い、よく見る普通の馬だ。しかし他の馬に比べて、気持ち貧弱な印象だ。体つきが他に比べて小さいせいだろう。ジュダを見ても、ビクリともせず、鳴きもしなかった。ただじっと、こちらを窺うかがっている。

　──恐ろしく鈍どん感かんなのか、それとも豪胆なんだろうか。

　あるいはこれでも一いつ端ぱしの軍馬として鍛きたえられているのかもしれない。見た目で判断してはいけないということか。自分と同じだなとジュダは思った。

「こんなことを言うのも何ですが」

　ジュダは、ゆっくりと馬に近づき、まずその頭を撫なでた。……うん、怖がってないな。

「俺は、馬に乗ったことは数えるほどしかありません」

「逃げるからか？」

「ええ、まあ……」

　ジュダが控えめな返事をすると、ラウディは颯さつ爽そうと愛馬に跨またがった。毛並みの整った見事な白馬だ。さすが王子、絵になる。

　今回の野外授業、馬はともかく装備については自前の物を用意することになっていた。

　ラウディは黄金でコーティングされた軽甲かつ冑ちゆうをまとっていた。ジュダから言わせれば悪趣味な装備だった。片手用の黄金剣を腰から下げている。さらに銃身の長い鉄砲──長銃と呼んだほうがいいだろう──金で縁ふち取どられた、見るからに高級感溢あふれる魔ま石せき銃じゆうを肩にかけていた。

　ジュダは鉄製のプレートで補強した革かわ鎧よろいに、ロングソードを携帯する。兜かぶとはあるが、紐ひもでひっかけておく。いまから被かぶっておくと蒸れる。生き真ま面じ目めで有名な、貴族組のコントロは被っているが……まあ、他の者のことなどどうでもいい。

　ジュダは、学んだとおりに鐙あぶみの位置を調整して鞍くらを確認。──さあ、乗るぞ。

　勢いをつけて、一気に馬の上へ。少し揺れたが、馬は大人しかった。ますます結構。初めて乗った馬から、落とされたことがあるのだ。

「あら、今日は馬があったのね」

　そんな皮肉を言ったのは、リーレだった。紅色の革鎧を身につけている様は、なるほど『炎のリーレ』といわれるだけはある。彼女は手た綱づなで馬を引きながらやってきた。

「おはよう、ミッテリィ騎き士し生せい」

　ラウディが馬上から声をかければ、リーレが緊きん張ちようしたように背筋を伸ばした。

「お、おはようございます、ラウディ王子殿下」

　強気な彼女らしからぬ、大人しげな表情。それを見たジュダは、口元をひん曲げる。狂犬などと陰口を叩たたかれるような女でも、白馬の王子様に弱いようだ。……中身は、王女様だが。

「あの、王子殿下。あたしのことは、リーレと呼び捨てで結構です」

「では私のことも、王子殿下と呼ばないでほしいな」

「あ……はい、ラウディ、様」

　どうにも慣れないようで、リーレは居心地が悪そうだった。ジュダはニヤニヤしてしまう。

「お、おはようございます、ジュダ君」

　足元で声がした。馬上のジュダが見下ろせば、輝くような銀髪の持ち主、シアラ・プラティナが、彼女に宛あてがわれたと思われる黒馬を撫なでながら見上げていた。

「おはよう、シアラ」

「今日は、よろしくお願いします」

「うん、よろしく」

　やがて、野外行軍が始まった。与えられた地図に従い、集合地点まで班ごとに移動するのだ。

　騎き士し学校を出ると、そこには人々の行き交かう王都の街並み。大半は人間だが、ときどき亜あ人じんの姿もある。

　亜人解放戦線の破は壊かい活動で、ギクシャクした関係にある人間と亜人だが、古くから付き合いがあったり、商売をする者もまた王都で生活していたりする。

　人々は、エイレンの騎士生たち──とりわけきらびやかな装具を身につけて家柄を誇示する貴族組が通ると羨せん望ぼうの視線を送った。手を振る少年少女の姿もあったが、有力な家柄の騎士生ほど、胸を張るが振り向かなかった。見み栄えというやつだろう。

　馬に慣れないジュダではあったが、何とか騎士生としての体面は守った。王都騎士学校の生徒はだらしなく馬に乗るような真似まねはしない──というのは、ジュダ自身は気にしないのだが、同伴者であるラウディから、ああだこうだと言われるのは面白くないので格好だけはつけておく。ただどこぞの飼い犬に、思いっきり吼ほえられた時は、少しバランスを崩くずしかけたが。

　しかし馬の扱いより、ジュダが困ったのは、やはりラウディだった。

　彼女──もとい王子様は、黄金鎧よろいで、白馬に乗っていて、それだけで大変目立つ存在だった。

　当然、『王子殿下万歳』となり、若い街娘たちの歓かん声せいを一身に引き受けることになった。ラウディもそれらに応こたえて手を振るものだから、パレードのようになってしまった。

　王子殿下の精神には感心するが、ジュダとしては、うんざりする行進となった。貴族組の誰か──コントロでもサファリナでもいいから、代わりを務つとめてくれないかと思った。

　やがて、王都を囲む城じよう壁へきが見えてきた。東西南北にそれぞれある大門を抜ければ、晴れて王都の外だ。騎士生たちは王都の南門から王都外へ──本来なら出入りには警備担当の審しん査さがあるが、騎士学校から派は遣けんされた教官が待機していて、通過する騎士生の名前をチェックし、特に審査もなく通過させていった。

　緑一面の平原が広がる。フランの森目指して、騎士生たちは班ごとに移動した。

　昼の日差しが天から容赦なく降り注ぐ。

　気づけば王都を出て、はや数刻。鎧よろいの中が蒸れてしょうがなかった。無性に喉のどが渇く。携帯した水袋で水分補給をしっかりとする。熱中症で倒れたら最悪、命はない。集合地点に着く頃には、バテている者もいた。

　全員が揃そろっていることが確認された後、引率教官たちから、注意と最終確認が行われる。

　とある教官は「一流の騎き士しは、狩りも一流だ」と言い、獣けものを狩って今夜の晩ばん餐さんに新鮮な肉を用意した者には評価を与えると告げた。これには特に貴族生たちの士気を高める効果があった。

　なんとも威勢のいいことだ。周囲が盛り上がれば、冷めていくのがジュダである。

　再び班ごとに分かれ、地元民からはフランと呼ばれている森へと入っていく。

　馬でも通れる道を選んで、森を突破するのが今回の授業のひとつである。もうひとつは、教官殿の言ったように獣狩り。……もっともこちらはオマケ程度で強制ではない。

　鬱うつ蒼そうと生い茂る木々。枝から伸びる葉っぱが日傘をつくり、昼間なのに薄うす暗ぐらい。だが木こ漏もれ日びが差し込み、まったく周囲が見えないということもなかった。

　地面に目を向ける。日の届かない茂みの奥などに、薄ぼんやりと光がこぼれている。

　石が光っているのだ。……人々が魔ま力りよくと呼ぶ力のこもった石、魔石。

　それらがゴロゴロしているのは、この森に魔力が息づいている証拠だった。もっとも、ただ光っているからと言って、魔力が豊富かと言えばそれはまた別の話ではあるが。

　ひんやりと吹きぬける風が、草や葉を揺らす。いくらか涼しくはなったが、鎧の下の衣服が汗を吸って気持ち悪かった。

　視線を前に向ける。ジュダの前、数メータ先をラウディと白馬が進む。木々の隙すき間まを抜けるため、ほぼ一列の隊列だ。先せん導どうするのはリーレ。最後尾はシアラだった。

「ラウディ様ー、狩りの話がありましたけどー」

　先導するリーレが、チラと振り返った。慣れた場所を行くように、適切なルートを選び、切り開いていく。

「このまま進めば、たぶん一刻もしないうちに森を抜けられると思いますけどー」

「森を抜けるだけなら、それでいいが」

　ラウディは思案しながら、今度はジュダのほうへ振り向く。

「ついてこられそうか、ジュダ君」

「お気き遣づかいどうも」

　ジュダは肩をすくめた。

「とても大人しい馬のおかげで、快適な旅を満喫してます」

　半分皮肉。しかし馬に関しては本音だった。

　これほど素直で、乗り手に優しい馬は初めてだ。半なかば気にいっていると言ってもいい。この馬なら、自分用に買い取ってもいいと思った。……もちろん、大臣であるペルパジア養父おやじの金で。馬を買うのも飼うのも一財産なのだ。

「少し寄り道もいいだろうな。リーレ君、構わないかな？」

　ラウディが問えば、リーレは先せん導どうした。

「了解しましたー」

　とはいえ、猟犬もなく、ただ森をほっつき歩いて見つかるほど、動物たちも間抜けではない。ラウディの魔ま石せき銃じゆうが火を噴ふくことはなかった。
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「ラウディ様ー、川です」

　先頭を行くリーレが馬を止めた。

　木々の先に、小さな川が見えてきた。ラウディは愛馬を止める。

「うん、そうだな。少し休もうか」

　王子がそう言えば、誰も反対しなかった。

　小さな川のほとりに馬たちを休ませ、リーレやシアラが、うんと背筋を伸ばす。

　ジュダは慣れない馬上で少し尻しりに違和感を覚えていた。……昨日、それでラウディをからかったのだが、あまり人のことは言えなさそうだ。

「ジュダ君」

「呼びましたか？」

「うん、呼んだ」

　ラウディが川を眺めながら、顔を向けることなく言った。

「汗をかいた。気持ち悪い」

「ええ、俺もです」

　許されるなら、鎧よろいをはずして、ちょっと水浴びをしたい気分だ。

「脱ぎたい」

「どうぞ」

「馬ば鹿か、脱げるか」

「どっちなんです？」

　ジュダは、ラウディの言葉に混乱する。あれか、王族だから誰かにやってもらわないと脱げないとか、そういうことか？

　ラウディは視線をこちらに寄よ越こした。

「忘れたのか？　……私は女だ」

「ええ、そう……ですね」

　ようやく思い当たる。ここで鎧を外したら、ラウディが女性であることがバレてしまう。ジュダはともかく、リーレとシアラがこの場にいることが問題だった。

「彼女たちを、どこか他所よそへひきつけろと」

「私を一人にしてもいいのか？」

　ラウディが指摘する。

「私としては構わないが、君がそれで教官に怒られるのは嫌いやだ」

「ご心配どうも」

「とはいえ、私も汗を拭ふきたい。そこで……悪いがジュダ君。ちょっとこのあたりを回って適当な場所を見つけてきてくれないか。周囲から隠れられるような」

　めんどくさい──ジュダは心の中で呟つぶやいた。ラウディは口元を歪ゆがめた。

「なんだ、不満そうだな」

　本音を言えばかなり不満だった。同じ班になって行動をともにしているとはいえ、ジュダはラウディの世話係でも召し使いでもない。馬を手配してくれたことは感かん謝しやしてもいいが、それはジュダが頼んだわけでもない。そう、王子が勝手にしたことだ。

「周囲から隠れられるようなって……誰かに襲おそわれても知りませんよ」

　──もし俺が暴漢だったら、無事では済まないよお姫様。

　そう指摘してやりたいのを堪こらえる。王城にこもってがっちり守りが固い王に比べて、この男装のお姫様のなんと隙すきの多いことか。王に恨みを持つ人間に、そういうことを頼むとは無用心にもほどがある。……まあ、彼女はそれを知らないのだが。

「君が見張ってくれると信じているよ」

　ラウディが目め配くばせした。

「さあ、急いで探してきてくれ。君がいない間は、彼女たちが私といるから」

「……わかりました」

　本当はとても嫌いやだったのだが、ジュダは頷うなずくと、『栗毛』に乗って場を離れた。

　正直に言えば面白くなかった。
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　周囲から隠れられる場所──そのあたりの木の後ろでは駄目なのか。

　ジュダは思ったが、よくよく考えてみれば、その程度ではこの森の中、どこか遠くから見えてしまうかもしれない。

　野郎なら多少脱いでも大した問題ではないが、ラウディ王子は──女性であらせられるから、万が一にも脱いでいる姿を他の騎き士し生せいに見られたら大変な騒さわぎになってしまう。

　──本当なら俺が気にすることでもないんだが。

　ラウディが女だと発覚した程度で、ジュダが実害を被こうむることはないはずだ。とはいえ無関係だとしても、騒ぎとなれば面倒なのは変わらない。避さけられる面倒事は避ける主義である。

　不意に、栗毛が立ち止まった。かすかに体が震えたように感じた。その耳がピクリと動き、視線が右手方向へと向く。

　──何かに気づいたか。

　ジュダもそちらに目をやる。深い森の中だ。木こ漏もれ日びが差しているが、それがかえって影かげの部分を黒く塗りこめてしまう。

　ジュダは、周囲に人の目がないのを幸いとばかりに、本来は戦せん闘とう色であるスロガーヴの黄金の目を使う。普通より夜目が利きくようになる上に、視界も広がる黄金眼──離れた場所にある茂みの奥に、何かいるのがわかる。ただシルエットがはっきりしない。茂みに遮さえぎられているせいだ。四本足──獣けものか。

　ジュダは眉み間けんにしわを寄せる。向こうもこちらに気づいているのかじっとしている。

　しばらく睨にらんでいると、すっと獣の気配が消えた。どうやら、離れたようだった。ジュダは、ポンポンと栗毛の首元を軽く叩たたいた。

「大丈夫だ。行こう」

　栗毛は歩き出した。本当に素直でいい馬だ。さて、ラウディの用事だが──

「……体を拭ふきたいなら、水が近くにあるほうがいいのかな」

　誰にともなく呟つぶやく。すると栗毛が、ちらとジュダを見たようだった。

　真まっ直すぐ進んでいたのが、少し左方向へ向かい始める。特にあてがないので、ジュダは手た綱づなを引くこともなく、そのまま任まかせた。

　少し進んだところで、再び栗毛は足を止めた。その背中から、眼前の景色を見やり、ジュダは皮肉っぽく口元を引きつらせた。

　森の中の小さな泉だった。

　開けているので太陽の光が降り注ぎ、清すんだ水に反射して輝いている。周囲は木々が生い茂り、地面が少し盛り上がっている地形のおかげで、泉に近づかない限りは遠くから見えない。

「なんとまあ……。お手柄だぞ栗毛」

　ジュダはポンと栗毛を撫なでる。この馬が導みちびいた先は、ラウディのご希望に添った場所と言える。ただ一点、泉の東側がやや緩ゆるやかな傾斜のために、完全に隠れられるかと言われると怪しいのが難なん点てんだ。

　だがそこは見張りに立てば問題ないだろう。……誰が見張りに立つことになるのか、言うまでもないが。

　元来た道を引き返し、川辺へと戻る。リーレは森のほうを見張るように立ち、ラウディとシアラは手近な石を椅い子す代わりに座っていた。

　ジュダは、ラウディに声をかけ、先に発見した泉の話をした。

　少し場を離れると告げたら、リーレとシアラは何の疑問も持たずに了承した。これが王子にアピールしようとする貴族生だったら、お供するとか言い出していたかもしれない。ぼっちの集まりであるこの女子たちは、王子殿下に対して点数稼かせぎをする気はないようだった。

　泉まで案内すると、白馬の王子様は目の前の幻想的な風景に見とれ、次に微笑ほほえんだ。

「いいところを見つけたな。想像してたより全然いい」

「見つけたのは栗毛です。褒ほめるならこいつを」

「謙けん遜そんだな。まあ、君がそう言うなら、そうしておこう」

　ラウディは白馬から降りると、泉に歩み寄った。肩から下げていた魔ま石せき銃じゆうをそばに置き、腰の剣もはずすと、その透過度の高い水に手を伸ばした。

「つめたっ!?」

　まあ、そりゃそうでしょうよ──ジュダは栗毛の背から、王子様を見下ろした。

「それではごゆっくり。俺は周りを見張ってますから……」

「ああ、ちょっと。……悪いけど、鎧よろいを脱がしてくれないか」

　ラウディは背を向けて指さした。届かないから、という彼女に、ジュダは栗毛を降りた。

「鎧だけでよろしいでしょうか？　服を脱ぐのも手伝えって言いませんよね王子様？」

「ラウディだ。……そこまで言わない。さすがに君に裸を見られるのは遠えん慮りよする」

「裸……」

　ラウディの黄金の軽鎧、その背中の留め具──幸いそこは金ではなかった──を外しながら、意外な言葉にはたとなる。王子、いやお姫様の裸……。

「ありがとう。……終わったら、離れてくれないかな。君が、覗のぞきが趣味でないなら」

「趣味だったら残ってもいいんですか？」

「バカ、いいわけないだろう！」

　少し恥ずかしげなその顔は、人並みの羞しゆう恥ち心しんを持ち合わせているようだった。

　ジュダは肩をすくめ、馬たちを伴ってその場を離れた。

　泉より二十メータほど離れ、彼女の姿が茂みなどによって見えなくなってから、ジュダは馬たちを放し、太いジュラの木にもたれながら腰を降ろした。

　泉に近づくのが比較的楽な東側へ視線を飛ばす。……ただ待つというのも退屈なものだ。木に登って全周を見回そうかとも考えるが、そうなるとラウディの水浴びを目まの当あたりにすることになり──さすがにそれは却下だろうと結論を下した。

　そばで栗毛が短い嘶いななきを上げる。……こちらも退屈そうだった。ラウディの白馬はジュダから離れた場所で草を食はんでいる。この距離感──ジュダは苦笑を禁じえない。

「──ジュダ君？」

　泉のほうからラウディの声が聞こえた気がした。馬たちがそちらに顔と耳を向けたので、声がしたのは確かだろう。ジュダは立ち上がる。水浴びは終わったのか──

「呼びましたかっ？」

「──あ、いや……すまない。何でもない」

　呼んだようだが、どうやらもういいらしい。何かの気配を感じて呼んだとか、そういうことかと想像する。ジュダは引き返そうとしたが、すでに視界に泉が入っていた。

「……」

　思わず息を吞のむ。

　金色の長い髪を解ほどき、白い背中を向けたラウディの姿がそこにあった。

　泉に屈かがみ、すくった水を肩にかけている彼女。水を身体からだにかける過程で、少女のささやかながらも膨ふくらみのある胸が上下に動く。

　日の光を浴びて、素肌に貼はりついた水滴がきらきらと輝いている。

　ほっそりとした腰回り、曲線を描くなだらかなラインに沿って流れる泉の水が艶なまめかしい。

　──本当に女の子だったんだな……。

　自みずから女だと告白したラウディ。たしかに華きや奢しやなその身体や、少女の面おも影かげを残す顔立ちは凜りんとしていても女だと感じてはいたが、こうして目の当たりにすると何とも言えない気分になる。

　素直に綺き麗れいだと思った。

　美しいと評判の、空想上の泉の妖よう精せいのようだった。

　見み惚とれることしばし、ジュダは我に返る。……覗のぞいていることに気づかれるのもまずい。音を立てないように後退して元の場所に戻った時、ジュダは思いがけないものと遭そう遇ぐうした。

　そして驚おどろく。褐色肌の女の子が、全裸で立っていた。

　──何故なぜ、女の子？　しかもどうして裸？　何故だ!?

　ラウディの裸を見てしまった直後に、今度は知らない女の子が、やはり裸でいる。

　夢でも見ているのだろうか。ラウディが泉の妖精なら、こちらは森の精霊か。ジュダは困惑しながら、その褐色肌の少女を見やる。

　十代半なかば。ジュダよりやや年下を思わせる幼い顔立ち。少女は、不思議そうな顔でジュダを見つめていた。栗色の髪、くりっとした瞳ひとみ。全身褐色の肌。思わずその膨ふくらみのある胸を見てしまい、そのまま下腹部、腰回りへ──ふさふさの尻尾しつぽが見えた。……尻尾？

　ポニーテイル。

「君は、あの馬か！」

　ジュダはようやく合点がいった。『栗毛』だ。ジュダを背中に乗せてここまで来た馬の。

「エクートだったのか」

「正解」

　エクート──馬系亜あ人じんの少女は、にかっと笑った。

「ボクの姿を見てもあまり驚おどろかないようだね……えーとジュダクン」

「エクート人に会うのは初めてじゃない」

　実際は驚いたのだが、思いのほか表情には出なかったようだ。

　馬の姿と人間の姿、双方とれる亜人種であるエクートは、長距離を歩く時や走る時は、馬の姿をとる。もちろんずっと馬のままでいることもあるし、中には人間社会に溶け込んでいる者もいる。人語と馬の言葉を理解する、なかなかに賢かしこい種族だ。……ただし裸族である。

「君は……女だよな？」

「うん、メスだよ、リエル」

　恥じらいの欠片かけらもなかった。ちなみに『リエル』とは亜人語で、『女』を意味する。

「そういうジュダクンは、人間ヒユージヤンではなさそうだけど？　何者？」

「どうしてそう思う？」

　ジュダが聞けば、エクートの少女は、くんくん、と。

「だって、肉食獣じゆうっぽい臭においがするもん。こいつは、まわりのモノを食うぞって、強い臭い」

「……臭いには気をつけているんだけどな」

　魔ま獣じゆうスロガーヴ、なんて言われる生まれゆえに、人間社会ではかなり臭いに気をつけているジュダである。実際、それに関しては神経質なくらいである。だから人間たちから『くさい』と言われたことは、あの貴族組の連中を含めてこれまで一度もなかった。

「王都界かい隈わいのエクルウの間では、ジュダクンはちょっとした有名人なんだよ。何でも人間の姿をした、たぶん人間じゃない、恐ろしい奴やつがいるって」

「エクルウ……？」

　聞き覚えがない単語だった。エクートの少女は、パチリと瞬まばたきした。

「あー、ヒュージャンの言葉で、お馬さんのことだよ」

「馬、ね。……そんな気はしてた」

　馬たちがジュダを恐れているのは知っている。噂うわさになっていたとは。

「それでも、君は逃げないんだな」

「うん、王子オージ様が生いけ贄にえ用のエクルウを探しているっていうんで、じゃボク行きますって」

　明るく少女は言った。生贄用とは、馬にそこまで嫌きらわれているのか。ジュダは渋顔になる。

「よく志願したな」

「うん、ボク、はみ出しモノだから……」

「はみ出しモノ？」

　反射的に聞き返せば、エクートの少女は上目づかいの視線を寄よ越こした。

「ボク、つい最近までじっちゃんと馬エクルウたちの世話をやってたんだ。でもじっちゃん死んじゃってから、住むとこなくなっちゃって……エクルウたちの群れに入れてもらったんだけど、いろいろとね。純粋なエクルウじゃないし、ってこと」

　馬とエクートの中にもいろいろあるようだ。周囲と違うというのは、何かと差別の対象になりやすい。このお気楽そうなエクート少女にもそれなりの苦労があるのだろう。

「まあ、俺は食ったりはしないよ」

　ジュダは朗ほがらかに言った。

「でも残念だ。馬としてはとても気にいってたんだ。なにせ俺を怖がらなかったから。でもエクートだとしたら……これからは君が許可しないと乗れないね」

「いいよ、ボクはジュダクンのエクートで」

　少女はニコリと笑った。

「頭を撫なでてくれる人に悪い人はいないと、じっちゃんが言ってたので」

　馬には親愛の情を。それが礼れい儀ぎである。初対面の時も、礼儀で撫でてやったのだが。

「こうか？」

　褐色少女の頭を撫でてやる。少女は尻尾しつぽを振りながら、ムズムズしたような顔になった。

「そういえば、名前はあるか？」

「トニ！　雷かみなりの日に生まれた子！」

　エクート少女は、嬉うれしそうな声で名乗った。こういう素直で好意的な態度をとる相手は、ジュダにとっては新鮮なものがあった。……悪くない気分。

　が、トニはピクリと耳を動かした。その視線が森へと向き──

「誰か、来る。……馬の足音」

　ジュダもトニの目線の先を見やる。だが木々に阻はばまれ、視界はよくない。馬ということは、騎き士し生せいか。近くにいるとすれば、リーレとシアラか。……あるいは他の騎士生か。

「ラウディ！」

　ジュダは声を張り上げた。返事はすぐに戻ってきた。

「なんだ、ジュダ君？」

「人が来ます！」

　それだけで意味は通じたはずだ。とりあえず服さえ着れば、ラウディの性別発覚は避さけられるだろう。

　ジュダは傍かたわらの褐色肌の少女の頭を撫なでた。

「またしてもお手柄だぞ、トニ」

「うん、ジュダクン。じゃあボクは馬の姿に戻るよ」

　そう言うと、全裸の少女は瞬またたく間まに、元の栗毛の馬へと姿を変える。

　馬具をつけるのは俺か──ジュダは落ちている鞍くらやら轡くつわなどを拾うと、栗毛につけてやった。
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　トニが聞き取った足音は、リーレとシアラの駆かる馬の発するものだった。

　前を進んでいたリーレがジュダに気づくと口を開いた。

「ラウディ様は？」

「この先の泉だ。……王族の沐もく浴よくを覗のぞくとか趣味が悪いぞ」

「そんなわけないでしょうが」

　赤毛の少女は、べっ、と舌を出した。だがすぐに真ま面じ目めぶる。

「こっちに貴族生が来なかった？」

「貴族生？　いいや……」

　ジュダが首を横に振ると、リーレとシアラは顔を見合わせた。

「何かあったのか？」

「さっき、あたしたち、コントロたちと会ったのよ」

「たち？」

「コントロ、マルトー、サファリナ」

　リーレは指を三本立てて答えた。その面子メンツを聞いただけで、ジュダは内心うんざりする。

「で、その三人が何だって？」

「あいつら、ラウディ様のご機き嫌げんとりがしたいみたいね。王子様の姿がないからどこだ、って聞いてきたから、その辺にいるんじゃないって答えといた」

「満点に近い回答だ」

　ジュダはわざとらしい笑みを浮かべた。リーレは「でしょ？」と得意げになった。

「ただほら、あいつら、あんたと相性悪いじゃない？　で、シアラが不安になっちゃったのよ。あんたたちが大丈夫かどうかってね」

　リーレは緑色の目を、傍らの同伴者に向けた。銀髪碧へき眼がんの少女騎き士し生せいは、俯うつむき気味にジュダを見た。

「何かよからぬことを考えているようにも見えたので……。心配に、なっちゃって。ただ……その」

「……たしかに、俺が王子殿下と二人だけでいると聞いたら、あいつら何を言い出すかわかったものじゃないな」

　ジュダは同意した。サファリナには、ラウディと一緒にいるところを嚙かみつかれている。他の二人も、典型的な貴族生だから、サファリナ同様あまりいいほうには考えてなさそうだ。

　栗毛トニの頭を撫なでながら考えるジュダ。愛馬たる彼女が先ほどから、一点を凝ぎよう視しし、耳を向けたままであることに気づく。……ふむ。

「王子はこの先だ」

　ジュダは指で方向を示し、先に行けと合図する。一いつ瞬しゆん、キョトンとしたリーレが何かに気づいたように頷うなずいた。

「じゃ、通らせてもらうわ……」

「あの、えっと……」

　シアラは困ったような表情を浮かべた。ちらと背後を振り返り、何か言おうとしているようだが、迷っているようにも見える。……ひょっとして、シアラも気づいているのか？

「行けよ。すぐ追いつく」

「え、でも……」

　躊躇ためらうシアラに、ジュダはため息混じりに告げた。

「何なら、ラウディを呼んできてくれると面倒がなくて済む」

「そういうことなら……！」

　ぱっとシアラの表情に小さな安あん堵どが走った。彼女を乗せた黒馬がジュダの傍かたわらを通り過ぎ、残ったのはジュダとトニだけになった。

　じっと待つことしばし、ジュダは深く息を吸い込み、そして言った。

「もうそろそろ顔を出してもいいんじゃないかな、コントロ」

「……気づいていたのか」

　木の陰から、馬を操あやつる騎き士し生せいたちが姿を見せた。銀ピカ甲かつ冑ちゆうのコントロ。赤鎧よろいの巨漢マルトー、流りゆう麗れいな装飾の施ほどこされた軽甲冑姿のサファリナの三人だ。

「リーレたちを焚たきつけて、その後を尾つけてきたのか？」

「聞こえは悪いが……そのとおりだよジュダ君」

　コントロは馬上から、ジュダを見下ろす。

「君のような危険な男が王子殿下のそばにいるというのは、ヴァーレンラント陛下の忠臣たる我ら騎士生にとっても見過ごすことはできないだろう？」

「そう言うなら、王子殿下と同じ班に志願すればよかったのに」

　ジュダは皮肉げに、しかし思ったことをそのまま告げた。マルトーは肩をすくめ、サファリナに至っては、ジュダに対して刺とげ々とげしい視線を投げかけこう言った。

「誰が、あなたと同じ班など！」

「……」

　ラウディがここにいたら、また彼女の機き嫌げんを損そこねるぞ──ジュダは思ったが口には出さなかった。これ以上、あの王子に貸しを作ったなどと思われたくない。

「で、俺にどうしろと？」

「別に。何もするな」

　コントロは視線を遠くへと向けた。

「王子殿下に無礼を働かなければよい。ただ、万が一にも君が不敬を働くことがあったら、黙だまってはいない」

　要するに、見ているだけか──ジュダは内心でほくそ笑んだ。何かしらの強硬手段──たとえばジュダを闇やみ討うちするような、手荒な手段には出ないということだ。だったらせいぜい遠くから見ててもらおう。──ふだんの俺が、王族に微み塵じんも敵意を向けてないという証明のために。

「忘れるな。何も、するな」

「ああ、何もしないよ」

　ジュダは適当に相あい槌づちを打つと、踵きびすを返した。……これ以上の問答も無用だろう。

　その時だった。泉から鋭するどい稲妻のような音が響ひびいたのは。

　聞き違いでなければ、雷らい石せきと火石がぶつかった音。つまり、魔ま石せき銃じゆうが火を噴ふいた音だった。

　それはつまり──

　ジュダは駆かけ出した。その背後では、いまだ何が起こったか予想もできずに困惑している貴族生三人が残っていた。




[image: ]




　二度目の引き金を引いた時、カチャリと音がした。火石で作られた弾丸が飛んでいったため、打ち当てるはずの雷石が空を切ったのだ。

　弾を込めないと──ラウディは頭では理解したが、身体からだはまるで石になったように動かなかった。銃を構えたまま、しかし身体の底からこみ上げてくる震えが、身体を硬直させる。

　十メータと離れていない所に黒い猛もう獣じゆうが、四し肢しを地面に張って睨にらんでいた。

　闇を溶かし込んだような身体。眼光は黄色くギラギラと光っていて、宙に浮いているような錯さつ覚かくを与える。狼おおかみのような、しかしその身体は一回り以上も大きい。ウネウネと動いている尻尾しつぽは、無数に枝分かれしていて、陽かげ炎ろうのように揺らめいていた。その姿はまるで……まるで。

「ドラゴゥ……」

　魔法金属製の剣を手に、リーレが呟つぶやいた。

「悪い冗談だわ。こんなところで出くわすなんて」

　ドラゴゥ。

　闇やみの魔ま獣じゆう。古いにしえより、闇に生き、影かげの如ごとく忍び寄る獣けもの。

　旅人が迷い込んだ森や洞どう窟くつで、牙きばを剝むいて襲おそいかかるという。見る者を恐れさせる目には、魔力があると言われ、その独特に枝分かれした無数の尻尾しつぽには毒がある……。

　──まさか、本当にそのドラゴゥなのか……？

　ラウディは、その魔獣の実物を見たことがなかった。しかし、ここまでおぞましく、背筋を凍らせる獣がいるとは。

　時が止まったように互いに制止しているのは、とっさに魔石銃を撃うったからだ。

　そうでなければ、三人のうち誰か──おそらく一番近くにいたシアラが、魔獣の牙の餌え食じきになっていただろう。そして、あっというに間に、ラウディもやられたに違いない。

　シアラとリーレはそれぞれ武器を手に、ドラゴゥと対たい峙じする。

　ラウディも動けないが、彼女たちもまた、タイミングを図はかりかねているのか動かなかった。

　冷や汗が止まらない。心臓がドクリと跳ねるように鼓動しているのが、ラウディにもわかる。

　怖い。こんな圧迫感は、初めてだった。口の中がカラカラに渇き、唾つばも飲み込めない。ガタガタと手が震えてくる。

　──ダメだ。震えるな！

　ラウディは自身を叱しつ咤たする。私は、ヴァーレンラントの王子……いずれ、この国の王となるのだ。これしきの、ことで……震えてなど──

「王子様」

　シアラがふり向かずに声を出した。

「ここは防ぎます。あなただけでも──」

「馬ば鹿かな、逃げろというのか！」

　思わず声を荒らげる。

　本当は逃げたい。怖い。でも、彼女たちの前で、男の──ふりをしているとはいえ、私が逃げるわけには……いかない！

　皆、怖いはずだ。逃げ出さないだけでもたいしたものだと言いたくなる。……だから、だからこそ、ここでラウディも逃げるわけにはいかなかった。

　──逃げるな。前に、出るんだ。……私は、王族だぞ！

　ザッ、とラウディは一歩前に出た。

「王子！」

　シアラの悲ひ鳴めいにも似た声。魔獣の眼光が、ラウディを凝ぎよう視しした。

　ドクン、と胸の奥が弾はじけた。心臓を鷲わし摑づかみにされたように感じる。

　覚悟もなにも吹き飛んでしまう。怖い。怖い。怖い──

　ザッ、と再び草を薙なぐ音がした。

　ドラゴゥの顔が大きく動いた。

　音のほうへ。それはラウディでも、リーレでも、シアラを見るでもなく、森の向こうへ。

　静寂の中、草を踏ふむ音が耳じ朶だを打った。ドラゴゥが一歩下がった。いや、新たな『敵』に身構えたのだ。

「……失うせろ、獣けもの！」

　低く、しかし聞きなれた声。ジュダだ。

　ドラゴゥが低い唸うなり声ごえを上げた。

　威い嚇かくの声。しかし、ジュダは颯さつ爽そうとラウディのそばを通過する。そしてリーレとシアラのあいだを抜けて前に立つと、黒髪の騎き士し生せいは一言口にした。




「失せろ」




　グルルゥ──低い唸り声を発したドラゴゥは、警戒を緩ゆるめなかった。

　だがその足は、ゆっくりと後ろへと下がった。まるで向きを変えたら襲おそわれるとばかりに、ジュダを睨にらんだまま、闇やみの魔ま獣じゆうは森の奥へと消えていった。
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　こんなところにドラゴゥがいるなんて。

　ジュダは魔獣が去っていった方向を睨みつける。その瞳ひとみは、戦せん闘とう色である金色の光に輝いていたが、敵が去ったことで元の色へと戻った。

　剣を鞘さやに戻しつつ、ジュダは一息つく。

　王都の近くだから、このあたりにドラゴゥはいないと思っていたが例外はいるということか。

　おそらくこの森でドラゴゥ狩りが始まるだろう。人間相手の獲え物もの狩りに失敗すれば報復が待っている。……どこか、王を暗殺しようと考えている自分と重なって見えた。

「ジュダ……」

　呆ぼう然ぜんとしたラウディの声。振り返れば、その表情には驚おどろきがあった。

「怪け我がはないですか？」

　確認を込めて聞いてみる。ラウディは上手うまく言葉が出ないようだった。

　その代わり、シアラが瞳を震わせて前に出た。

「す、すごいですジュダ君。ドラゴゥを声だけで追い払うなんて！」

「そ、そうよ、あんた、いったい何やったのよ！」

　リーレが弾はじかれたように声を張り上げた。つかつかとジュダに歩み寄ると、鎧よろいに包まれた胸元を指で突つついてきた。

「あれは闇やみの魔ま獣じゆうって呼ばれるドラゴゥよ。人間襲おそって食べることなんてわけなくやってのける化け物よ。そんなの相手に、普通の人間が堂々と前に出て……」

　勝ち気なリーレの声が、だんだん小さくなる。ジュダを突いていた指はいつの間にか、もう片方の自分の指先を突いていて。

「……──」

「は？」

　ジュダが首をかしげれば、リーレの顔が真っ赤になった。

「いや、だから……なんでもないわよっ！」

　赤髪の騎き士し生せいは顔を思い切りそらした。

　すっとシアラがジュダに近づいて微笑ほほえんだ。

「ジュダ君、とても勇気があるんですね。すごいです！」

「そ、そうか？」

　ジュダは少し困惑した。シアラは、そこで小さく肩を落とす。

「わたし、ドラゴゥの目を見てしまいました。大抵の獣けものには慣れているのですが、あの目を見た時……怯ひるんでしまった。失態です。でも、ジュダ君は」

　シアラは顔を上げた。

「ドラゴゥを前にしても慌てることもなくて……本物の騎士みたいでした」

「……まあ、これでも騎士生だし」

　ジュダは、自身の頰ほおを指で搔かいた。

「女の子ばかりだし。前に出るのも男の役目かなと……」

「……女の子ばかり、ね」

　ラウディが口を挟んだ。銃床を地面につけ、横目で睨にらむように立っている王子様。

「それは、まさか私のことも含まれているのか？」

　──しまった。

　つい、ラウディを女の子扱いしてしまった。実際、女の子であるのだが、リーレやシアラたちはそれを知らないのだ。

「女扱いされるのは気にいらない……」

　ツン、とそっぽを向いたラウディだが、その声はどこか拗すねているような感じだった。怒っているという迫力は欠片かけらもない。

「その……ジュダ。よく、駆かけつけてくれた。も、もちろん、君は見張りなのだから、駆けつけるのは当然なのだが、いちおう礼は言っておく。……ありがとう」

「……はぁ」

　間抜けな返事になった。いちおうだが「ありがとう」と言われ、悪い気はしなかった。

「王子殿下は勇敢でした」

　シアラが口を開いた。

「ドラゴゥを前にしても、一歩も引きませんでした。王子殿下が、とっさに魔ま石せき銃じゆうを撃うっていなかったら、きっとわたし、やられていました。……命を救われました。なんと言ってこのご恩をお返しすればいいのか」

「あ、いや、それは──」

　珍しくラウディが困った顔をした。いつもの落ち着いた態度がとれないのは、おそらく彼女の中でも気持ちが落ち着いていないからだろう。

　皮肉屋の血が疼うずいたが、ジュダは沈ちん黙もくを守った。シアラに褒ほめちぎられ満更でもない様子のラウディ。ジュダは苦笑しながら、視線を転じる。

　呆ぼう然ぜんとした顔で、コントロ、サファリナ、マルトーが立っていた。何が起きたのか理解しているのかいないのか。はたして、ドラゴゥが逃げ去るのを目もく撃げきしたか。それとも闇やみの魔ま獣じゆうの姿すら見ていないか──それはわからなかった。

　──見ていただけだったな、お前ら。

　ジュダは心の中で皮肉る。

　何もするな、だったか。何もしていないのはそちらだろう、と。










　　　　　第三章　人間と亜あ人じん




　王都に吹きぬける風は心地ここちよく、またその日差しは暖かだった。

　フランの森への遠征授業から二日後。ジュダの姿は王都にある魔ま石せき専門店にあった。ジャクリーン教官の、王都での物資調達に駆かり出されたのだ。要するに荷物持ちである。

　明るくしようと思えば、日中の太陽のように眩まばゆい輝きにもできる魔石灯がありながら、店の中は明度が落とされていてやや暗い。それが逆に魔石自体の輝きを引き出すのだと聞いたことがあるが、店自体は清掃が行き届いており、暗さの一方、手入れは万全だった。

　王国産はもちろん、他国から輸入された魔石を取り揃そろえた店内。武具や道具にあつらえられた魔石。その奇妙にして物珍しい品々に目をやる。柄つかに魔石がはめ込まれた剣、いくつもの小さな魔石があしらわれたグローブ……。

「今月に入って三人目だ」

　ジャクリーン教官はため息混じりに言った。

「今度はテンディット子し爵しやく……。昨晩、亜人解放戦線の殺し屋に殺害された」

　ジュダは無言だった。その視線は魔法道具に向けられる。

「聞いてるのか、ジュダ？」

「何です？」

「貴族殺しの件だ。アルタール公爵、エシック男爵、そして昨晩のテンディット子爵──」

　金髪の女性騎き士しは、注文書の束たばを店主に押し付けながら言った。

「アルタール公爵の殺害は仮面の戦士。エシック男爵についてはいまだ犯人は不明。そして今回のテンディット子爵は亜人解放戦線の暗殺者──王都の日常は物ぶつ騒そうになったものだ」

「最近、亜人解放戦線の動きが目立ってますね」

　ジュダには他人ひと事ごとだった。

「王都警備隊は何をやってるんです？」

「亜人たちの動きは神しん出しゆつ鬼き没ぼつだよ。どうやらこちらがつかんでいない抜け道を駆く使ししているようだ。鼠ねずみのように、土竜もぐらのようにな」

「……独り言を言いますが」

　ジュダは前置きした。

「王国軍は疑わしい亜人を逮捕しているようですが、それは逆効果だと思います」

「ほう、ご教示願えるかな、ジュダ・シェード騎士生」

「……亜人たちを疑うのではなく、協力させるように持っていけば、自おのずと過か激げき派はは孤立します。今の亜人全部が『悪』であるという見方は、いたずらに敵を増やすだけであり、見えるものも見えなくすると思います」

「見えるもの？」

「あなたがおっしゃった抜け道とか」

　ジュダは、金髪碧へき眼がんの女性騎き士しを見た。

「亜あ人じんに対し、手て枷かせでなくお酒や食べ物を持っていけば、たぶん今より効率よく敵の行動を潰つぶせると思いますが」

「なかなか興味深い意見だ」

　ジャクリーン教官は腕を組み、感心したように言った。

「惜しむらくは、私もお前も、それを実行できる立場にはない」

「ええ、あなたは騎士学校の教官であり、俺はただの騎士生ですから」

　だから独り言なのだ──ジュダは呟つぶやいた。

「そういえば、亜人解放戦線の殺し屋って言いましたね？　何者か特定されたんですか？」

「『双剣使いの死神獅し子し』──アド・ワシーヤ」

　ジャクリーン教官は頷うなずいた。

「殺害されたテンディット子し爵しやくの心臓に剣けん虎この牙きばを模した剣が突き刺さっていた。アド・ワシーヤの殺しの手口だよ。子爵の兵、騎士、召し使いにいたるまで皆殺しだ。これまでも暗殺や虐ぎやく殺さつを繰くり返していた凶暴な奴やつで、その殺しの数は百とも二百とも言われてる」

　そんな奴が王都にもぐり込んでいる──教官は眉まゆをひそめた。……死神獅子と言ったか？

「教官、そのアド・ワシーヤというのはレーヴ人ですか？」

「ああ、獅子人だよ。それがどうかしたか？」

「いえ、別に」

　レーヴ人……獅子顔の亜人だ。虎とら亜人のティグルスと近い種族であるが、小規模ながら集団を形成し、首領を中心に自身の領地内で活動する。男性には獅子を思わすタテガミがあり、肉食系亜人種の中でも最強格の呼び声高い。何より男女ともども戦せん闘とうに参加する種族であり、その結束力は高い。高いのだが……。

　──本来なら、亜人解放戦線みたいな組織に属するタイプじゃないんだがな、レーヴ人は。

　何故なぜなら、レーヴ人は自みずからのテリトリー外のことには関心がなく、またその戦いも『狩りをする』『ハーレム家族を守る』『領地を守る』にほぼ限定されるからだ。

　そんなレーヴ人であるアド・ワシーヤが、亜人解放戦線に所属し、貴族を暗殺する。……どこにでも例外はいるということか。あるいは──

　ジュダは頭を振った。

　──俺と同じような復ふく讐しゆう者しやなのかもしれない。

　テリトリーを失い、家族を失ったとしたら？　レーヴ人といえど、亜人解放戦線に参加するかもしれない。もしそうなら同情の余地があるが──だが好きにはなれないと思った。

　理由を挙げるなら、亜人解放戦線に属しているからだ。

「なあ、ジュダ。お前、夜起きている自信あるか？」

　ジャクリーン教官の言葉に、ジュダは嫌いやな予感がした。

「外出許可は出す。見回りに付き合う気は？」

　案の定、面倒な話だった。ジュダはあまり興味なさげに言った。

「いいんですか教官。騎き士し生せいを連れ出して暗殺者狩りとか。何かあれば、大目玉喰くらうのはあなたですよ」

「私のことなら心配ない。仮面の戦士にしろ亜あ人じんの殺し屋にしろ、遅れをとるつもりはない」

　ジャクリーン教官は胸を張った。騎士学校教官陣でも、一番の剣の使い手と評判の実戦派。たしかにその腕前に疑問は持たないが──

「そりゃあなたはいいでしょうけど、俺はどうなります？」

「実戦訓練にはちょうどいいと思う」

「もう訓練ではなく、実戦なんですがそれは」

　呆あきれも露あらわにジュダが言えば、ジャクリーンは腕を組んで小首をかしげた。

「そうは言うがなジュダ。お前、あのドラゴゥを睨にらんだだけで退散させたんだろう？　そんな芸当ができるなら、何も心配いらないと思うんだが」

　それを言い出されると、ジュダとしても返す言葉に困ってしまう。スロガーヴの眼力がなせる技だと説明できるはずもなく、ジュダは目を閉じる。

「まさか、ラウディ殿下の報告を信じている教官がいらっしゃるとは思いませんでした」

「たしかに眉まゆ唾つばな話だな」

　ジャクリーン教官は頷うなずいた。

　フランの森の授業。森を抜けた後、教官陣を前に、ラウディはありのままを報告した。

『道中、ドラゴゥに遭そう遇ぐうしたものの、これを撃げき退たいしました』

　王子殿下は、ジュダが闇やみの獣けものと名高いドラゴゥを、眼めだけで追い払ったことをやたらと強調した。一緒に報告の場にいたリーレとシアラも強く同意したので、教官たちも半なかば困った顔をしつつも信じざるを得なかった。

「睨んだだけでドラゴゥを追い払う？　実際見ていないことは信じない性質たちではあるが──」

「それなら何故なぜ？」

「フランの森から戻った後のラウディ王子や、リーレ、シアラの反応を見ればな」

　もはや閉口である。ジャクリーン教官は続けた。

「あのリーレがお前と食事を一緒にするようになった……これは只ただ事ごとではないだろう」

「……一緒に食事、というと語ご弊へいがある気がしますが」

　間違ってもいないが。

　遠征授業のあと、ジュダのまわりでは変化が起きた。

　人付き合いの悪さに定評のあるリーレが、ジュダに絡むようになってきた。これまでは一人離れた場所に座っていた彼女が、ジュダやラウディのそばに席を移動させた。孤高のぼっち、ちょっかいを出せば手ひどく追い払う『狂犬』などと陰口を叩たたかれていたリーレが、まさか自分から誰かのそばに寄るようになるとは。

　もっとも、元来友だち付き合いのよろしくない──というか友だちのいない──リーレがいきなり饒じよう舌ぜつになるということもなく、じっとジュダやラウディの様子をそばで眺め、時々口を挟む程度ではあるが。……それでも元の彼女を知る同期生や教官から見れば驚おどろきに他ならない。

「リーレだけじゃない。シアラとも仲がよろしいようだが」

　どこか、からかうようにジャクリーン教官は言った。ジュダは頭を搔かいた。

　気づけば、シアラはジュダの付き人のようにいつの間にかそばにいて、ラウディやリーレの話に耳を傾け、時に言葉を交えるようになった。

　ドラゴゥとの一件で彼女たちは好意的になったが、他のクラスメイトに関しては微妙だった。

　ドラゴゥをジュダが追い払った──それは一部の騎き士し生せいに好意的な驚きをもたらしたが、彼を嫌きらう貴族生の多くにとっては、信じたくない、認めたくない話だった。

　コントロやマルトーはそのことを一いつ切さい口にしなかったが、サファリナだけは露ろ骨こつに顔をしかめていた。……おそらく彼女やコントロらはあの現場を見ていたのだろう。サファリナの表情は、事実を見たが故ゆえに、それを否定したくてもできないからだ。

「遠征の後といえば──」

　ジャクリーンは、店主に受け取りのサインをしながら言った。カウンターに置かれたのは、授業で使う魔ま石せきを詰めた箱。

「お前に妹がいたなんて知らなかったぞ」

　閉口どころか、今度こそ絶句するジュダ。

　ジュダには家族はいない。両親はすでに他界している。妹はもちろん兄弟もなく天涯孤独だ。

　だがそんなジュダに『妹』ができた。例のエクート人の少女、トニである。
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　遠征授業の後、寮りようの部屋に戻ったジュダを、全裸の女の子が待ち構えていた。

「おかえりなさいジュダクン！」

　ベッドの上でその身を横たえている様は……誘っているようにしか見えなかった。

「……ここで何をしているんだ？」

「ボクはジュダクンのエクートだから！」

「意味がわからない」

　本気で首をかしげれば、褐色肌をさらした少女は満面の笑みを浮かべた。

「家族！」

「はぁ？」

　エクート人の文化らしい。何でも馬の姿の時と人の姿の時、双方撫なでてくれた人間は、そのエクートにとって家族も同然なのだという。恩義を非常に大切にする一族であるエクートは、その人間を主人と定めて尽くすのだそうだ。

「撫でられただけで？」

「撫でられるということは、認められたってことなんだよ」

　トニは胸を張った。見事な膨ふくらみに、ジュダの視線が泳ぐ。

「エクルウとヒュージャンの姿の両方を認められたら、認めてくれたヒュージャンのために働くのは、一族の誇り！」

「……お願いだから胸を隠してくれ」

「あ？　そっか、ヒュージャンはフクを着るんだもんね」

　トニはシーツを引っぱって、前を隠してくれた。

　裸が自然のエクートと、人間の文化の違いである。エクート人たちは、古くから人間と付き合いがあり、いまなお恩を感じている数少ない種族だ。……ここ百年の間に、亜あ人じんたちの多くが人間と険悪な関係になっているというが、エクート人は好意的だ。人間も馬の言葉を翻ほん訳やくしてくれる彼らエクート人を重ちよう用ようしている。

「というわけなので、馬エクルウの群れを離れ、エクートの奉公としてジュダクンのところに来たのでした！」

　困った。はっきり言って困った。

　嫌きらいではない。エクートの少女に好意的な気持ちはあるが、いかんせん、ここは騎き士し学校。まして生徒寮りようだ。亜人の子が一緒にいるとか、周囲の反応が怖い。

「出ていけ、と言ってもダメなんだろうな」

「もう群れから出てしまったので帰れない」

　眉まゆ毛げを情けなく下げて、トニは言った。

「ボク、ジュダクンのところにいちゃダメなの？」

　ジュダは頭を抱える。──どうすればいいんだ、これ？

　考える……考えるが妙案が浮かぶでもなく、ジュダは小さく頷うなずいた。

「とりあえず、今晩はここにいていいよ。帰るところがないって言うんなら」

　さすがに亜人の女の子を夜中に放り出すわけにもいかない。自分にそう言い聞かせるジュダに、トニは満面の笑みを浮かべた。

「うん、ありがとう！　ジュダクン！」

　言うや否いやや、褐色肌のエクート少女はシーツを撥はね除のけ──その見事な裸体をさらして──

　ジュダの許もとに駆かけより抱きついてきた。童顔なのに、お胸はなかなか育っていて、それがジュダの右腕を挟み込む。……何という弾力。

　悪戯いたずらっ子このように笑みを浮かべるトニ。そのふさふさ尻尾しつぽが楽しそうに揺れる。

　その時。

『ジュダ、ちょっと今日の遠征のことで話があるんだが』

　ドアを叩たたかれた。声の主ぬしはラウディだった。もうほとんど就寝の時間だというのに、いったい何の用なのか。

『ジュダ？　起きてるんだろ？』

　ドアの隙すき間まから、光が漏もれているのだ。寝たふりは無駄だろう。しかし今は──

「まずい……」

「何が？」

　トニが怪け訝げんそうにジュダを見上げた。

「いや、君がここにいることがだよ」

「何で？」

「何でって……」

　ジュダは言葉に詰まる。裸の女の子が部屋にいることが、ラウディに知られたら──いや待て。別にラウディはどうでもいいではないか？　問題があるとすれば、トニが尻尾をふりふりここにいることで──亜あ人じんがいることがバレる!?

『ジュダ、入るぞ』

「待って！　入らないでくださいっ！」

　ジュダはとっさに叫んだが遅かった。ドアを開けて、中を覗のぞいたラウディが固まる。

　褐色肌の女の子が服も着ずに、ジュダに抱きついている──この状況を見た時、説明を求めるまでもなく、ある種の想像はついてしまう。ジュダにとっては誠に不本意ではあるし、事実は違うのだが。

「ハ、ハ……」

　ラウディはわなわなと肩を震わせた。

「ハレンチっ、ハレンチだぞジュダ！　ハレンチすぎるっ！」

　ラウディは喚わめきたてた。
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「寮りように年頃の娘を連れ込んで……！　校則違反だ。女の子の服を脱がして、嫌いやらしいことを……見み損そこなった！　この変態！　ケダモノ！　最低だっ！」

　言い訳をさせてはくれなさそうだった。閉口するジュダ。対してトニは怪訝そうにラウディを見やる。

「いつまで密着しているつもりだ！　君も、そのケダモノから離れろ！　乙女おとめは恥じらいをだな……って、尻尾？」

　真っ赤だったラウディの表情が、ゆっくりと変わっていく。

「尻尾……？　どうして尻尾が生えているんだ？　君は……亜人、なのか？」

「はい、王子オージ様！　トニはエクートなのです！」

　元気いっぱいのトニだった。ジュダは視線をそらした。──うん。

　さて、この王子様は亜あ人じんに対してどのような態度をとるのだろうか。事と次第によっては、多少手荒なことをしなければならないかもしれない。

　幾分か冷静さを取り戻したラウディに、ジュダは事の次第を説明した。──あなたが手配してくださった栗毛の馬は、実はエクート人であり、その彼女は俺を慕したって、いまここにいる。

「……そうか、トニはあの『栗毛』だったのか」

　ラウディは、実に事務的だった。

　本来なら就寝の時間で、照明を落とさなければならない。

　だが、ラウディはそれを気にしなかった。実際、寮りよう監かんが来たとしても、ラウディには王家の力という強権があるのだ。

　事情を聞く間、黄金王子様はジュダの言い分、トニの口出しをじっくり聞いた。その間、亜人を嫌きらうような言動もなく、まして罵ば倒とうするようなこともなかった。

「それで、ジュダ。君はこれからトニをどうするつもりだ？」

　ラウディは腕を組み、じっと値ね踏ぶみするような目を、トニではなくジュダに向けていた。

「校則云うん々ぬんを持ち出すなら、許可なく亜人が立ち入っていい場所ではない。教官たちに知られたら、トニを追い出すように言うだろう」

　すっと、トニの顔が青ざめる。ジュダは落ち着かせるように、隣となりにいるトニの頭を撫なでた。

「そうは言っても、彼女の言を借りるなら、帰る場所がないんです。放り出すわけにもいかないでしょう」

「なら、君が面倒を見るというんだな？」

　ラウディはズイ、とその端たん整せいな顔を近づけてきた。

「トニが亜あ人じんだからといって、私はどうこう非ひ難なんするつもりはない。ただ面倒事に片足を突っ込んでいる状態だというのはわかっているな？」

「ええ」

「適当な言い訳がいるだろうな──」

　ラウディは「うーん」と唸うなり、考える素振りを見せた。それはジュダには少し意外だった。

「お認めになるのですか？　トニのこと」

「私は亜人だからと差別はしないよ」

　断言するラウディ。彼女は眉まゆをひそめた。

「ひょっとして君は、私が問答無用でトニを追い出すと思ったのか？」

「……」

「思ったのだな？　その沈ちん黙もくは肯定だな」

　ラウディは、自身の胸に手を当てた。

「君が私をそのような目で見ていたなんて悲しいな。私はこの国に住む亜人すべてと手を取り合うことができると思っている。いまはいろいろ問題もあるが、いずれ、必ず、両者が手を携たずさえ、元の平和な国になると信じているんだ」

　──へぇ……。

　ジュダは思わず相そう好ごうを崩くずした。亜人を差別しないとは。

「では、トニがこのままここにいることに依存はないわけですね？」

「依存はあるっ！」

　ラウディは言い切った。

「だってそうだろう？　ジュダの部屋に年頃の娘が……しかも裸族の娘がいるんだぞ？　そんなもの、許されるわけがない！　邪よこしまな感情に囚とらわれて、トニを襲おそったなんてことになったらどうなる？　放校では済まないぞジュダ！」

「……出しませんよ、トニに手なんて」

　とはいえ、たしかに裸が自然の女の子が同じ部屋にいるのは頭の痛い問題ではある。

　そもそも、エクートは裸族である。

　人間社会に溶け込んでいるエクートは、いちおうの礼れい儀ぎとして服を身につけているが、それでも男性なら上半身裸でいることが多く、女性でも結構な露ろ出しゆつの多い衣い裳しようを好んでいた。……まずは、ちゃんとした服を着せるところからだな。

「妹……」

　ボソリと、ラウディは呟つぶやいた。ジュダは顔を上げた。

「何です？」

「あ、いや……トニが騎き士し学校にいていい理由を考えていた。エクート人なら、従者という手もあるが、さすがに亜あ人じんの従者は目立つし、他の者が何かしら絡んでくるかもしれない。しかし家族なら同じ部屋に出入りしても、多少大目に見られるんじゃないかな、と思ったんだ」

「なるほど」

　ジュダは頷うなずいた。同時に、頭の中に養よう父ふであるペルパジア大臣が浮かんだ。

「養父おやじ殿に相談してみます。血の繫つながらない妹をでっち上げるくらいなら、何とかねじ込めるかと。……そもそも俺も拾い子ですし」

　名案です、さすがラウディ──と口に出せば、金髪碧へき眼がんの王子様は照れたのか顔を背そむけた。

　ジュダはトニを見つめる。

「そういうことで、君は俺の義理の妹ということにする。そう、家族というやつだ。了解したか？」

「……うん、ボクは『いもーと』だね。ジュダクン」

「違う。『お兄さん』か『兄さん』だ」

「わかった、ジュダクンニーサン」

　ちなみに、彼女はその時まで『ジュダクン』までが名前だと思っていたらしい。初対面から呼び捨てだったんだ……。

　それを聞いていたラウディはお腹なかを抱えて笑い出した。トニが目を点にして王子を見ている。

　──トニが『ジュダクン』が名前だと勘かん違ちがいしたのって、ラウディがそう呼んでいたからだろうけど、わかっているのか、この人。

　そういえば、当のラウディは少し前から、ジュダを呼び捨てにしていたような。

　いつからか。……たしか、ドラゴゥを追い払った後あたりか。
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　ジャクリーン教官の王都での買い出し作業の助手を務つとめた日から二日後。

　その日は、週に一度の休日だった。ジュダも、王暗殺の計画を練る以外は、寝て過ごすか散歩でもと考えていたが、あいにくとそれは許されなかった。

　そう、ラウディだ。休日でもジュダに付きまとう彼女は『勉強に付き合え』と言って、騎士学校の外へと誘ってきた。

　何故なぜ、外出なのかと聞いてみれば、彼女は『だって学校だとリーレやシアラがいるし……』などと訳のわからないことをボソボソと言っていた。

　トニのことでいちおうの貸しもある。断る適当な理由もつけられなかった結果、ジュダはヴァーレンラント城に隣りん接せつする王立図書館にいた。

　とても静かな場所だ。ヴァーレンラント王国の歴史書や戦史、魔ま法ほう研究本などの棚を壁かべ一面に設しつらえた室内は、外の陽気とは裏腹にひんやりとした空気をまとっている。

　机に載のせた歴史書の山。ラウディは羊皮紙のノートに筆を走らせ、同行したジュダは戦術の記き載さいされた本を開いて読み進める。

「なあ、ジュダ。いまいいか？」

「ダメです。……って言ったら、質問をやめてくれますか？」

「やめない」

　ラウディはきっぱりと言った。ジュダは戦術書をめくり、顔を上げることなく答えた。

「なら、俺の答えは『どうぞ』しかありませんね」

「ありがとう。第五次北方戦役における、シッグル将軍のとったコネボについてだけど──」

「コネホ、ですラウディ。西方亜あ人じん語で『うさぎ』。うさぎ戦術」

「う、ん？　いや、コネホ。コネホって言ったぞ！」

　ラウディは言い返した。絶対、コネボと言ったぞこのお姫様。

「名前の由来とかじゃなくて……って、西方亜人語って言ったか？」

「で、何が聞きたいんです？」

「うん、えーと──」

　ラウディは戦史本をジュダに見せながら質問してきた。戦史や戦術は得意なジュダである。「どうしてシッグル将軍は、複数の射しや撃げき部隊を編成して敵を引きずり回す戦法を用いたのか」

　──弓と弩クロスボウ、魔石銃を寄せ集めた結果です。射程や攻撃速度、命中精度に差がありますから。……シッグル将軍は、いまあるモノを有効活用するのが上手うまいのです。

「こちらより、北方蛮族のほうが意外に戦術を駆く使ししているように見える」

　──蛮族には騎き士し道どうがないからです。

　と、ジュダは皮肉で答えた。もちろん皮肉ったのは蛮族軍ではなく、妙なところで騎士道を持ち出し『卑怯』な振ふる舞まいを嫌きらう人間たちに対してだ。指揮官お偉いさんが騎士道にこだわらなければ、もっと上手くやれるのに、とジュダは常日頃考えるのだった。

　ラウディは、非常に熱心に勉学に励はげんでいた。王位を継つぐ立場がそうさせるのか、実に真ま面じ目めである。付き合わされるジュダとしては文句の一つも言いたくなるが、滅多に来ることができない王立図書館で戦史関連書物が読めるとあれば、あながち悪くなかった。

　そうこうしているうちに、時間が経たった。ラウディの侍女であるメイアがお茶を淹いれてくれたので、勉強会は休きゆう憩けいとなる。

　そんな中、唐突にラウディは言った。

「スロガーヴって何だろうな？」

「はい？」

　一いつ瞬しゆんジュダの手が止まった。ラウディの言葉は、不意打ちも同然だった。

「先日、アルタール公こう爵しやくが暗殺された事件があっただろう？」

「ええ」

　事件の一部始終を事細かに語ることもできる。実行犯が他ならぬジュダ本人なのだから。

「実は、その件で判明したことがある」

「仮面の戦士の正体ですか？」

　半分冗談、半分本気で聞いてみた。仮面で正体を隠しているとはいえ、この手の話となれば無視もできない。

「それはまだだ。正体が摑つかめていれば、捕まえるのも時間の問題だろうけどね」

　ラウディは首を横に振った。

「わかったのは、仮面の戦士ではなく、アルタール公爵のことだ」

「というと？」

　スラムの子供や亜あ人じんの体を切り刻み、弄もてあそんでいた最低最悪の外げ道どうの一面があった、という話ならもうすでに知っているが。

「他には言うなよ。……どうやら、公爵はスロガーヴの研究をしていたようだ」

　ジュダの表情が自然と曇くもった。研究──その可能性もあるだろう。あの外道の屋や敷しきには、十年も前に黄金の断刀台で刎はねた母の首が飾ってあったのだから。残った体を細切れにして、よからぬことに使ったというのも考えられない話ではない。

「ジュダ──？」

　ラウディがとても脅おびえたような顔をしていた。ジュダはカップのお茶で唇を湿らせた。

「いえ、何でもありません。続けてください」

　表情に出ていたようだった。アルタール公爵のことを考えると胸むな糞くそが悪くなる。

「公爵は人工的にスロガーヴを造ろうとしていたらしい」

「人工的なスロガーヴ……」

　ジュダは驚おどろいた。まさか、そんな──という思い。だが同時に脳裏によぎる。

　アルタール公爵の館やかたにあった魔ま法ほう工房じみた部屋。標本でも入りそうなガラスケースや檻おり、なにやら漂ただよっていた薬品の臭におい──それが研究の残ざん滓しだとすると。

「ろくでもない話ですね」

「ああ、まったく。スロガーヴを人工的に造るなんて狂気の沙さ汰ただ。そんなモノを使って何をしようとしていたのか、考えただけでもゾッとする」

　ラウディが身体からだを震わせてみせた。それに関してはまったく同感である。

「それで話を戻すと、仮面の戦士──その正体はアルタール公爵が造り出した人工スロガーヴではないかという説が浮上したんだ」

「ほう……」

　仮面の戦士──人工スロガーヴ。その取り合わせに、思わず笑みが浮かびそうになり自じ重ちようする。こちとら正しよう真しん正しよう銘めいのスロガーヴなのだが、犯人を人工スロガーヴと見立てたところは当たらずとも遠からず。

「何か証拠でも？」

「証拠はないよ。ただ、暗殺された状況を見ると、そうじゃないかって話だ。人体を金属製の甲かつ冑ちゆうもろとも斬きれる剛力。その力は常人のそれとは考えにくい」

「あなたはどう思っているのですか？」

「どうとは？」

　彼女は顔を向けてくる。ジュダの灰色の瞳ひとみがじっと目の前の少女に注がれる。

「仮面の戦士は、人工スロガーヴだと思いますか？」

「どうかな。常人離れした怪力を持っているからといって、スロガーヴと決まったわけではない。人間かもしれないし、亜あ人じんかもしれない」

「では仮に、スロガーヴだとしたら？」

「……レギメンスの出番だな」

　黄金の一族の血を受け継つぐラウディはそう言ったが、その表情は冴さえなかった。

「父上にお任まかせする、というわけにもいかないんだろうな。きっと父上は剣を取り戦うだろうけど、歳としのこともある。……私が、戦わないといけないのかもしれない」

　ラウディの顔が強こわ張ばる。

「でも、私は、人工どころか本物のスロガーヴがどれほど恐ろしいか知らない。伝説の魔ま獣じゆう、不死身の悪鬼──本で読んだけれど、実物と戦ったことがないから……」

　戦ったことならあるじゃないですか。ジュダは心の中で呟つぶやいた。騎き士し学校で、本物のスロガーヴと模も擬ぎ戦せんをした。……目の前にいる俺と。

「不安なんですか？」

「笑うか？」

　彼女の青い瞳がじっと見つめ返してくる。ジュダは小さく肩をすくめた。

「いいえ……そうですね、たしかにスロガーヴなんて化け物と相対したなんて考えるのは、あまり愉快な想像とは言えないですね」

　舌の先がざらついた。ジュダの気持ちなど知るよしもなく、ラウディは手近にある古い本を引き寄せる。『闇やみの魔獣王スロガーヴ』という本だった。

「不死身の化け物、闇の魔獣──前から興味があって、スロガーヴについていろいろ調べているのだが、古い記録となるとどれを信じていいかわからない」

「『剣で斬られても死なず、矢を浴びても平然としている。魔法の力で焼こうとも、稲妻をぶつけようとも死なない』……ええ、子供でも知っているスロガーヴの昔話ですね」

　詠うたうようにジュダは言った。ラウディは本を指先で突つつく。

「その姿は人だとも、ドラゴゥのような獣けものとも言われてる。邪神から力を与えられた悪あく魔まの子という話もある……」

「要するに人間にとって『醜みにくい敵』として描かれている」

　ジュダが言えば、ラウディはコクリと頷うなずいた。

「そう。十年前、スロガーヴが処刑された。綺き麗れいな女性の姿だったって聞いた」

　──母だ。

　ジュダの表情に影かげがさす。

「……まあ、殺すことはできるでしょう。首を落とせれば」

「だが簡単には落とせない」

　ラウディは顔をしかめた。

「レギメンスの力か黄金の刃やいば、あるいはとてつもない、それこそスロガーヴ並みの怪力がなければ、スロガーヴの首を落とせない」

　だから不死身の化け物などといわれる。大抵の人間では殺せないから。殺す手段がなくはないが、それで不死身とはこれ如何いかに。

「君はどうだ？　もし、スロガーヴと戦うことになったら」

　ラウディが問うてきた。俺自身がスロガーヴなんだが──ジュダはもちろんそれを口に出すこともなく、真ま面じ目めに考えようとして、しかしやめた。

「逃げますかね。命がいくつあっても足りませんよ」

「うーん、もう少し違う答えを期待したんだけどな」

　ラウディは苦笑する。あまりにストレートな言い回しだったのかもしれない。

「ジュダ、もし私がスロガーヴと対たい峙じしたら……君は私とともに戦ってくれるか？」

　何の疑う素振りもなくラウディは言った。

　そんな真まっ直すぐな視線を浴びて、ジュダは返答に困った。期待されるのは嫌きらいではないが──スロガーヴは俺で、その俺を倒すのに、俺の協力を求める？

「まあ、手伝うのはいいですけど」

　何言ってるんだ俺は？

　ジュダは伏し目がちに返した。

「相手がスロガーヴなら、俺は役に立てないと思いますよ。……レギメンスじゃないし」

「そんなことはない。君がそばにいてくれると思うだけで、私はとても心強いよ」

　ラウディは満面の笑みを浮かべる。その内面からにじみ出るような笑顔に、しばしジュダは心を奪われた。心の底から信じてくれているのがわかる。何故なぜか、ほっとした。

　休きゆう憩けいが終わり、しばらく机に向かった後、ジュダとラウディは王立図書館を後にした。ちょうど昼時の鐘かねが王都に響ひびいていた。

　人々が行き交かう街並み。王族であるラウディは、顔を隠すようにフード付きのローブを身につけている。素顔をさらすと、周囲の人々の注目を浴びてしまうのだ。……王子様も大変だ。

　ジュダは、学校ではともかく、王都での知名度がさほどないので、そしらぬ顔で街中を行く。

　ちなみに、ジュダとラウディから距離をおいて、侍女のメイアがついてきている。本当はもう少し距離を詰めたいのだが、主あるじであるラウディがそう指示をしたのだから仕方がない。……いちおう、何かあればすぐに駆かけつけられる位置で警けい護ごを続けている。

　俺は何をしているんだろう、とジュダは心の中で呟つぶやいた。敵も同然の王族の娘と一緒に町の中を歩いていて──

　そこでふと思う。これはひょっとして、デートというやつではないか。

　王子様は男性、女性だったら王女様だ。これは天地がひっくり返っても変わることはない。

　そしてジュダの隣となりにいるラウディという王子様は、その中身は女の子。ジュダは正直、ラウディを完全に女性として見ているし、そのラウディにしても、そのつもりで今回の勉強会とやらに誘ってきたとしたら、これは『デート』以外のなにものでもない。

　──正気か？　ヴァーレンラントの子だぞ？

　しかし、ラウディに関していえば嫌いではない。

　さらに言えば、最近一緒にいるせいか、端はたから見ると『友人』と呼んでも差し支えないレベルには親しいと思われている。そしてラウディは、ジュダを『友人』と見ている……。

　──仇かたきの娘が友人とか、それはそれでどうなんだ。

　ラウディは、他の貴族騎き士し生せいのように、身分をひけらかしたり差別的ではない。ジュダに対しても、積極的に声をかけ、まとわりついてくる。以前はそれを煩わずらわしいと思っていたが、今はあまり感じなくなっている。……慣れというのは恐ろしい。

　昼飯のために移動する人々。食堂は人でごった返し、通りに並ぶ露ろ店てんでは、仕入れた肉が火にあぶられ、いい按あん配ばいに焦こげた匂においが漂ただよっている。

　にぎやかだ。ジュダは香ばしい香りに空腹を刺し激げきされたが、それらの一般食堂や露店に寄るつもりはなかった。ぶどう酒をやっている連中の喧けん騒そうが聞こえるが、騒さわがしいのは苦手なのだ。

　一方、隣を歩くラウディは、フードで顔を隠してはいたがキョロキョロしていた。図書館へ向かう時もそうだったが、町の人々、そして露店の品などに興味津しん々しんらしい。外に誘ってきたくせに、実はあまり王都を出歩いたことがないのが見てとれる。

「……ラウディ、何か食べますか」

　フードが動いた。陰になっている奥で、青い瞳ひとみがじっと見つめてくる。

「……どうしたんだ？　珍しいな、君がそんなことを言うなんて」

「いい時間帯ですし、腹が空すきました。休みなんだし、別に買い食いしたっていいでしょ」

「買い食い!?」

　ラウディは目を丸くした。

「それはとても興味深い提案……いや、何でもないぞ、うん。でも、その、何だ……何か企たくらんでいるのか？」

「企む？　どうしてそうなるか聞いても？」

「だってジュダは意地悪だ」

　フードが、ひょいと反対側に向く。

「きっと何かあるんだ。私が欲しいと言ったら、きっと土ど壇たん場ばで失望させるに違いない。君は人を持ち上げて落とすのが得意だからな」

「……」

　──なるほど、俺はそう思われているのか。それならご期待に応こたえねばなるまい。

　ジュダは無言で、近くの露ろ店てんに足を向ける。ラウディに呼ばれた気がしたが、振り向かない。

　がたいのいい店主に、羊肉の切り身を注文して包んでもらう。次に目に入ったのは、氷石の冷蔵桶おけに漬かっている水袋。冷気を発する氷石に冷やされ、さぞ冷たくなっているだろう。喉のども渇いていたので、それも買い取ると、やはり無言でラウディのもとへ戻った。

「さあ、どうぞお姫様。買い食いなんて行ぎよう儀ぎの悪いことを教える、意地悪なクラスメイトからの施ほどこしはお嫌きらいかもしれませんが」

「あ、ありがとう……」

　呆ぼう然ぜんとした顔で、羊肉の切り身、それを覆おおう包みを受け取るラウディ。少し熱かったか、ラウディは息を吹きかけてふうふうと冷ます。

「……というか、お姫様いうな」

　むくれる碧へき眼がんの少女を眺めながら、ジュダは自分の分の肉に豪快にかぶりついてみせた。

　焼き立て、口の中が火傷やけどするかのように熱い。だが肉は厚さの割に柔らかく、甘く絡んだタレの味付けも相まって美味うまかった。

　肉を頰ほお張ばるジュダを目まの当あたりにし、ラウディはその小さな口でかじるように肉を食する。もぐもぐと嚙かみ締しめた後、小さく「美味おいしい」と呟つぶやいた。

「行きましょうか。人の多い場所は苦手だ」

「うん！」

　ラウディは顔をほころばせるのだった。

　歩きながら食事をするというのは、彼女にとっては初の体験だったのではないか。さっさと腹に収めたジュダに対し、彼女の食べる速さは実にゆっくりだった。

　まだ食べてるんですか、と皮肉ってやれば、ラウディは恨みがましそうに睨にらみ返してきながら、もぐもぐと肉を食べ進めた。

　騎き士し学校に着いた時に、まさかラウディ殿下が買い食いしていた、などと教官の耳に入るような事態は避さけたいと思った。おかげで余計な回り道をする羽目になったが、それが嫌いやではないのをジュダは自覚した。

　彼女に関して、嫌きらいになる要素がない、というのは大きいと思う。

　ラウディは亜あ人じんに対して公平だ。貴族や王族というのは、亜人種に対して差別的だという偏見をジュダは持っていたから、ラウディに対してはその点、好ましく思っていると言っていい。

　──これで王の娘でなければな。

　そう世の中うまくできていないということだ。

　適当に街をぶらついていると、ラウディが足を止めた。仕立て屋の窓に張り付かん勢いで近づき、しげしげと中の様子を眺めている。……今度は何に興味を抱いたのか。

「どうかされましたか？」

「綺き麗れいだと思わないか？」

　ラウディが店内を指差す。衣い裳しようを縫ぬっている中年女性──ではなく、奥に飾られた純白のドレス。他にも色とりどりのドレスが飾られており、中流から上流階級のご婦人方用の専門店のようだった。

「……似合うだろうか」

「ラウディ？」

「は!?　いや、その──」

　ラウディは慌てて手をぶんぶんと振った。

「ええっと、そう！　妹、私には妹がいるんだが、彼女に似合うのではないかってそう思ったんだ、うん」

　本当にそうだろうか。ジュダは怪しんだ。本当は自分が着たいだけじゃないのか。

「その妹君は──」

「うん、ここしばらく王都を離れていたのだが、もうじき戻ってくるんだ」

「……そうなんですか」

　ヴァーレンラント国王には、たしか複数の子がいた。ラウディが唯一の男子──ではなかったから、全員女ということになるだろう。

「淡白だな。妹は王国一の美人、ヴァーレンラントの美姫と謳うたわれているんだぞ」

「へえ。あなたも美人ですからねラウディ。当然かもしれません」

「な、わ、私が美人!?」

　ラウディは、フードの中に手を突っ込んで頰ほおを押さえる。

「美人……」

「どうかしましたか？」

「あ？　いや、何でもない。私は王子なのだぞ！　可愛かわいいとか美人とか言うな」

「……可愛いなんて言ってませんが」

　しかし美人である。ジュダの目にはもう女の子にしか見えていないから、大した違いはない。正直、ラウディが男装していても、実は男装に見えていなかったりする。胸のぺったんな、男口調の女の子である。

「まったく……私を何だと思っているんだ」

　ラウディは怒っているようだが、あくまで表面だけのようだった。苛いら立だっている時などに発現するレギメンスのオーラ──ジュダにとっては肌を刺すような痛みだったりする──が、微み塵じんも感じられなかった。

「女の子か」

　そんなラウディがポツリと呟つぶやいた。

「綺き麗れいなドレスで着飾って……プリンセス、なんて傅かしずかれたり」

　何となく羨せん望ぼうを含んでいるように聞こえた。──やっぱり自分がドレス着たいだけなんじゃないか。

「女装趣味ですか、王子様」

　ジュダはわざとからかった。バッとラウディは振り向く。

「な。なにを馬ば鹿かな！　私は、いずれこの国の王になる男だぞ!?」

「ですね。ラウディ殿下は男です。……ええ、そうなるとドレスなんか着たらこれは女装ということに──」

「い、言うな！」

　ラウディはそわそわしだした。

「意地悪だ、本当に意地の悪い男だ君は！」

「そうですね、俺は意地悪です」

　ジュダが真ま面じ目めぶって認めれば、ラウディはそっぽを向いた。

「時々女の子に憧あこがれることもある。もし私が王子ではなく、王女として育てられていたら」

「……育てられていたら？」

「聞くなジュダ。……恥ずかしい」

　小さくなるラウディ。ちら、とジュダのほうを見て。

「何です？」

「何でもない！」

　ラウディはさっさと歩き出した。ジュダは首を捻ひねる。

　王族の姫というと、有力貴族や近くの国の王子に嫁とついだりするものだ。いわゆる外交の道具として扱われるのが、もっぱらである。ここで王子をやっているラウディと、将来、身分が高い以外謎なぞの男性のもとへ行くことになる姫と、どちらがマシなのだろう。

　隣となりを歩くラウディを見やる。彼女は王都の景色やすれ違う人々を眺めている。

　……ふむ。

　ジュダが考え事をしていると、何の前触れもなく、前方から激はげしい爆ばく発はつ音おんが響ひびいた。

　突然のことだった。わずか十メータほど先にある古美術商の店が吹き飛んだのだ。

　悲ひ鳴めいが響ひびき渡る。粉々に砕けた陶器や美術品。倒れている複数の通行人の姿。通りは赤黒い血で染まった。それまであった日常の光景が、瞬まばたきのあいだに非日常へと変わる。

「なにが……」

　声を失うラウディの前に、ラウディ付き侍女のメイアがすっと前に出て、護ご衛えい位置についた。

「お下がりください、ラウディ様」

　ジュダは、腰から下げる剣の柄つかに手をやっていた。

　いったい何があったのか。

　店がひとつ吹き飛び、周囲にいた人々が巻き込まれた。

　悲鳴が木霊こだまする。倒れて動かない者に必死に呼びかける声──どこかで見た光景だった。

　どうして、こうなった？　どうして血が流れた？

　誰が、やった……？

「──何者かの破は壊かい工作でしょう」

　メイアの声に、ジュダは我に返った。

　ラウディに背を向け、壁かべ役となっているメイアは手に短剣を構えている。

「火系の魔ま石せきを組み合わせた爆ばく砕さい魔法に見えました。状況から見て、おそらく──」

「亜あ人じん解放戦線か!?」

　ラウディが声を荒らげた。

　亜人解放戦線──その言葉に、ジュダは思わず口元を引き締しめた。

　苦いものが込みあげる。熱くたぎる感情、それは『怒り』だった。
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　エイレン騎き士し学校に戻った時、王都で起きた爆破事件の話で騎士生たちはざわついていた。爆発の音は学校にまで響き、その煙も見えたのだという。

「亜人解放戦線の破壊活動か？」

「あいつら、よくも──」

「やはりケダモノだ、そもそも王都に亜人がいることが──」

　騎士生たちは亜人解放戦線のものと思われる破壊活動に声を荒らげ、憤いきどおっていた。それらを横目で見やり、ジュダはますます苦い気分になった。

　抑圧されている亜人の解放？　冗談ではない。そんなことではダメなのだ。生なま半はん可かな攻こう撃げきは、人間の報復を呼ぶ。

　爆発とその後の惨状を目にしたラウディは頭を抱えていた。何故なぜだと呟つぶやく彼女に、そばにやってきたシアラが、とても沈んだ声で告げた。

「敵てき愾がい心しんを煽あおってるんですよ。亜人は人間に、人間は亜人に」

「え……？」

「報復の連れん鎖さです。誰が始めたかとか、誰が先にやったとか、そんなことじゃなくて、ただ怒りに突き動かされて新たな報復を生む……」

　連鎖の結果──。ジュダは瞑めい目もくする。かつての苦い記憶。それは後悔の記憶。

　王都に来る前、ペルパジア大臣の保ほ護ごを受けたジュダだったが、母を処刑されてからの数年は辺境暮らしだった。預けられたのは亜あ人じんたちの住む村だった。

　深い森に囲まれた、のんびりとした村。しかしそこに住む若者たちは、時々現れる人間たちの横暴ぶりに憤いきどおりを抱いていた。

　ジュダは彼らに賛同した。人間は敵だ。母を処刑した人間は悪なのだ、と。

『いつかあいつらが、オレたちのテリトリーに攻めてきたら、皆殺しにしてやろうぜ！』

　子供連中を仕切っていた狼亜人ロウガの少年はそう口にしては、人間には逆らわないように、という大人たちの言葉に消沈する仲間たちを励はげましていた。

　そして三年ほど前、事件は起きた。

　盗みをした亜人を追ってやってきた人間の騎き士しとその手下が、村を捜索した時、亜人少年たちの怒りが爆ばく発はつした。

　好き放題、村を荒らしていった人間たち。少年たちはかねてより準備していた行動に出た。槍やりや弓、剣──作ったものもあれば、拾ったものなどもあった──を手に取り、近場にある人間たちの警備所を襲しゆう撃げきしたのだ。ジュダも、その攻撃に加わった。

『オレたちの怒りを思い知れ！』

　亜人少年たちは勝かち鬨どきを上げた。怪け我がをした者もいたが、命を落とした亜人はいなかった。人間たちは奇き襲しゆうにまったく対応できなかったのだ。

　少年たちは、憎むべき悪あく魔まを討ち、英雄気分で帰途についた。

　数日後、村は、人間の軍隊の夜襲を受けた。

　ジュダは戦った。身体からだは子供だが、その力はスロガーヴ。人間の大人など、甲かつ冑ちゆうごと力で引き裂いた。剣はそのたびに折れたが、死んだ兵士から武器を奪って戦った。

　村は炎に包まれた。

　夜が明けた時、村があった場所は焼け野原となっていた。そこに住んでいた者たち、返り討ちにした兵士たちと思おぼしき変わり果てた姿と、消けし炭ずみとなった家の残ざん骸がい。

　友だちが死んだ。

　大人たちが死んだ。

　仲良くしていた子も、みんな……死んでしまった。

　どうして？

　ジュダは愕がく然ぜんとした。

　ロウガのリーダーや自分、そして武器を取った仲間たちが死ぬのは仕方がない。でも……関係ない村の大人たちや、腕白な少年たちをいさめたり笑ったりしてた女の子たちまで殺される理由があったのか？

　どうして、そこまでした？　亜あ人じんだから、何もしてない子まで殺すのか!?　人間っ！

　村人は皆殺しだった。大人も子供も老人も赤ん坊も、すべて。

　これは虐ぎやく殺さつだ。そこまでする必要があったのか。

　ジュダは力の限り吼ほえた。

　悲しみと、怒りと、ない交ぜになった後悔と。

　復ふく讐しゆう心しんに火がともった。母を処刑された痛みと喪失感がありありと蘇よみがえる。

　皆を巻き込んだ。──誰も巻き込まず、自分一人の手でかたをつける。

　まず、無慈悲に亜人種を虐しいたげる奴やつは殺す。

　村の虐殺を命じた奴も殺す。

　最終的に、それを許可した国と王も殺す。

　そのためには、亜人種に迷惑をかけずに、殺害しなくてはいけない。

『誰も巻き込まない』

　ジュダは、後見人であるペルパジア大臣のもとに行き、騎き士し学校への入学の手続きを頼んだ。

　そして──現在に至る。

　ジュダは、亜人差別主義者と同じくらい、亜人解放戦線が嫌きらいだった。

　亜人の正義を謳うたう横で、その亜人たちを報復の対象にさらしている間抜けが大嫌いだった。
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　翌朝。講義に備そなえて、部屋で準備していたジュダのもとに、トニが血相変えてやってきた。

「ジュダ兄にい！　大変！　大変だよ！」

「なんだ、騒さわがしいな」

　ジュダは眉まゆをひそめる。トニはその場で足あし踏ぶみした。

「ウルぺさんが大変なんだよ！」

「？　誰？」

「いつもジュダ兄と一緒にいる人！」

「俺の知り合いに、ウルペとかって……」

　ウルペ……？　どこかで聞いたな、とジュダははたとなる。人の名前ではない。えーと……。

「もう！　ほら、銀髪さんだよ。銀色の髪の女のヒュージャン！」

　いつも一緒にいる、銀髪の女の人。

「シアラのことか！」

「そう、そのシアラさん！」

　トニがその場でジタバタしている。

　でもちょっと待て──ジュダは、そこで気づく。ウルぺって──狐きつね人じんのことだよな？

　ドクン、と心臓が跳ねた。

「トニ！　シアラに何があった!?」

　嫌いやな予感に駆かられて声を荒らげれば、エクートの少女はビクリと固まった。

「怖い人たちに、いじめられてるんだよ！」

　ジュダは部屋を飛び出した。

　寮りようを駆け、授業に向かおうと部屋を出る騎き士し生せいたちの間をすり抜ける。何事かと驚おどろく彼らを気にも留めない。教室のある校舎と寮の間の廊下、階段付近に人だかりができていた。

「この亜あ人じん野郎！」

「裏切り者めっ！」

　などと罵ば声せいが聞こえた。あそこだ。ジュダは加速を緩ゆるめ、廊下を滑すべりつつ、声を張り上げた。

「どけっ！」

　その声に、まわりの野次馬と思おぼしき連中が、びっくりして道を開けた。

　視界が開け、ジュダの目に飛び込んできたのは、巨漢のマルトーが、銀髪少女──シアラの腕を摑つかんでその身体からだを持ち上げているさまだった。

　何故なぜかシアラは胸元が露あらわにされていた。下半身も脱がされていて、銀色のふさふさした尻尾しつぽらしきものが周囲の目にさらされていた。羞しゆう恥ちと悔しさに目を伏せ唇を嚙かむシアラの顔を見た時、ジュダの中で『それ』が弾はじけた。

「何をやっている、お前らっ！」

　ジュダは一喝した。その声にマルトーがビクリとし、シアラの前ですごんでいたサファリナが一いつ瞬しゆん怯ひるんだ。

　マルトーから解放されたシアラはその場にしゃがみこみ、脱がされた制服を抱きしめるようにして胸元や腰を隠した。

「女性を人前で脱がすとか、お前らは騎士生として恥ずかしくないのか！」

　ジュダの声に周囲はビクリと肩をすくませたが、サファリナが一歩前に出た。

「ジュダ・シェード、あなたに非ひ難なんされる覚えなどありませんわ！　状況をよくご覧らんなさい！」

「クラスメイトを寄ってたかって虐いじめているように見えたが？」

「違いますわ！　その娘……シアラ・プラティナは亜人でしたの。人間しか入学できないこの学校に、亜人の娘が入り込んでいたのです！　これがどういうことかおわかりですのっ！」

　サファリナは声を張り上げた。
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「この娘、間諜スパイですわ。昨日の爆ばく破は事件も、きっと手引きしたに違いありません！　王都に潜もぐり込んで、亜人解放戦線に情報を漏もらしていた──」

　キッと、サファリナの目が、シアラを凝ぎよう視しした。しかしジュダは首を横に振った。

「証拠はあるのか？　サファリナ」

「証拠？　はっ、そんなもの……」

　何をいまさらと肩をすくめるサファリナ。

「人間しか入れない騎き士し学校に、人間に化けて潜せん入にゆうした──これ以上、どんな理由がいるといいますの!?」

「スパイであるという証拠にはならないな」

　そう、証拠などないのだ。目の前の騎士生が、亜あ人じんの少女だった、ただそれだけで決めつけているのだ。人間でないことが罪なのか？　人間ではない生徒といえばここにもいるが。

「亜人解放戦線と繫つながっている証拠とは言えない」

「どうして断言できますの？」

　サファリナが疑いの視線を向けてくる。ジュダは淡々と答えた。

「もし彼女が亜人解放戦線の一員だったら、もっとマシな場所を攻こう撃げき対象に選ぶと思うよ」

「たとえば？」

「……騎士学校。ラウディ王子殿下」

　はっ、と皆が息を吞のんだ。騎士学校に潜入している生徒。同じ学校の寮りように住む王子。ヴァーレンラント王国の未来の王──亜人解放戦線が攻撃対象にするなら、これほど打ってつけの獲え物ものもないだろう。……もしジュダが、亜人解放戦線ならそうする。

「お、王子殿下を狙ねらう──」

　サファリナの声が震えた。しかし次の瞬しゆん間かん、彼女はヒステリックな声を上げた。

「そうですわ。この娘──王子殿下のそばをうろついていた。このまま野放しにしていれば、王子殿下の身が危ない！」

「おい……」

「マルトー、この娘を捕まえて！　今すぐ警備に突き出して、隔離しないと!?」

「お、おう」

　マルトー、そして周囲の騎き士し生せいたちが弾はじかれたように、シアラに手を伸ばした。恐怖に震えるシアラ。ジュダは、彼女に伸びるマルトーの手を払いのけた。

「ふざけるな！　サファリナ！　もう黙だまれ！」

　ジュダは勢いよくサファリナの首ねっこを摑つかんだ。

「ジュダ！」

　周りが騒そう然ぜんとする。ジュダは威圧の視線を向ける。

「お前らも、シアラに手を出すな。証拠もないのに、犯人呼ばわりすることは許さん」

「ジュ、ジュダ、お前、この亜あ人じん女を庇かばうのか？」

　マルトーが信じられないとばかりに驚おどろきの目を向けてくる。サファリナがジュダの右手を払いのけようと手を伸ばすが、その手はびくともしない。

「この、ジュダ！　あなたも裏切り者ですの!?　人間より亜人に肩入れを！　あなたも亜人解放戦線の仲間──」

「俺をあの能なし連中どもと一緒にするなっ！」

　いまの罵ば倒とうは、ジュダの傷をえぐった。サファリナを壁かべに押し付け、睨にらみつける。本気で締しめ上げたら、この娘の首の骨を折ることも容易たやすい。

「お、おいジュダ」

「やめろよ、それ以上やったら」

　周囲の静止の声も、ジュダには届かない。

「ジュダ！　もういい、やめろ！」

　皮膚にピリっと痛みが走った。この痛みは──

　ジュダは振り返る。ラウディが立っていた。平静を装よそおっている風にも見えるが、攻こう撃げき的意志が黄金の力の発はつ露ろとなって、ジュダの肌を刺し激げきした。刺とげ々とげしいまでの痛み……ラウディの内面の感情は、すさまじいまでに昂たかぶっているようだった。

「ジュダ、サファリナ嬢じようから手を離せ」

「……仰おおせのままに」

　ジュダは身を引いた。解放されたサファリナはその場に崩くずれ落ち、泣き出した。
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　騎き士し生せい、シアラ・プラティナは亜あ人じんだった。

　ラウディが制止しなければ──もしかしたらジュダはサファリナを殺していたかもしれない。それだけ強い怒りにかられていた。教官たちが駆かけつけ、争いを引き起こした騎士生は、部屋で謹きん慎しんするように言い渡された。

　ジュダは大人しく従った。騒さわぎを止めるはずが頭に血が上り、気づけば騒ぎの中心にいた。

　部屋に戻ったあと、ジュダは悶もん々もんとしたものを抱えて時間を潰つぶした。トニがとても不安そうな顔をしていたので、そばに招き栗色の髪を撫なでてやった。そうすることで彼女と、そして自分自身の気持ちを落ち着かせた。

「そういえば、トニは、シアラが亜人だって知ってたのか？」

「うん、匂においで」

　トニは答えた。

「たぶん、シアラさんも、ボクがエクートだと気づいてた。やたらあの人密着してきたから」

　そうなのか──意外に思いつつ、ジュダは銀髪のクラスメイトの顔を思い浮かべた。不安がこみ上げてくる。シアラは、大丈夫だろうか。

　ウルペ──狐きつね系亜人だ。銀色の髪から覗のぞいたキツネの耳、そしてお尻しりあたりのふさふさ尻尾しつぽ。あれが、ウルペ人本来の姿だろう。一種の幻術を使う種族であり、そういう特徴的な部分を術で隠して、人間のように振る舞まっていたと思われる。

　──まさか、クラスメイトが亜人だったとは。

　亜人との付き合いがそれなりにあるとはいえ、ジュダは気づかなかった。……もっとも、亜人といっても千差万別。ウルぺ人の知り合いは、シアラが初めてだったりする。

　どうして、シアラは騎士学校にいたのだろう……？　それも正体を隠してまで。

　騎士を目指していたのか。でも、人間の中で騎士になろうとする理由は？

　亜人解放戦線のスパイ？　……ふだんは大人しく、どこかおどおどしていた。スパイの発覚を恐れていたから？　そんな奴やつをスパイに送り込むか？　馬ば鹿か馬鹿しい、と思った。

　それなりの付き合いをするようになったのは最近のことであるが、シアラは、ジュダが騎士学校に入学してから知り合った。

　身分がないので、貴族組からは相手にされなかった。実力はあるが、魔ま法ほうはからっきし、というか積極的ではなかった。ウルペ人は魔術に秀ひいでた種族だから避さけていたのかもしれない。

　友だち付き合いの苦手なぼっちだから、ジュダとよく同じ班になった。これまでを見るに、彼女は人間に対して攻こう撃げき的なことを言ったことはなかった。

　シアラは、スパイなんかじゃない。

　そうは思うが、そうなると何故なぜ、騎き士し学校にいるのか、という問いへ戻ってくる。

　すっきりしなかった。緩かん慢まんに時間が過ぎていく。

　授業の合間をぬってラウディとリーレが、ジュダの部屋を訪れた。だが彼女たちの口から、信じられない言葉を聞かされた。

「シアラが逮捕された」

　簡かん潔けつに、ラウディは告げた。ジュダとトニは顔を見合わせる。

「捕まっちゃったの？　銀髪さん」

「どうしてです？」

　ジュダは問うたが、ラウディは事務的に答えた。

「スパイ容疑だ。騎士学校に潜せん入にゆうした件も含めて取り調べが行われる」

「シアラはスパイじゃありませんよ」

「スパイではない明確な証拠があるのか？」

　ラウディは聞き返した。そう言われてしまうと、答えに詰まるジュダである。

「あなたは、シアラがスパイであると疑っているんですか？」

「わからない。そうではないと信じたいが、彼女がスパイではないという明確な証拠がない」

　男装のお姫様は、険けわしい表情だった。リーレは俯うつむいた。

「あたしも、あの子はスパイなんてできるような子じゃないと思う。でも正体を隠して入り込んでいたのはマズかったわね」

「スパイと疑われても仕方ない、と？」

　沈ちん黙もくは肯定だった。そこを突かれると、ジュダも答えられない。

「シアラは……何か言ってましたか？　その、学校に入学したわけを？」

「彼女と直接話したわけではないから」

　ラウディは首を横に振った後、リーレを見た。赤髪の騎士生も首を振った。

「あたしも、知りません」

　シアラの入学理由、動機が不明。そこがネックだった。

「そういえば、どうして今になって、亜あ人じんだってわかったんだろう」

　騎士生として入学してから、いままで正体を周囲に悟らせることはなかった。ジュダが呟つぶやくと、リーレが自身のこめかみあたりを人差し指で突つつきながら言った。

「どこぞのバカが悪戯いたずら半分で魔ま法ほうを使ったのが原因。攻こう撃げき性のものじゃなかったらしいから、怪け我がとかはないんだけど、その魔法がモロにシアラに直撃したらしいわ。結果、魔力同士が干渉して、シアラの魔法で隠していた部分が露あらわになっちゃった──ってのが真相みたい」

　あ、ちなみにそのバカはあたしが締しめといたから、とリーレは言った。軽々しく魔法を使って悪戯するようなことが許せない性質らしい。

　不幸な事故ということか。ジュダは苛いら立だちを押し殺し、顔を上げた。

「シアラに会えますか？」

「無理だろう」

　ラウディは答えた。

「教官の話では、城から兵士が来て、シアラを連行したそうだ。たぶん王都北東にあるエイレン収容所だろう」

　騎き士し学校から見て、ヴァーレンラント城を挟んだ反対側にある犯罪者収容施設だ。噂うわさでは亜あ人じん解放戦線に属する亜人たちが最近収容される件が増えているらしい。

　──いや、違うな。亜人解放戦線だと疑いをかけられた亜人たちが収容されている……。

　シアラのことを考えると、そんな穿うがった考えが浮かんでしまう。亜人差別主義者たちからすれば、頻ひん発ぱつする爆ばく破は、要人襲しゆう撃げき事件で、怪しいと睨にらんだら犯人だろうが違おうが構わず捕まえて自白に追い込むに違いない。

「そうなると、シアラは助かりませんね」

　ジュダはそっけなく言った。リーレは同意するように目を閉じ、ラウディは首をかしげた。

「いや、彼女が無実なら出られるだろう。あくまでスパイ容疑であって、まだ確定では──」

「ラウディ、その認識は甘いですよ」

　差別主義者たちは、亜人に容赦しない。

「彼らは、シアラが無実だろうが関係なく拷ごう問もんして、スパイだったと自白させますよ。スパイと確定すれば間違いなく処刑される」

「拷問……」

　黄金王子は言葉を失った。トニはベッドの上で、自身の身体からだを抱きしめるように震えている。

　白を黒にして罰を与えることなど差別主義者たちにとって茶さ飯はん事じだ。……そういう行為が、ジュダの過去の後悔に繫つながるわけだが。

「どうしてそう言いきれるんだジュダ？」

　ラウディが不快さをにじませる。

　ふむ、とジュダは淡々と返した。

「以前、行ったことがありますから」

「そうなのか？」

「ええ。あなたが転入してくる前、収容所を見学したことがあります」

　授業の一いつ環かんだった。騎士生たちは収容所を見学したが、その時ジュダはこっそり集団から離れた。何故なぜなら、かつてスロガーヴが収監されたことがあると聞いていたからだ。……つまり母も、ここで囚とらわれていた時があるのだ。

　そんな中、ジュダを迷子と勘かん違ちがいした兵士に呼び止められた。ジュダはあることないことを言い──亜人差別主義者を装よそおい、その兵士からいろいろ聞き出すことに成功した。

　彼は、収容者をいかに尋じん問もんするか教えてくれた。収容所内での亜人たちがいかに愚おろかで、処刑台に送られるかを懇こん切せつ丁てい寧ねいに。……どこに拷ごう問もん室があり──尋じん問もんとは兵士は言わなかった──どこに囚人を閉じ込める牢ろう獄ごくがあり、どこに兵士たちが詰めているか。収容所の裏話、たとえば囚人たちの餌に入れるある隠し味の話も。

「あそこの人間は」

　リーレが口を開いた。

「亜あ人じんをいたぶることが楽しくてしょうがないみたいでした」

　同じ時に見学に参加しているリーレは沈ちん痛つうな面おも持もちになった。思い出しただけでも不快な気分になったようだった。

「──いずれにしても」

　ラウディは苦い顔になった。

「彼女が悪い者だとは私は思えない。……私から収容所の関係者に、シアラに対して公平な扱いをするように口を利きいておこう。エイレンの騎き士し生せいとしての扱いを約束させる」

「収容所に赴おもむくのですか？」

　ジュダが問えば、ラウディは少し考え。

「そうだな。そのほうがいいだろう……ジュダの話が本当なら、シアラが危ない」

　その力強い言に、ジュダはわずかながら希望を見み出いだした。

　──もしかしたら、強硬手段に出なくて済むかもしれない。

「俺も付き添います」

　ジュダが手を上げれば、ラウディはどこかホッとしたような顔になった。

「助かる。君がいてくれるなら心強い」

　君はどうする、とばかりにラウディはリーレに視線を寄よ越こす。

「お供します。あの子、割といい子だし……放っておくのも気分が悪いですから」

　最近会話を交かわすようになったせいか、リーレも行くと宣言した。付き合いの悪さが有名な彼女だが、一度距離を詰めれば、案外にいい奴やつのようだ。

　準備する、と言い残しラウディ、続いてリーレが部屋を出た。次の授業が始まるが、シアラの現状を考えたら、大した問題ではない。

　──ラウディが収容所の連中を説得できればいい。駄目な時は……。

「俺は、ちょっとヤバいことを考えてる」

「ジュダ兄にい？」

　トニが小首をかしげた。

「できれば、協力してほしいけど……危ない橋を渡る。だから無む理り強じいはしない。ここで留守番をしていてもいい」

「まわりのヒュージャンたちは、ボクら亜人に敏感になってる」

　エクートの少女は俯うつむいた。

「バレたらボクだって危ない。それならジュダ兄にいのそばのほうが安全だと思うんだ。それに」

　トニはニコリと笑った。

「心配してくれてありがとう。ジュダ兄がボクを気にかけてくれてるなら、ボクはジュダ兄のためにがんばるよ！　何をすればいい？」
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　騎き士し学校の校庭の端はしで、栗毛の馬に跨またがったジュダは、ラウディたちと合流した。すでにリーレと、ラウディ付きの侍女が待っていた。

　そのリーレが「トニちゃんは？」と聞いてきたので、「留守番」と答えてやった。ポンポンと栗毛を後ろから撫なでてやれば、気持ちよさそうに首を振った。

　学校を出て、王都を進む。ヴァーレンラント城を横目で眺めつつ、ジュダたちは、街行く人々の間をすり抜けて、王都の北東部にあるエイレン収容所へと向かった。

　ラウディはフードで顔を隠していたので、通行人たちは王子には気づかなかった。ただしメイドがついている上に、ジュダやリーレといった騎士生が同行していたので、どこかの貴族程度には見られていたようだった。

　収容所へ近づくに従って、すれ違う人の数が減っていった。

　ジュダは視線を上げる。重厚な造りの建物が見えてきた。分厚い灰色のレンガがぎっちりと隙すき間まなく積み上げられた壁かべは、見る者を威圧する。

　ヴァーレンラント城などは、しっかりした城ながら優雅さをかもし出しているが、このエイレン収容所は無機的な冷たさ、それでいて頑強さの象徴だった。砦とりでや城としても、こちらのほうが攻こう撃げきに耐たえられそうな、びくともしない迫力がある。

　ジュダはトニの背中に乗ったまま、エイレン収容所の外観を眺めた。

　入り口の門の前には歩ほ哨しようが立っていたが、それ以外に人の気配はなかった。収容所の中から悲ひ鳴めいのようなものが聞こえた気がした。どこからか漂ただよってくる臭気のせいか、あるいは声か、近づく者はいないようだった。

「……ここに来るのは初めてだ」

　ラウディの呟つぶやきが聞こえた。その声は、どこか圧倒されているような色が含まれていた。チラとリーレを見れば、彼女は無感動な目で建物を見つめていた。

　馬に乗ったまま門に近づくと、歩哨に止められた。

「何者かっ!?」

　声を張り上げる歩哨。門の真上にある見張り台にも兵士が集まっているのが見えた。

　ラウディがフードを外し、前に出たメイアが歩哨に説明すれば──

「失礼しましたヴァーレンラント王子殿下！　ただいま監督長に確認いたしますので、しばしお待ちください！」

　歩ほ哨しようの一人が、門の脇わきの小さな出入り口へと消えた。上司へ報告に行ったのだろう。ラウディは残る歩哨に聞いた。

「中で待つことはできないのか？」

「申し訳ありません、殿下！　監督長もしくは、所長の許可なしに門を開けることは禁じられております！」

「王族でもか？」

「はっ、殿下っ！」

　ラウディは門を見上げる。ジュダはトニを数歩進ませて、ラウディの傍かたわらに寄らせた。

「なんともしっかりしてますね」

「犯罪者を収容している施設だからな。しっかりしてなければ困る」

　ラウディは無表情だった。いや、緊きん張ちようしているのかもしれない。レギメンスのオーラがジュダの肌を軽く刺し激げきしていた。

「シアラは、スパイだと思っていますか？」

「愚ぐ問もんだ、ジュダ」

　男装のお姫様は、顔を上げたまま視線を動かさなかった。

「彼女が黒だと思えば、ここへ来なかった」

　たしかに──ジュダは同意した。しかしジュダは敢あえて口にした。

「でもここに入れられた時点で、白も黒になります」

　ラウディは答えなかった。

　やがて、重厚な門が音を立てて開いた。歩哨が戻ってきて、敬礼した。

「お待たせしました王子殿下！　お通りください！」

　門をくぐった先には、兵が十名ほど儀ぎ礼れい隊列で待機していた。王族歓かん迎げいというやつだ。

　その中央では、きちんとした身なりの騎き士し──やや腹回りが出ていた中年男性、おそらく責任者だろう──がいて、ラウディに深々と頭を下げた。

「ようこそ、ヴァーレンラント王子殿下」

「ご苦労」

　ラウディは労ねぎらいの言葉をかける。

　中に通されたものの、来らい賓ひん用の応接室で、収容所の所長と面談した程度だった。

　はっきり言えば、ラウディは相手にされなかった。

　彼女がもう少し齢よわいを重ね、あるいはもっと威い厳げんを持っていれば、多少は無理が通ったかもしれないが、あいにくと、男性にしては愛らしいフェイス──実際、女なのだからしょうがない──は、収容所所長には通用しなかった。

「本日収監されたあのウルペ人については、現在取り調べの段階であります。むろん、スパイでないのなら、然しかるべきのちに釈放されるでしょう」

　なんとも申し分ない返答だが、ジュダは所長の話を鵜う吞のみにする気はなかった。

　所長は、ラウディに対して表向き王族として応じているが、態度や言葉の端はし々ばしに、小こ馬ば鹿かにしたようなものが含まれていた。

『王子殿下は、まだ子供なのだ』

　おそらく、この所長はそう思っている。時々見せる思わせぶりなため息も、子供のくだらない質問に煩わずらわされる大人そのものの態度だ。

　──まあ、予想どおりだな。

　王族とはいえ、子供。この手の複雑な問題に対する『正しい』認識があるとは思えない。亜あ人じん差別主義者たちにとっての正しい認識とは、『亜人は悪である』だ。

　ジュダは黙だまって様子を見守った。ラウディと所長の話が終わった時、来る前に抱いていた期待は、所しよ詮せん期待に過ぎなかったと認めざるを得なかった。

「父上に相談するべきだろうか……？」

　ラウディは考え込むが、ジュダはそれも時間の無駄だろうと思った。たぶん当たり障さわりのない答えで、逆に丸め込まれるのがオチだ。大人に任せておきなさい、うんぬん。

　おそらくジュダが、養よう父ふのペルパジア大臣に言ったところで事情は変わらない。

　だから『やる』のだ。できるだけ早く。シアラが、看守たちに蹂じゆう躙りんされる前に助け出す。

　そのためには準備が必要だ。
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　月が出ていた。周囲から一種の城じよう塞さいとして浮いた存在であるエイレン収容所。

　しかし要所に設しつらえられた魔ま石せき灯とうの明かりが、あたりを照らし出している。一日を通して、ほぼ休みなく動いている施設のひとつである。囚人に対する残酷な尋じん問もんは、昼夜を問わないのだ。

　収容所の外に、人の気配はない。夜遅くに、こんな何もない場所に立ち寄る者などいるはずもない。しかし警備を担当する兵士は注意を払い続けている。

　外がい壁へきと見張り塔の間にある歩廊を見回る兵士は、そこでふっと影かげがよぎったことに気づいた。

　思わず身構えた兵士だったが、一いつ瞬しゆんで意識を奪われた。

　何が起きたかわからぬまま絶命した兵士が倒れると、仮面の戦士が歩廊に降り立った。

　狼ろう脚きやく。その跳ちよう躍やくは城壁すら越える。

　仮面の戦士は兵士の遺い品ひんとなった剣を拾う。そのまま歩廊を足音をひそめて進んだ。

　塔に近づいた時、扉が開いて警備の兵士と鉢合わせした。兵士は見慣れぬ侵入者の姿に一瞬、身体からだを硬直させたが、次の瞬間には仮面の戦士の剣が、その兵士を貫つらぬいていた。

　仮面の戦士は見張り塔に入り、螺ら旋せん階段を上る。頂上の見張り台には、兵士が一人。

　物音に振り返る兵士。だが仮面戦士の血塗られた剣が、見張りの身体からだを引き裂いた。戦士は見張り台にある、『非常事態』の際に通報する信号台を破は壊かいする。

「まず、第一段階」

　仮面の戦士──ジュダは、見張り兵の武器であるクロスボウと矢筒を回収すると、見張り塔を降りた。特に隠れることもなく、収容所の外がい壁へき通路を歩きながら、目についた見張り兵をクロスボウで狙ねらい、射殺していく。

　慈悲はない。亜あ人じんを日常的に虐ぎやく待たいしている連中に情けなど無用だ。

　石造りの階段を伝って門の裏側の広場に降りた時、侵入者を告げる鐘かねの音が鳴り響ひびいた。

　通報を聞いた兵士たちが飛び出してくる。剣や槍やり、盾たてで武装した兵士たちは、たちまち侵入者である仮面戦士を見つけ、周囲を囲み出した。十人、いや二十人近くいるか。

「ようやくご到着か。ひとりずつ始末するのも面倒だと思っていたところだ」

　ジュダ──仮面の戦士は剣を構える。

「まとめて相手をしてやる。……かかってこい」
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　悲ひ鳴めいが聞こえる。最初は怒ど声せい混じりのそれも、今では恐怖の色が濃こい。

　それもやがて聞こえなくなる。トニは思わず身震いした。

　──ジュダ兄にいは大丈夫だろうか……？

　そわそわと、トニは収容所の門の前をうろうろしていた。

　どれくらい時間が経たっただろうか。やがて、重厚な造りの大門が音を立てて開いた。

　何の前ぶれもなかったので、トニはビクリとした。

　中から出てきたのは、収容所の兵士──ではなく、みすぼらしい姿の囚人たち。人間もいるが、狼おおかみ人じんやトカゲ人、猪いのしし人じんなどの亜人も多かった。一様に、捕まるのを恐れ、走れる者は走って収容所から逃走する。

　トニはその様子を眺めていた。中から主人と、銀髪の少女が出てくるのをじっと待つ。

　足を引きながら、棒を支えに囚人が出て行く。通り抜けていく囚人たちの何割かは、足が悪いのか、不自然な走り方や歩き方だった。……中で、どんな目にあわされたんだろう──トニは考えようとして、やめた。

　まわりは再び静かになった。もう誰も出てこない。トニは、門の端はしからそっと中を覗のぞき込んだ。

　──探しに、行くべきなのかな？

　ジュダからは、外で待つようにと言われていたが、合図があったら、中に来るようにとも言われていた。でもその合図もなくて──

　不意に、収容所の一角から赤々とした火の手が上がり始めた。

　火事？　ジュダ兄にいがやったのかな？

　我慢できなくなって門をくぐると、仮面の戦士が、銀髪少女と共に出てくるのが見えた。トニは嬉うれしくなった。

「ジュダ兄！」

　思わず駆かけ寄る。銀髪少女──シアラが目を丸くした。

「トニさん？」

「銀髪さんも無事……そう」

　トニの声のトーンが落ちる。シアラは顔にアザができていて、身にまとう囚人服も破れかかっていた。殴られたんだ──トニは察した。

「トニ、荷物を下ろせ」

　ジュダが命じた。

「着るものをシアラに。俺は門を見張ってる。……早くな」

「う、うん！」

　背負ってきた荷物をトニは下ろす。出かける前に調達した衣い裳しよう──いま頃、どこかの貴族出騎き士し生せいが服がないと騒さわいでいるかもしれないが──をシアラに差し出す。

　ジュダが背を向けている間、トニは、シアラが一糸まとわぬ姿になるのを見ていた。

　綺き麗れいだと素直に思った。その艶つややかな銀色の髪が、魔ま石せき灯とうの光に反射してきらきら光っていた。少しトニが遠えん慮りよして視線を外している間に、シアラは着替えを済ませた。

「終わったよ、ジュダ兄」

「王都を出るぞ。トニ、足になってくれ」

「うん」

　トニは、身にまとうワンピースを素早く脱ぐ。肌が、夜の空気に触れて気持ちよかった。どうにも服というのは窮きゆう屈くつだ。トニは、自みずからの姿を馬へと変えた。

　ジュダが荷物から、馬用の装具を取り出し、トニの背中につけていく。それが終わると、素早く馬トニの背に乗る。

「乗れ、シアラ」

　主人であるジュダが、ウルペの少女に声をかけた。

　シアラが背中に乗り、重みが加わるが、馬状態のトニは四脚で大地を踏ふみしめ、微み塵じんも揺るがない。馬としては貧相に見られがちだが、これでもそこそこ体には恵まれているのだ。

　火の手を上げる不気味な収容所から一刻も早く脱出すべく、主あるじらを乗せてトニは駆けた。

　風の如ごとく、そしてその名のとおり、雷いかずちの如く。
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「あなたは、いつも人と違うことをしますね」

　背中から聞こえてくるのは、シアラの声。

　ジュダはトニに進路を任まかせて、月明かりの下、草原を進んでいた。ジュダの腰元にはシアラの手があり、背後から抱きつかれている格好になる。

「なんだって？」

　首を動かして振り向く。仮面を外しているので、表情が月明かりの下でもよく見えた。

「前から、この人はどこか違うと思っていました。……それも今日確信に変わりました。朝、あなたは騎き士し生せいたちに襲おそわれるわたしを助けてくれた。単身、収容所に乗り込む危険を冒おかしてまたも助けてくれた……」

　ふっとシアラの吐と息いきが聞こえた。

「あなたはいったい何者ですか、ジュダ・シェード……」

　シアラの手に力がこもり、ジュダは鎧よろいごしに背中に圧力を感じた。

「まあ、人から忌いみ嫌きらわれている種族とだけは言っておく」

　スロガーヴ──それを人前で口にすることに、躊躇ためらいがあった。警戒心ともいうべきか、相手が亜あ人じんであるシアラにさえ、正体を明かすのに気後れがある。臆おく病びようなんだ、と自じ嘲ちようする。

「ごめんなさい」

　シアラの声が揺れた。

「助けてもらっておいて……助けてくれただけでも感かん謝しやしなくてはいけないのに」

「……酷ひどい目にあったな」

「もうダメだと諦あきらめてました。殺されるんだと。……夢も叶かなえられずに」

「夢？」

「ええ、夢です。騎士になるという夢です」

　彼女は語り出した。騎士学校に、人間に成りすまして入学した理由を。

　騎士になりたい──そう言っていた幼なじみがいた。

　人間の子だった。でも親友だった。一緒に騎士になれたらいいね、とその子は言った。

　しかし友は病やまいに倒れ、この世を去った。シアラは亡き友との誓ちかいを果たすために、騎士への道を目指して王都へと来たのだ。

「結局……夢は果たせませんでした」

　シアラの声は震えていた。泣いているのだろう。ジュダはいたたまれなくなった。

「もう騎士学校には戻れません。わたしも、騎士になれない……」

　約束、守れなかった。

　ジュダの背中に身を預けたシアラ。間違いなく、彼女は泣いていた。

　純粋な夢だったんだな、ジュダは思った。

　──スパイ？　馬ば鹿か馬鹿しい。亜あ人じんだからと偏見を持ちすぎなのだ。こんなにも純粋に騎き士しに憧あこがれている少女の夢、約束が、ただ人間ではないからという理由だけで断たれるなんて、おかしくないだろうか？

　いっぱい努力したのだと思う。シアラの剣の腕前はなかなかだ。二刀の使い手としての身のこなしは、言っては何だがすでに騎士レベルだと思う。

「……なあ、シアラ」

　落ち着くのを待って、ジュダは呟つぶやくように言った。

「騎士学校を卒業するだけが、騎士の道じゃないぞ。たとえば正規の騎士に弟子入りをして、そこで修行して認められれば、騎士になれる」

　本来は、そうやって『騎士』になるのだ。戦争による騎士不足が元で、騎士学校が生まれた。いまではそれが主流になっているように見えるが、古くからの騎士修行の道もあるわけで。

　シアラからの返事はなかった。

　ジュダもそれ以上は続けなかった。正規の騎士からの任命──はたしてどこの騎士が、亜人の少女を騎士見習いにしてくれるというのだろう。

　しばらく進み、街道に出た。道に沿って下れば、近くの街まで一刻ほどの距離だろう。ジュダとシアラは、トニの背中から降りる。

「お別れだな、シアラ」

「ありがとうございました。何から何まで」

　シアラはペコリと頭を下げた。

「トニさんもありがとう」

　馬の額ひたいを撫なでるシアラ。ジュダは荷物を渡す。

「いろいろ不足していると思うけど、お金は入ってる。必要なものは買うなり旅費にしてくれ」

「そんな……いただけませんよ！」

　シアラがお金の入った革袋を返そうとしたので、ジュダは手で止めた。

「必要になる。逆に、いまの俺には必要ない。使ってくれ」

「……ありがとうございます」

　ウルペ人の少女は、目に浮かんだ涙を拭ぬぐった。

「ジュダ君は、これからどうするんです？」

「学校に戻るよ」

　ジュダは王都のある方角に視線を向けた。

「朝までには戻っておかないと。まだ俺にはやることがあるから」

「やること？」

「人間ではない俺が騎き士し学校にいる理由ってやつ」

　ジュダは俯うつむいた。

「俺にも、清算しなくちゃいけない過去がある」

「……そうですか」

　さみしそうに、シアラは呟つぶやいた。

「お世話になりました、ジュダ・シェード。あなたはわたしの心の支えでした。幸運を」

「ありがとう」

　ジュダはトニの背に乗るべく鐙あぶみに足をかけた。

「あの、ジュダ君」

　シアラが、恐る恐るといった感じで言った。

「もし、あなたが騎士になったら、わたしをあなたの騎士見習いにしてくれますか？」

　思わずジュダは目を丸くした。──騎士見習い、俺の？

　先ほどの騎士学校以外に騎士になる方法の話を思い出す。なるほど、そういう手があったか。

「……ああ、もし俺が騎士になったら、な」

　なれるだろうか、騎士に──ジュダはトニの背中に乗ると、シアラに別れを告げた。

　彼女は見えなくなるまで手を振ってくれた。

　ジュダは視線を正面に戻す。騎士学校。俺の、やること……王を討つ。

　声にならない感情の波が、全身を駆かけ巡り、ジュダは天を見上げた。










　　　　　第四章　騎き士しとお姫様




『エイレン収容所、襲しゆう撃げきさる！』

　その報は王都を駆かけ巡った。解き放たれた犯罪者たちに王都中に緊きん張ちようが走ったが、脱だつ獄ごく囚しゆうによる窃せつ盗とうや暴力事件は思ったより少なく、その多く──大半が亜あ人じんたち──は、収容所襲撃の直後に起きた城じよう壁へき破は壊かい事件のどさくさに紛まぎれて王都外へ逃れたようだった。

「仮面の戦士の仕し業わざだ」

　収容所を破壊した犯人はわかっていた。収容所の警備は全滅したが、脱獄した囚人たちが漏もらしたのだ。

　単身、収容所の警備を全滅させた仮面の戦士。施設を潰つぶしただけに留とどまらず、直後に城壁の一角を倒壊させたのも仮面の戦士の仕業となれば、いよいよ王国側も本腰を入れたのだった。

「仮面の戦士はスロガーヴかもしれない」

　その噂うわさは瞬またたく間まに王都を駆け巡った。当然、騎士学校でも──

「スロガーヴ」

　ラウディは腕を組んだ。正直あまり機き嫌げんはよろしくなさそうだった。

　それはジュダにしても同じで、教室で騎士生が「スロガーヴ……」の言葉を切り出すたびに、眉まゆがピクリと反応してしまっていた。

　シアラを助けたことは後悔していない。収容所の警備を殲せん滅めつしたのも何の良心も痛まなかった。……収容所で、傷つけられ、痛めつけられた亜人たちの姿を見た直後だけに。

　だが、やりすぎてしまったかもしれないとも思う。以前、ラウディが仮面の戦士は人工スロガーヴかもしれない、という話をしたが、あくまで憶測で確かなものは何一つなかった。しかし今では仮面の戦士はスロガーヴだろう、そうに違いないというレベルになっている。……ジュダにとって、それは非常に都合の悪いことだった。

「……シアラは、無事だろうか」

　講義の合間の休きゆう憩けい時間。ラウディが深々とため息をついた。

「結局、私は彼女に何もしてあげられなかった。王子などと言われていても、私に、力などないのだ……それがたまらなく悔しい」

「……あなたはよくやったと思いますよ」

　ジュダは静かに告げた。

「実際、無駄足に終わったとはいえ、直接収容所に赴おもむいたではありませんか。あなたはあなたなりにやれることをやりました。立派です」

　俺は慰なぐさめているのか──自分でも意外だった。

「そうですよ、ラウディ様」

　ジュダの前の席に陣取るリーレが振り返った。

「あなたが気に病やむことじゃありません」

「そうだろうか？」

　ラウディは頑かたくなだった。

「行動は示した。しかし、それだけだ。結果が伴わない行動に、何の意味がある？　私はシアラを助けられなかった……父上だったら、こうはならなかっただろうに」

　それは──ジュダは言葉に詰まった。

　たしかに最高権力者である国王が行動すれば、シアラを助けられたのかもしれない。

　しかし、実際、王は動いていない。行動したのはラウディだ。王にとっては、シアラなど亜あ人じんの一人に過ぎず、そのためにわざわざ手を下すことなどないだろう。

「国王なら、助けもしませんでした」

　ジュダは淡々と言った。

「騎き士し学校に潜もぐり込んでいた亜人の一人。絶対に助けたりはしなかった」

　その瞳ひとみに浮かぶのは王の姿。断頭台にかけられるスロガーヴを、冷れい徹てつに見下ろしていた王。

「ジュダ……？」

「……でも、あなたは違う。そうでしょ？」

　ジュダは小さく笑みを浮かべた。そうとも、ラウディはラウディ、国王は国王だ。

　リーレが口を挟んだ。

「きっと、シアラも生きてると思いますよ。死体が見つかってないってことはそういうことでしょ？」

　生きてますって──まるで言い聞かせるように、リーレは呟つぶやいた。まるで友だちを慮おもんぱかるようなその表情。人付き合いの悪さに定評のある彼女だが、どうやらその評価も改める必要がありそうだとジュダは思った。

「リーレ、君っていい奴やつだな」

「はぁ？」

　赤毛の少女は素すっ頓とん狂きような声を上げた。ジュダは指摘する。

「シアラのことを心配したり、ラウディを励はげまそうとしたり──」

「励ます？」

　ラウディが目を丸くする。リーレの顔色が朱に染まっていく。

「べ、べ、別に励ましてなんかないわよ！　シアラのことだって、事実を言っただけよ、事実を！　あたしは何もおかしなことは言ってない！」

「ああ、何もおかしなことは言っていないよ」

　真ま面じ目めぶってジュダは言った。リーレは何故なぜか悔しげに顔を歪ゆがめた。

「そ、そんなことより、仮面の戦士！　あれっていったい何者なんでしょうね。収容所破は壊かいしたりとかして──」

　あからさまに話題をそらすリーレ。ラウディもその話題に乗ったが、ジュダにしてみれば、その話題には触れてほしくなかった。

　仮面の戦士……。

　収容所で虐しいたげられている亜あ人じんたちを見た時、改めて王への敵意を持った。やはり上が変わらなければ、下も変わらない。仮面の戦士──俺が、動かなくてはならない。

　だが──ジュダは躊躇ためらいを覚えていた。

　シアラには清算しなければならない過去などと言ったが……ジュダが王を討った時、その後を継つぐのは、王子であるラウディだ。

　この王子のふりをしている女の子だ。彼女に、国をまとめるという重責を担になわせていいのだろうか。

　亜人にも公平な彼女なら、いい国を作ってくれるかもしれない。だが、それはまだ先の話ではないか。人間と亜人が対立を深めている今、彼女にそれを求めるのは酷だと思った。

　──ああ、まったく……！

　ジュダは焦しよう燥そうする。ラウディが王族でなかったら。あの王の娘でなかったなら。こんな気持ちにならなくて済むのだが。

　──ほんと、うまくできてないんだな、世の中ってのは。




[image: ]




　本題の前に、ジャクリーン教官は騎き士し生せいたちを見回した。

「諸君も噂うわさは耳にしていると思うが、スロガーヴがこの王都に潜せん伏ぷくしている疑いがある」

　騎士生たちは教官の口から直じかにそれを聞き、緊きん張ちようを深めた。

「現在、仮面の戦士について捜索と調査を行っている。その正体については不明だが、スロガーヴである可能性が極きわめて大と判断された。闇やみの魔ま獣じゆうと言われるスロガーヴは『人』の姿をとる。つまり人間の姿で、今もどこかでその牙きばを研といでいるものと思われる」

　騎士生たちはざわめく。ジャクリーン教官は教卓を叩たたいた。

「静せい粛しゆくに。仮面の戦士がスロガーヴであるとすれば、それは忌ゆ々ゆしき事態である。だが、同時にその正体を探るチャンスでもある」

「どういうことでしょうか？」

　貴族生のサファリナが問うた。ジャクリーン教官は頷うなずいた。

「スロガーヴは黄金に弱い。それに触れると火傷やけどに等しい傷を負うのだという。スロガーヴか否いなか、黄金に触れさせればわかるということだ。よって、スロガーヴ狩りの黄金試験を行う」

　教官は宣言した。騎士生からどよめきが上がる中、ジュダは無表情にそれを見つめた。

　──黄金の試験だと？　冗談じゃないぞ。

「試験の対象は王都にいるすべての人間だ。当然、私や君たち、騎き士し生せいも調査の対象となる」

　──まずい。

　ジュダは思わず口元を手で覆おおった。

　黄金の試験などやられたら、ジュダがスロガーヴであることがバレてしまう。騎士学校は正体を隠し、潜せん伏ぷくするための隠かくれ蓑みのだが、そこで調査が行われれば──意味がなくなってしまう。

　収容所襲しゆう撃げき、それに続く城じよう壁へき破は壊かいがやりすぎだったのだ。いまさら言っても仕方がないが、もう少し慎重にことを運ぶ必要があった。急ぐ必要があったとはいえ、スロガーヴにしかできないような芸当を用いたがために招いた危機。いま正体が露ろ見けんするようなことは避さけたい。

　何故なぜなら、まだ仇かたきである王を討っていないから。

　この目的を果たす前に、正体がバレてはいけない。もし正体が発覚してしまえば、ジュダがとりえる行動は多くない。──最悪、戦争になる。スロガーヴ対人間の戦争に。しかし、奇襲で動くのと、正面からの攻撃とでは勝手が違う。

　できれば正面からの衝しよう突とつは避けたい。仮に王都での戦いを制したとしても、その後、人類すべてを敵に回し、追い掛け回されるのは勘かん弁べんしてほしいところだ。

　ならば逃げるか？　いや、それも賢けん明めいとはいえない。黄金試験の直前に失しつ踪そうなんかしたら、自みずからスロガーヴであることを告げるようなもの。それならばいっそ──という気分にもなる。

　くそ──ジュダは思わず心の中で悪態をつくのだった。

　ジャクリーン教官の説明は続く。

　黄金の試験は王都で行われるが、さすがに王都中の人間を対象とすれば、一日二日で終わるはずもなく地区ごとに順次行われることになった。

　騎士学校の生徒たちが黄金試験を行うのは、一週間後。進しん捗ちよく状況によっては一、二日くらい前後すると教官に言われた。

　つまり、ジュダが王暗殺のために動ける時間は、約一週間ということになる。

　それまでに計画を立てて実行に移さなければならない。スロガーヴに備そなえて、もっとも警戒しているこのタイミングで暗殺。……どうにも行動を急せかされているようで、よろしくない。

　しかしこれを逃せば、次以降はさらに困こん難なん。多少の無理も承知で動かなくてはならない。

　そんなジュダの心理をよそに、ジャクリーン教官は「通達終わり」と告げると、本題を切り出した。

「六日後、エイレン騎士学校の創立記念日だ。騎士生最上級学年の諸君らには、いまさら言うまでもないが、今年も盛大に執とり行われる。せいぜい大おお盤ばん振ぶる舞まいされる料理に舌した鼓つづみを打ち、日頃の慰い労ろうを兼ねて騒さわぐがいい」

　ざわめく教室。とくに女子生たちの声は明るい。もっともリーレのようにあからさまに興味なさそうに明後日あさつての方向を向いている者もいたが。

「創立記念祭は仮装パーティーだ。各自、今年も適当な衣い裳しようで仮装を楽しむように」

「創立記念、仮装パーティー？」

　ラウディが呟つぶやいたその時、ジュダは心の中でため息をついた。

　エイレン騎き士し学校の創立記念を祝う、年に一度の行事である。……だがジュダはこの手の祭りが好きではない。

　教きよう壇だんのジャクリーン教官が、ぐるりと教室内を見渡した。

「そんなわけで、今回も各クラスから騎士役とプリンセス役を選出する。学校外からもゲストが多数参加される。それらに覚えもよくしてもらう機会と考えるなら、大変名誉な役どころだ──なあ、ジュダ・シェード騎士生？」

　唐突な指名。俺はそんなに退屈そうにしていたか──ジュダは少しイラッときた。黄金試験のことで頭を悩ましている矢先のことだ。それでなくても創立記念祭などに興味はない。

　どうせこの手の役どころは、貴族生が務つとめると相場が決まっている。彼、彼女らは、他の貴族の前で目立つ機会を窺うかがっている。婚約相手うんぬん、貴族間の交友関係諸もろ々もろ……。

　そんな貴族生たちがジュダを見やる。お前にそんな役はないぞと言わんばかりに。──心配しなくても志願なんかしないぞ。

「ジュダ？」

　ラウディが怪け訝げんそうな顔で見つめてくる。ひょっとして顔に出ていたか──ジュダは何でもないとばかりに首を小さく振ったが、そこでふと思った。……なんだ、ぴったりな人がいるじゃないか。

「教官殿」とジュダが声を上げれば、ジャクリーン教官が楽しそうな顔になった。

「お、ジュダ、志願か？」

「提案よろしいでしょうか」

「……なんだ、志願ではないのか」

　ジャクリーン教官は少しがっかりしたようだったが、すぐに頷うなずいた。

「提案を聞こうか、ジュダ・シェード騎士生」

「このクラスのお姫様の役ですが──ラウディ・ヴァーレンラント殿下がよいと思います」

「は!?」

　クラス中が騒そう然ぜんとなった。

「ちょ、ちょっと待て、ジュダ！」

　ラウディが突然のことにオロオロし始めた。

「わ、私に、女の格好など……」

「以前、女装したがっていたではありませんか」

　小声で言えば、ラウディは首を振った。

「いや、それとこれは──」

「俺……自分はッ！　王子殿下が、この役にふさわしいと思います！」

　真ま面じ目めくさってジュダは声を張り上げた。

　顔は文句なし。ひとたびドレス姿になれば、さぞ美少女に変へん貌ぼうするだろう。その様を思い描くのは簡単だ。本当なら、男子が姫役など道化もいいところ。場の笑いを誘うところであるが、ラウディなら話は別だ。本人は否定するだろうが、彼女がやれば似合いすぎて馬ば鹿かにする者はいないだろう。……別に姫役が女でなければならないこともない。騎き士し役を女子生が務つとめたこともあるし。

「ジュダ！」

　非ひ難なんげなラウディ。ジュダは横目で、王子を見た。

「……逃げるんですか？」

　カチンときたのが、ラウディの表情から見てとれた。

「王族とは、人々の模も範はんとなり先を行くものではないんですか」

　沈ちん黙もく、睨にらみ合い。教室が騒そう然ぜんとなっている。ジュダの正気を疑う男子騎士生たちに対して、女子騎士生たちは別の意味でざわめく。

「え、ラウディ様がお姫役……？」

「王子殿下は騎士役のほうが──」

「でもお姫様役でも──」

　騎士生たちが顔を見合わせる中、ジャクリーン教官は教卓に手をつき、とても困惑した顔でジュダを見た。

「せっかくの提案だが……その、さすがに王子殿下に姫役の仮装をしていただくというのは……。こう、他の者のほうが──」

「いいえ、教官」

　ラウディが席を立った。

「彼の提案、受けようと思います！」

　バッと身を翻ひるがえし、騎士生たちを見回すと、ラウディは自身の胸に手を当てた。

「ここまで言われて下がるは王族の恥。言われたからには、謹つつしんで王女役を引き受ける！」

　おおっ──クラスからどよめきが上がった。

「ラウディ殿下……騎士生がそうおっしゃるのであれば」

　ジャクリーン教官の言葉がトドメとなった。誰も、この決定に異を唱となえる者はいなかった。

「覚えてろよ」

　着席したラウディが呟つぶやいたのをジュダは聞き逃さなかった。ジュダは聞こえないふりをした。

「さすがです、ラウディ」

　ふん、と視線をそらす男装のお姫様。拗すねているのか──ジュダはさりげなく言った。

「あなたのドレス姿、楽しみにしています」

「……そうやって私を笑い者にするんだろ」

「いえいえ、本音です。きっと綺き麗れいなんでしょうね」

「……そ、そう」

　力ない返事。そっぽを向かれたが、これ以上は皮肉になると思い、ジュダは黙だまった。

　続いてお姫様をエスコートする騎き士し役の選抜になった時、志願者の数はある意味異常だった。

　男子騎士生だけではなく、女子騎士生たちの志願が特に目立った。美び貌ぼうの王子が女装するというのもアレだが、その相手役を務つとめたい女子生たちが実に多いこと。ここらで王子に好印象をもたれたいのだろう。ふだんラウディはジュダと一緒にいることが多いので、この機会は見逃せないのだ。

　まあ、せいぜい頑張ってくれ──目立つ役が嫌きらいなジュダは、当然騎士役などに志願するはずもなくスルーする。……はずだったのだが。

「はい！」

「な、ラウディ騎士生、あなたはもうプリンセス役では──」

　教官の動揺した声に、ジュダは視線を戻した。教官から名前が出たのを指名と受け取ったか、ラウディは席を立った。

「提案よろしいでしょうか、教官殿」

「ど、どうぞ」

　なにやら嫌いやな予感がしたのはジャクリーン教官だけではなかった。

「騎士役は、ジュダ・シェード君がいいと思います！」

「はあぁっ!?」

　クラス中から非ひ難なんめいた声が上がった。しかし一番声が大きかったのは、誰あろうジュダ本人だった。

「な、なんで俺──」

「君も道づれだ、バカめ」

　ラウディが小声で毒づいた。しかしすぐにいつものキリリとした表情になる。

「彼が私を王女役に推おした。だが私は今回、このイベントは初めて経験する。当然ながらエスコートが必要だ。そしてそれは、私をこの役に当てたジュダ・シェード君が適任だと思う。彼なら、私よりもこの祭りに精通しているだろう……」

「何を勝手なこと言って──」

「ふん、それはお互い様だ」

　ラウディは取り合わない。

「私には彼を騎士役に推す権利がある。認められないというのであれば、不本意だが王女役は辞退させていただく。パーティーにも参加しない！」

　一度決めたことを翻ひるがえそうとする王子殿下には困ったものだが──ジュダは、周囲からの批判めいた視線を覚悟するが、何故なぜかまわりは消沈したように静かになった。

　ジャクリーン教官がため息をつく。

「このままでは収拾がつかなくなる恐れがあるので騎き士し役には、ジュダ・シェード騎士生を当てる。なおこれはラウディ騎士生……王子殿下の、つまり王族命令である、よって何か意見があれば殿下に直接言うように」

　教官が投げた。クラス中からため息が聞こえたが、それは何に対するため息なのか、ジュダにはわからなかった。
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「自じ業ごう自じ得とくだ」

　騎士学校の寮りよう、ラウディの部屋にジュダはいた。

「君が悪いんだからなジュダ。責任はとれよ」

　ラウディの声が、仕切りの奥から響ひびく。部屋の奥のほうから差し込む光が、仕切りに彼女の影かげを映す。いまラウディは、メイアに衣い裳しよう合わせをしてもらっていた。

「綺き麗れいなドレスを着たいとか、言っていたではありませんか？」

「……そんな昔のことなど忘れた」

　ラウディの拗すねた声。ジュダはため息をつく。

「あなたの秘めた願望を叶かなえて差し上げたのに、俺に対しては望んでもいない騎士役なんか押し付けて……ひどいお姫様だ」

「お姫様いうな」

　影の王子がぷいっとそっぽを向いた。

「それに……なんだ、秘めた願望って」

「違うんですか？」

「私はお姫様の格好なんかに憧あこがれてなんかいないんだからなっ！」

「……その割には、ノリノリで衣裳合わせをしているように見えますが」

「ノリノリではない！」

　動かないでください、ラウディ様──メイアの小声の注意が飛んだ。

　仕切りの向こうで、侍女が、ほっそりした胴どう鎧よろいのようなシルエットのものをラウディのお腹なかあたりに持ってくる。

「こ、これが、そうなのか……？」

　影絵の彼女は、そのずいぶん細い胴鎧のようなものをつけて……。

「いきますよ」

「う、うん……うっ」

　ラウディの、もとより細めの腰まわりが、一段と細くなった。メイアが後ろから紐ひもで締しめ上げているそれは。

「ああ、コルセットですか」

　ジュダが呟つぶやけば、それが聞こえたのか、ラウディが驚おどろきを含んだ声を発した。

「……こんなものを妹や貴族娘たちは身につけているのか？」

　ウェストを細くし、その分、胸やヒップの豊かさを強調する補整下着、コルセット。噂うわさには聞いたことがあるが、いやはや──ジュダは少し興味が湧わいた。

「へぇ、女性用のコルセットってどうなってるんですか？　ちょっと見せてもらっても？」

「はっ？　ば、バカ、何言ってるんだ。見せられるわけないだろっ！」

　ラウディは怒ど鳴なった。コルセットを見るくらいで、そんなに怒らなくてもいいだろう、とジュダは思ったが、硬質な侍女の声によって止められる。

「いまラウディ様は、コルセット以外、衣い裳しようを身につけておりません、殿方はご遠えん慮りよください。……というか近づいたら刺しますよジュダ殿」

　──なるほど、ラウディの裸を見たいと勘かん違ちがいされたのか……。

　ジュダは席に深く腰掛けた。フランの森の泉で水浴びをするラウディの姿が脳裏をよぎる。

　仕切りを挟んで反対側に、裸の王子、もといお姫様がいて、その女性的ボディラインが影かげとはいえ見えるとあって、胸をざわめかせた。ほっそりしたシルエット。細く矯きよう正せいされた腰のせいで、いつもより胸やお尻しりまわりが大きく見える。……ムズムズしてきた。もやもや、かもしれない。

「ラウディ様、もう少し──」

「えぇ!?　もっと？　これ以上は──」

　どうにも装着に手間取っているようだった。補整下着といえど限度はあるだろうし、サイズが適切ではないのかもしれない。

　試着は重要だ、と一人ジュダが納得していると、ラウディはコルセットを身につけられたみたいだった。しかしメイアの手を離れた途と端たんにふらつく。

　──おいおい、大丈夫なのかあれ？

　仕切りの向こうのお姫様を心配していると。

「あ──」

　ラウディがバランスを崩くずした。その伸ばした手は仕切りに届くことで、転倒を免まぬがれ──なかった。仕切りはラウディの体を支えることができず、そのまま押し倒される。

「あ……」

　絶句である。

　ラウディの姿を隠していた仕切りはもはやない。侍女の先の言葉どおり、彼女はそれ以外何も身につけていなかった。

　金髪碧へき眼がんの少女の顔は、まるで狐きつねにつままれたようだった。つつましくも、しっかり存在する柔らかそうな双房が、ジュダの視線の先にある。意外にある谷間──ジュダは思わず天を仰あおいで視線をそらした。

「きゃあぁ──」

　悲ひ鳴めいが聞こえたが、何も言うことはなかった。──事故だよな、これって。

　ジュダは目をつぶった。レギメンスの血を引く、天敵娘の裸身を目まの当あたりにして……もやもやとした感情が湧わきあがる。欲情している──それを自覚し、何とも言えない気分になった。そりゃ時々、胸の大きな女子騎き士し生せいに視線が行ってしまったり、生意気な貴族娘にお仕置きしたい、などと思うこともあるが。

　仕方がない。男として生まれたからには。スロガーヴは人間と行為を持つことが可能。実際、亡き母はスロガーヴ、こちらも亡くなっている父は普通の人間だった。

「一発殴っておきますか？　ラウディ様の生まれたままの姿を殿方が見るというのは──」

　淡々としたメイアの声。しかしラウディは。

「生まれたままとか言うな！　い、いや、いまのはどう考えても私が悪い！　事故だ。だからジュダは悪くない。いいから仕切りを立てて！」

　ラウディの涙声を聞きつつ、『はい、ラウディ様』とメイアが仕切りを立て直す。

　──……。

　しばらく無言が続いた。

　仕切りを挟んだ向こうでは、メイアが何事もなかったようにラウディの衣い裳しよう合わせをして──当のラウディは黙だまり込んでいた。

　何と声をかけていいかわからず、ジュダはただ時間が過ぎるのをじっと待つ。なかなか苦く悶もんに満ちた沈ちん黙もくだった。この部屋に留とどまる理由もないし、一度部屋に戻ろうかと思ったが。

「待っていろ。それもこれも君のせいなんだからな！」

　帰らせてくれなかった。仕方なく、仕切りごしの彼女の着替えを堪たん能のうする。ドレスをつけたその影かげは、もう完かん璧ぺきな女性にしか見えなかった。

「ジュダ、聞いてもいいか？」

　仕切りを挟んで、ラウディの神妙な声が響ひびいた。

「何です？」

「……君は、将来のことは決めているのか？」

　唐突な問いだった。ラウディは続ける。

「騎士学校に通っているんだ。君もいずれ騎士になる。私は……まあ、王子だから、決めようがないのだが……君は違うだろう？」

　ラウディの言葉に、ジュダは返す言葉もなかった。

　復ふく讐しゆう心しん。王都にいるための口実、王を殺害するために騎士身分を利用しようと以前は考えていた。実際、卒業を待たなくても、強行手段に出るだけの力は持っている自負がある。

　──前は考えていたんだが……。

　騎き士しになって王に近づき、機会を窺うかがう。王城を職場にできればいいと思ってはいたが──

「騎士学校を卒業したら、近この衛えにでも志願するか？」

　ラウディの声で我に返る。

「黄金騎士になるのは嫌いやですね」

　体質的にも、黄金がコーティングされた甲かつ冑ちゆうをまとう近衛隊は選択の外だ。一番、王に近い配置ではあるのだが。

「では君のいう養父おやじ殿──ペルパジア大臣に仕つかえるのか」

「さあ、どうでしょうね」

　ジュダは言葉を濁にごした。現状、将来のことなど考えている余裕はない。数日中に、国王──ラウディの父親を殺害しなければならない。

　その騒さわぎで黄金の試験が中止になれば、まだ王都にいることも可能だろうが、おそらくそうはならないだろう。すべてを成し遂とげたら王都を離れる。この王子のふりしたお姫様とも別れ、二度と話すこともないだろう。……少し胸の奥が疼うずいた。

「君の実力なら、進路希望を出せばどこでも行けるのではないか」

「それは……光栄ですね」

　スロガーヴである身を考えると、はなはだ愉快なことではある。

　だが、それはない。実力はともかく、人間性──人間でないことを考えれば皮肉な話だが──に問題大有りだ。この捻ひねくれ者で、嫌きらわれ者である我が身を思えば、それほど進路に恵まれているとは思えなかった。

「お綺き麗れいです、ラウディ様」

　試着が終わったのか、仕切りから彼女の影かげが消えていた。鏡の前に移動したのか。

　さて、ラウディが着飾った結果がどうなったのか。進路の話を振られて、少し気分が滅入っていたから気分転換になりそうだ。ジュダは声をかけられるまで待機した。

　彼女の妹君は、王国一の美姫などと言われているくらいだから、さぞラウディも美しくなっていることだろう。

　そのあたりはジュダにも想像できるが、問題はどの程度のものか、である。

　ラウディはなかなか声をかけてこなかった。自みずからを映した姿見に見み惚とれているのかもしれない。彼女は否定するだろうが、憧あこがれのドレス姿なのだ。

　しばらく待っていたら、布の擦こすれる音が聞こえてきた。これはまさか着替えているのか？

「披ひ露ろうはなしですか？」

「なんだ、見たかったのか？」

　そっけない声が仕切りの向こうからした。ジュダは落胆を露あらわにした。

「ええぇ……」

「なんだその声は？」

「これだけ待たせて、見せてくれないなんて」

「だって、恥ずかしい……君にドレスを見られるなんて」

「あなたのドレス姿が見れないと知っていれば、ここにはいませんでした」

　何のために待っていたと思っているのか。もちろん、ラウディがドレスを着てお姫様になったら皮肉のひとつも口にしただろうが、しっかり女の子になっているところも見てみたかった。

「さあて、ジュダ」

　仕切りの端はしから、ひょっこりとラウディが顔を覗のぞかせた。いつもは後ろで束たばねている金色の髪をそのままにしているから、一いつ瞬しゆん、どこのお嬢じようさんかと思った。

「こちらに来て」

　髪をそのままにしているということは、ドレス姿をお披ひ露ろ目めか。ジュダの胸が高鳴る。

「失礼します」

　ラウディを追って部屋の奥へ。しかしラウディはふだんの貴族服だった。普通にズボン。せめてスカートにしてくれれば、その髪型に合っていたのに。がっかりだ。

「何を期待していたんだ？」

「別に」

「そう。まあいい。じゃあ、次は君の番だ」

「何の話です？」

　本気で意味がわからなかった。ラウディは、わざとらしく驚おどろいた。

「忘れてるのかな？　君は私のエスコート役だ。当然、騎き士しの格好でパーティーに出る」

「ええ、そうでした。騎士の格好ですね、まったく」

「その様子だと、適当なもので合わせるつもりだったようだな。いけないな、私が本気でドレスを身につけるのだから、君も本気で正装してくれないと。……というわけで、用意させた」

　ラウディが指を鳴らすと、メイアが部屋の一角にある大きな箱を開けた。

「君には黒が似合うと思うんだ」
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　学校行事である創立記念祭の日取りが迫る。

　ラウディのお姫様披ひ露ろうと同時に、ジュダが騎士役をこなす日が近づいていた。合間に、騎士学校の建物の点検と、祭りに向けた準備で三日ほど学校が休みになったが、その間もジュダは王への復ふく讐しゆう、その計画を立てて過ごした。

　休み明け、ジュダの養よう父ふであるペルパジア大臣が騎士学校を訪問した。

　事前に何の報しらせも受けていなかったジュダは驚おどろいたが、大臣は教官たちとの会談の後、講義中にもかかわらず、ジュダを呼び出した。

　かくして校庭の端はしを、ジュダは、六十近い歳としの大臣と歩くことになった。

「何とも清すが々すがしい空気だ。城にこもっていると、身体からだが鈍なまっていくのを感じるよ」

　そう口にする白髪の大臣は、背筋がピンと伸び、足取りも軽やかだ。

　ジュダは特に歩調を合わせる必要もなく、むしろ油断していると置いていかれそうな気にさせられた。別段急ぐわけでもないが、とにかくペルパジアという人物は機敏なのだ。銀色の刺し繡しゆうの入った灰色のローブをまとう姿は、高名な魔ま術じゆつ師しか司教のようでもあった。

「学校はどうだね、ジュダ」

「ええ、悪くありません」

　ジュダは思わず口元を緩ゆるめた。

「とても……いい経験を積んでいます」

「それはなによりだ」

　ペルパジア大臣は唇を引き締しめて、校舎のほうへ視線を向ける。

「つかぬことを聞くが、ジュダ。ラウディ殿下とはどうなのだ？」

「……王子殿下？　どうとは、どういう」

「小耳に挟んだ。ラウディ殿下と親しいそうだな」

「そう見えているようですね」

「違うのかね？」

「互いに名前で呼ぶ仲です。本当に親しいかについては……複雑です」

「君がスロガーヴで、王子がレギメンスだからか？」

　ペルパジアは要点を突いた。

「彼を殺さずにいることが奇跡のように思える」

　彼か──どうやら大臣もラウディが女であることを知らないようだ。少し気分がよかった。

「後先考えずに行動しないように自じ重ちようしているんです、養父おやじ殿」

　かつてのペルパジアの言葉が、いまでもジュダの心に残っている。

『その力を決して人に見せてはならない。惨みじめな最期を迎えたくなかったら、な』

　決して英雄になるな。そう、目立つのは避さけている。

「あなたの教えを忠実に守っているのです」

「人里離れた亜あ人じんの村に君を預けていた頃を思い出す」

　ペルパジア大臣の言葉に、ジュダは胸を搔かき乱される。

　人間たちによって滅ぼされた亜人たちの集落。友だちも、村人も皆殺しにされたあの村の出来事。軽率な行動が招いた悲ひ劇げきを、ジュダは忘れてはいない。

「あの集落が壊かい滅めつした時、十年前の悲劇を思い出した。人間から亜人を守るべく王国に立ち向かい、囚とらわれ、処刑された彼女のことを」

「母は……正しいことをしたと思います」

　ジュダは声を落とした。

「亜あ人じんたちの土地を奪い、殺そうとした人間たちと戦ったのですから。でも……その母を」

　王国は、王はその母を殺した。ジュダの中で怒りが渦巻く。スロガーヴだから、人間を殺したから、処刑された。なら亜人を殺した連中は処刑されないのか。

　理り不ふ尽じん。それ以外のなにものでもない。

「君が、騎き士し学校に通いたいと私の許もとを訪ねてきた時、予感があった。来るべきものが来たのだと思った。母親の仇かたき討うち──」

　ジュダは答えなかった。王都の騎士学校に入りたい、そのためにペルパジアの力に頼った。しかし何故なぜ、王都に来たのか、そのことについては養よう父ふである彼には言わなかった。ペルパジアも何も言わなかったが、やはり彼はジュダの目的に気づいていたようだ。

「この期ごに及んで、尻しり込ごみしているのかねスロガーヴ」

「……思い過ごしでしょうか養父おやじ殿。あなたは俺に王を殺させようとしているのですか？」

「そのつもりで王都にいるのだろう？」

　逆に、ペルパジアは聞き返した。

「子の面倒を見るのが親だ。子のやることの覚悟なくして、親など務つとまりはしない」

　ペルパジア大臣は真顔で告げると、足を止めた。学校の校庭から見つめるその先には、ヴァーレンラント城がある。

「何を躊躇ためらっているのだ息子よ。その力があれば、城の警備など物の数ではあるまい？」

「呆あきれました。あなたは王に仕つかえる大臣でしょう。それが王を殺せと、俺に言うなんて」

「確かに、王に仕える者の言葉ではないな」

　ペルパジアは、それでも穏おだやかな表情を崩くずさなかった。

「私は日々憂うれいている。いま、この国の治安は悪化の一いつ途とを辿たどっている。古くから人間と亜人種の争いはあったが、その対立は日に日に深まるばかりだ」

　亜人解放戦線──それがジュダの脳裏に浮かんだ。王都をはじめ、各地で人間に対し攻こう撃げきを行っている武装集団。それを鎮ちん圧あつするという名目で王国軍が動いているが、その裏で無関係の亜人たちへの迫害が続いている。……ジュダの中で、苛いら立だちがこみ上げる。

「このままだと、この国は内乱に突入する。それも人類対亜人という最悪の形でな。どちらかが全滅するか追放されるまで。……その時、君はどちらにつくかな、ジュダ」

　ペルパジアは微笑ほほえんだ。

「国王は現状を打開する手立てを見つけられずにいる。貴族の多くは亜人に対し差別的だ。亜人に甘いと、王を快こころよく思っていない者も多い」

「口を挟んでも？」

「構わんよ、息子よ」

「もし内乱を止めたいというのであれば、むしろ亜あ人じん差別主義者を討つべきでは？」

「これは驚おどろいた」

　ペルパジアはわざとらしく言った。

「君からそのような台詞せりふを聞くとは。王は母親の仇かたきではなかったのかね？」

「それはそうなのですが……」

「亜人差別主義者を嫌きらうのは理解できる」

　深く同情するようにペルパジア大臣は頷うなずいた。

「アルタール公の殺害──あれは見事なものだった。さすがはスロガーヴといったところだ」

「……恐れ入ります」

「だが、ここにきて、少々やりすぎたな」

　大臣は人差し指をジュダの心臓に向けた。

「エイレン収容所を吹き飛ばしたのは君だろうジュダ」

「ええ」

　ジュダは頷いた。ペルパジアの人差し指が上下する。

「どういう理由があったかは知らないが、あれは軽率だったと言わざるを得ない。というより、手段を選ぶべきだった」

「それは思います。……あなたの教えに反した結果、ですね」

「そうだな。自じ業ごう自じ得とくだ」

　ペルパジアは歩き出した。

「黄金試験を回かい避ひする手は何か考えているか？」

「いえ。正直どうしたものか」

　ジュダは首を横に振る。スロガーヴ狩りの黄金試験──そんなものをやらされた日には。

「黄金に直接触らなければいいのですが、手袋をして試験を受けるわけにもいかない……」

「まず間違いなく正体が発覚するだろうな」

　身の破滅である。逮捕され、黄金の鎖くさりに繫つながれ、黄金の断頭台行きだ。母と同じように──面白くない未来だ。

「……黄金の試験、あなたの権限でやめさせられませんか養父おやじ殿」

　躊躇ためらいがちに言ってみる。大臣であるペルパジアなら──

「自分の不始末を私に頼むのかね？」

　悪戯いたずらっ子このような視線を向けるペルパジア。ジュダは皮肉な笑みを返した。

「たしかに勝手すぎますね」

「まあ、私にできることなら、何とかしてやりたいと思わなくもないが……」

　ペルパジアは眉まゆをひそめた。

「しかし今さらやめさせる理由がないな。つまり周囲を納得させる理由が必要ということだ。この件を手っ取り早く解決するなら、君が試験を受ける前に、仮面の戦士を突き出すことだ。生死を問わず」

「それは……」

　ジュダは絶句した。それの意味するところは──

「最悪、身元不明の死体をでっち上げるわけですか。仮面を添えて」

「それで周囲に『仮面の戦士』だと納得させられるならな。……あるいは」

「目的を果たすか」

　ジュダは天を仰あおいだ。

「養父おやじ殿。俺には王に近づける地位も理由もありません。攻こう撃げきは奇き襲しゆうか、あるいは正攻法による力押しとなります。ただ、王は王城にいて、それを守るのは黄金騎き士しと近この衛えです」

「正面切って向かうは不利か」

「後先考えなくていいなら、多少強引でも何とかなると思います。ヘタを踏ふむと失敗するリスクもありますが……。ただ正体を明かすつもりはないので、慎重になってます。……間違ってもあなたに迷惑をかけるつもりはありません養父おやじ殿」

「その心こころ遣づかいは無用だよ、ジュダ」

　ペルパジアは微笑ほほえんだ。

「先にも言ったが、これでも親だからね。……君に王を討つ覚悟があるなら、私のほうで手を打とう。王を城の外へ出す。それならやりやすいだろう」

「それは……ありがたいと言うべきでしょうかね」

　ジュダは用心深く言った。

「まさか俺を罠わなにはめようとしていませんよね？　俺の仇かたき討うちに手を貸す理由は何です？」

「私は君の味方だ。それは間違いない」

　ペルパジア大臣は歩き出した。ジュダはそれに従う。

「新しい空気、新しい世界を迎える必要がある」

　大臣はアゴに手を当て、視線を上げた。

「ジュダ、もし現王が亡くなったら、次の王は誰だ」

「……ラウディですか」

「そうなるな。しかし彼はまだ若い。一国を背負うにはまだ経験が足りない」

「……」

「王族の中には、権力を求める者もいる。現時点で王が亡き者となったならば、おそらくヴィグパール大公が実権を握るべく諸侯に働きかけるはずだ。より過か激げきな手段に出るならば、王子を暗殺することも辞さないかもしれん」

　王子暗殺──ジュダはゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「多くの貴族と同じく、亜あ人じん差別主義者でもある。彼が実権を握れば、王国に亜人たちの住すみ処かはなくなるだろうね」

「……その大公をいまから暗殺しに行ってもいいですか？」

　半なかば本気でジュダは言った。ペルパジアはジュダの怒ど気きにも動じなかった。

「大公と差別主義者たちが一つになり、亜人たちがそれに対抗すべく動き出すまで待て」

　ペルパジア大臣はきっぱりと告げた。

「その後で、君と、ラウディ殿下で彼らを討つのだ」

「俺とラウディに？」

　ジュダは首を横に振った。ペルパジアは答えた。

「亜人差別主義者を討つのは、亜人ではなく、人間の、それも高貴な身分であることが望ましい。ラウディ殿下には、人間側の良心となってもらうのだ。亜人の仇かたきを討ったのが人間であるならば、亜人たちの人間に対する心証も変わる」

「そううまくいくでしょうか」

「だから君に働いてもらうのだスロガーヴ」

　ペルパジアはジュダの肩を叩たたいた。

「王子に敵対する勢力をその力で排除するのだ。王子は人間の顔であればよい。ジュダ、君はその剣として、人間と亜人の双方のために力を振るうのだ」

「とてもいいお話に聞こえるのは気のせいですかね」

　ジュダは皮肉る。

「個人的な復ふく讐しゆうのはずだったのに……何だか大義名分を背負わされたような」

「解釈は人それぞれだ」

　ペルパジア大臣は静かな、しかし力のこもった声を発した。

「その思惑も、やはり人それぞれなのだ」

　ジュダは頷うなずいた。

　ペルパジアの話を考えてみて、ひとつ気がかりがあった。それはラウディのことだ。

　父王を殺害されたら、彼女が黙だまっているだろうか。悲しむだろうか。仇討ちに走るのだろうか──俺のように。

　以前のジュダなら、そんなことは気にしなかった。だが今は──ある程度の親しい間柄である現状、ラウディのことに関して無関心ではいられないことも事実だった。

　スロガーヴとレギメンス。母がスロガーヴでなければ、あるいは国王がレギメンスでなければ──それでも母の仇には違いないが──こうも気になることもなかったのかもしれない。

「養父おやじ殿……スロガーヴとは何なのでしょうか？」

　言葉に出てしまった。大臣の片かた眉まゆがかすかに動いた。

「どうしたのかね？」

「いえ、すみません。ちょっと……大したことではありません」

「スロガーヴとは何なのか……それは人間は何か、生物とは何かと問うているのに等しい」

　ペルパジア大臣は遠くを見る目になった。

「悪鬼、魔ま獣じゆう、悪魔の力を授さずかった忌いまわしき存在──世間ではそう言われている。それが何なのかと問われるなら、私は『突然変異』の類たぐいだと思っている」

「突然変異……？」

　そうだ──と、ペルパジア大臣は頷うなずいた。

「君の姿を見てみるといい。君は鬼か？　獣けものだろうか？　少なくとも人の姿をしているな。スロガーヴ……そうだ、人間の姿をしている」

「……」

「常人離れした力がある、魔法を自在に操あやつる素質も持っている。そして不死身の身体からだ──もっとも正確には不死身ではないのだがね──人という種の中で、それらの能力が吹っ切れて生まれた突然変異……それが異様に映る者もいるだろうが、私には大した問題ではないな。生まれたもの、生まれてしまったものはしょうがない」

　ペルパジア大臣は再び歩き出した。

「君は神を信じているか？」

「神、ですか？」

　唐突な問いに、ジュダは言葉に困る。ペルパジアは小首をかしげた。

「では、悪魔については？　君は悪魔が実際に存在すると思うかね？」

「神話やおとぎ話の類に登場するような悪魔なら──」

　ジュダは真ま面じ目めぶる。

「一度も会ったことはありませんし、見たこともありません」

「そうだ、誰も、見たことなどない。きっとそうなのだろう」

　大臣は頷いた。

「神の子、悪魔の子──それらは所しよ詮せん、他人の評価、歴史の評価、レッテルなのだよ。都合がよいからレギメンスを神の使者と呼び、都合が悪いからスロガーヴを悪鬼悪魔の類とする。人間とは、実に、都合のよい方向に考える生き物なのだ」

　だから私は、神も悪魔も信じていない──ペルパジアの目はどこまでも無感動だった。
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　ペルパジア大臣は、国王を殺害しろと言った。

　ジュダにとって、まったくの予想外だった。まさか、よりにもよって、養父おやじ殿に暗殺を容認するようなことを言われるとは。しかし、これはチャンスでもある。

　ペルパジア大臣は、言葉どおり、ヴァーレンラント王を城の外へと出す手はずを整えた。

　騎き士し学校創立記念祭。そのゲストとして国王がやってくる。

　ジュダは自みずからを囲みに追い込んでいる気分になった。だがこれを利用しない手はない。これまで立てていた城での王暗殺のプランはすべて捨て去る。

　祭りには警けい護ごはつくが、城にこもっているのと比べれば、やりやすい。何より学校内は、生徒であるジュダにとってホームグラウンドだ。問題は、騎士生や教官、そして外部からの来らい賓ひんなどがある中、どのタイミングでヴァーレンラント王を狙ねらうか。

　ジュダは考えを巡らせる。多くの人の目のある場で狙うのは、リスクが高い。

　では人が少ない時。たとえば王が学校へ到着する直前あるいは直後、または祭りが終わって城に帰る時など。

　祭りの時は、ラウディをエスコートする騎士役もあるから、当然ながらそのあたりも考えた上で実行しなくてはならない。

　騎士学校で黄金試験が行われるのは三日後。そして創立記念祭は明後日あさつて。

　もはや、いつやるか、では済まない。やるか、やられるかに追い詰められたと言ってもいい。

　ジュダは時間の許す限り、創立祭での段取りを確認し、手順を決める。

　復ふく讐しゆうの時は、そこまで迫っていた。










　　　　　第五章　復ふく讐しゆう者しや




　エイレン騎き士し学校は、鮮あざやかに色づいていた。

　夕ゆう闇やみの空の下、魔ま石せき灯とうの明かりが校舎をライトアップし、校庭を隅すみ々ずみまで照らしていた。

　騎士生の多くは、この日は派手に騒さわぐ。休みの間に、王都の仕立て屋や雑貨店で調達した衣い裳しようや飾り具、または実家から送ってもらった礼服やドレスで目いっぱいのおしゃれを楽しむ。特に貴族組などの裕福な生徒にそれは多く見られた。

　寮りようの部屋から見えるそれらに、ジュダはため息をつきたくなった。

　中流以下の家庭出の生徒は、祭りにもかかわらず騎士甲かつ冑ちゆう姿の者も見える。騎士生らしいといえばらしいのだが、ふだんは抑えめの下級生たちも、甲冑や装備をピカピカに磨みがき上げ、一人前の騎士みたく派手に決めているのは微笑ほほえましくもある。

　校庭には、すでに炎の祭さい壇だんが組まれ、そのまわりにふだん以上に振る舞まわれた料理が、山となっている。森などでとられた鹿しかや猪いのししの他、獣けものの肉類が調理され、これでもかと並ぶ。さらにぶどう酒やスープ、パンなどを、調理担当と給仕たちが運び込んでいた。

　このままそしらぬ顔でいられたら、とジュダは思う。

　いままではそうだった。友のいないジュダは、周囲に合わせず、一人ぶんのメシを腹に収めたら、さっさと部屋に戻ったものだ。

　だが今回は違う。

　ラウディ王女殿下のエスコート、その騎士役という大任をこなさなくてはならない。

　さらに今日──この場で、ヴァーレンラント国王の命を奪う。

　ジュダは眦まなじりを決した。

　この国が動く。歴史が作られる。その瞬しゆん間かんを、ジュダが演出するのだ。……緊きん張ちようしてきた。

「衣裳がきついか？」

　騎士教官のジャクリーンが、ジュダの甲冑を装着しながら聞いてきた。ジュダは我に返る。

「いいえ、問題ないです。わざわざすいません教官」

「ふふ、いいさ。お前には専属の小姓がいないからな」

「リーレにだっていませんよ。他にもいない騎士生のほうが多い」

　ジュダが言えば、ジャクリーンは笑った。

「どうしてそこでリーレの名前が出てきたのか聞いてもいいかな？　担当教官としては興味がある。あれからまた仲良くなったのか？」

「少し」

　控えめに言えば、女性教官は皮肉げに眉まゆを吊つり上げた。

「少し、ね。大いなる前進だな。仲良くしてやるといい」

　そういえば──と、ジャクリーンはジュダの背中に回る。

「そのリーレは魔ま女じよっ子こスタイルで学校中を歩き回っていたな。ふだんがふだんだから、珍しいと思ったが」

「魔女っ子？」

「ああ。赤紫色のとんがり帽子と同じ赤紫のドレスで仮装していた。これで杖つえでも持っていたらどう見ても魔女だな」

　祭りを満喫しているわけか──ジュダは口をへの字に曲げた。

　ジャクリーン教官が立ち上がった。

「こんなものだな。……ふむ、まだまだ騎き士し生せいは子供だと思っていたが、上級生ともなると大人びて見えるものだな」

「俺に惚ほれないでくださいね」

　ジュダが冗談めかせば、ジャクリーン教官は顔を傾かたむけて。

「どうかな。そこらの騎士よりお前のほうが魅み力りよく的だと思うんだ」

「……本気ですか？」

「ふむ、歳としが気になる」

「年下が好みなんですか？」

「お前の面倒を見るのは割と楽しい」

「ジロジロ見ないでください。照れるじゃないですか」

　ジュダは視線をそらした。

「私も騎士生だったらな」

　ジャクリーン教官はしげしげと見つめてくる。たしか、教官殿は二十代半なかば。まだ十も離れていないとは思うが……。

「こんな立派な騎士がいるとわかっていたら、間違いなくダンスに誘うのに」

「俺をダンスに誘おうなどという物好きはあなただけだと思いますよ、教官」

　他の騎士生、特にお姫様役の生徒たちからは手をとるのも嫌いやがられるだろう。

「しかし王子殿下は、そうは思ってないと思うぞ」

　ジャクリーン教官は腕を組んだ。

「わざわざお前をご指名だからな。男同士の友情だな」

「ちょ、やめてください、そんな風に言うのは！」

　男同士で何が悲しくてダンスなど。……そうか、ラウディは、皆にとっては女顔の王子であって、あくまで男なのだ。

「野郎に好かれても嬉うれしくない」

「まあ、今日のラウディ殿下はお姫様だ」

　お前の指名のせいでな──ジャクリーンは人差し指を振った。

「おそらく素敵におなりになるだろう。普通は男が姫役なんぞ笑うところだが、ラウディ殿下は面おも立だちが美しいからな」

「たぶん、似合っていると思いますよ」

　ジュダは否定しなかった。なにせ、中身は女の子だから。似合わないはずがない。

「そしてそれを当人に言えば、きっと機き嫌げんをよくするでしょうね」

　こちらは半分、皮肉である。

「そういえば教官、あなたは仮装しないんですか？」

　ジャクリーンは戦いくさ装しよう束ぞくをまとっていたが、割とその姿の彼女は見かけているので、特に仮装しているという印象が湧わかない。

「仕事だよ。学校の警備だ」

　ジャクリーンは苦笑した。

「国王陛下をはじめ、賓ひん客きやくも多いからな。一部の教官は警備に駆かり出されるというわけだ」

「……どうせ志願したんでしょ警備に」

　ジュダは彼女の性格を考えて皮肉げに言った。教官は肩をすくめた。

「まあな。祭りとかそういうのは性に合わない。……それに昨今、亜あ人じん解放戦線とか、仮面の戦士なんてものもいるからな。備そなえは必要だ」

　仮面の戦士──ジュダは喉のどの奥が渇くのを感じた。

　騎き士し学校には外部からの客もやってくる。ジュダの暗殺の標的である国王の他に、貴族などがゲストで訪れるのだ。仮面の戦士についてはジュダ自身のことなので問題はないが、亜人解放戦線が乗り込んでくるという可能性も、なくはない。

　──こっちの段取りが狂わされるのはごめんだな。

　気苦労を背負い込んでいるせいか、ネガティブな思考がよぎり、緊きん張ちよう感かんが高まる。

　──俺は想定どおりに国王を討てるだろうか。……いや、討つんだ。今日、ここで。

「そんな難むずかしい顔をするな」

　苦笑したジャクリーンが、ジュダの肩をポンと叩たたいた。

「お前たち騎士生は、パーティーを楽しんでこい。大丈夫だ、襲しゆう撃げき者しやが現れても私が返り討ちにしてやるさ」

「あなたがいるんだ、たぶん大丈夫でしょう」

　騎士学校でも指折りの剣の達人、それが彼女、ジャクリーン・フォレス。

　そこで部屋の戸が叩かれた。ジャクリーン教官が「誰か？」と訊たずねれば、戸を開けたのは見慣れないメイドだった。

「ラウディ様の支し度たくが整いました、ジュダ・シェード様」

　そのメイドは恭うやうやしく一礼して、一歩引いた。

　代わって姿を見せたのは、きらめく星々の輝きをちりばめたような、蒼あおいドレスをまとった、お姫様だった。

　長く美しいブロンドの髪。青く透き通るような瞳ひとみ、美の化身と見まがう整った目鼻だち、しかしまだ少女の面おも影かげが残っている。蒼あおいドレスには細かな宝石がちりばめられ、照明に反射してきらきらと輝いていた。身体からだつきは女性らしく、胸元にはいつもより膨ふくらみがある。コルセットで矯きよう正せいし細くなった腰元のくびれと相まって、美しい曲線を描いていた。

　どこからどう見ても、女性だった。いや、お姫様だった。

　そのあまりの美しさに、ジュダ、そしてジャクリーン教官も言葉を失った。

「ジュダ」

　甘く、ささやくようなラウディの声が耳じ朶だを打った。

「……そんなにジロジロ見ないで。恥ずかしい」

　羞しゆう恥ちに頰ほおを染めたお姫様は、ついと視線をそらすのだった。
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　騎き士し衣い裳しように身を固めたジュダ、そしてドレス姿のラウディは光こう鳥ちよう寮りようを出た。

　校庭の端はしを進んでいると、せわしなく行き交かう裏方たちや、すでに祭りを満喫する騎士生やゲストとすれ違った。それらはラウディ姫の麗うるわしさに絶句し目を奪われた。

　その周囲の視線を気にしてか、ラウディは俯うつむき、しずしずと歩く。隣となりを行くジュダも、彼女への視線の集中砲火のとばっちりを受けていた。

　祭りのメインイベント、ダンスタイムを前に、講堂ダンスフロア玄関口に集まる騎士役とプリンセス役。ジュダとラウディが到着すると、すでに集まっていた彼、彼女らの存在感は、たちまち霞かすんだ。皆がラウディの美び貌ぼうの虜とりこになった。

　入場の先頭は、ジュダとラウディが務つとめることになった。その時に備そなえ、列の先頭に立つ。ラウディは呟つぶやくように言った。

「これから公衆の面前にさらされると思うと、震えが止まらない」

「本当の自分を披ひ露ろうできるまたとない機会ですよ」

　ジュダは声を落とした。ラウディはジュダに身を寄せ、その肩に顔を寄せる。

「私が、女として周囲に振る舞まうことができる。……公おおやけの場で、このような機会は二度とないと思う」

　王子として男として、そしていずれは王となる身として。

「そういえば、君は踊れるのかな？」

「最低限は」

　騎き士し学校の下級生時代、騎士教育の一いつ環かんで授業があった。……その程度だが。

「あなたは？」

「礼れい儀ぎとして教育はされた。でも……」

　ラウディは顔をわずかにしかめた。

「男役だったから、女側で踊るのは初めて」

「足を踏ふまないでくださいね」

「努力する」

　ラウディは真顔で頷うなずいた。冗談のつもりだったのだが。

「ジュダ……」

　彼女はそっと、シルクで織おられたドレスグローブで覆おおわれた手を差し出した。

「はい、プリンセス」

　ジュダは手甲に覆われた手で、彼女の手を取った。ほのかに感じた熱は、レギメンスのオーラか。しかし痛みはない。

　やがて、幕は開いた。

　ダンスフロアに足を踏み入れる。白く輝く壁かべ、フロアの両りよう端はしには、ダンスに参加する騎士生や上流階級のゲストたちがすでに勢ぞろいしていた。

　正面を見据えれば──そこにはきらびやかな甲かつ冑ちゆうに身を固めた近この衛え騎士と、黄金に輝く王冠をその頭上に頂いた聖王ガンダレアス・ラーレイ・ヴァーレンラントの姿があった。
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　ダンスといっても、いかにもスローなテンポの極ごく々ごく簡単なものだ。軽く手を繫つないで、軽くステップを踏ふみ、ターンする程度である。衣い裳しようの制限を考えればそれが限界だ。

　本当のところを言えば、騎き士しの格好で踊るなんて正気の沙さ汰たではないし、コルセットをつけてドレスを着た女性が激はげしいダンスなんてしようものなら呼吸困こん難なんになって倒れるのがオチだ。

　ラウディの蒼あおいドレス姿は、ここでも注目を浴びた。

　騎士生や教官、ゲストの誰もが、王子──ラウディの王女姿に心を奪われ、その華か麗れいな仕草と軽やかな動きに魅み了りようされたのだ。

　この場の誰よりも女らしく──プリンセス役を務つとめる他のクラスの女子生たちの誰よりも美しかった。そんな彼女の相手をするジュダは、注目されていることを感じていたが、視線はずっとラウディから離れなかった。

　心を奪われたのは、ジュダも同じだった。宿敵であるヴァーレンラント王すら、その視界に入らなかった。人間相手に抱きたいと思った女は、彼女が初めてかもしれない。

　ラウディの青い瞳ひとみが、ジュダを見つめる。艶つややかに、かすかに上気した肌。いつもならピリリとくるレギメンスのオーラは、いつになく柔らかく、感じる熱も温かで心地ここちよい。

　──少しテンポが速いかな……。

　ジュダはラウディの身体からだを引き寄せて、ゆっくりリードする。相手の鼓動が伝わってくるような息いき遣づかい。ジュダの心をざわつかせる。

　長いようで短い、騎士と姫のダンスが終わると、会場の誰もが惜しみない拍手を送った。もちろん、その相手はラウディであって、エスコートの騎士であるジュダではないだろう。それでもいい。ジュダはラウディに合わせて、会場に向かって一礼する。

　祭りでの役割は終わった。

　騎士と姫の舞まいが終わり、今度は自由参加のダンスタイム。さっそくラウディのまわりに騎士生たちが群がった。

「ぜひダンスのお相手を、プリンセス」

　男装した女子騎士生や、普通に男子貴族組からも声をかけられているところを見ると、すでにラウディの存在はこの場では、女性という扱いになっているようだった。男なら、これだけの美女──それが王子だとわかっていても──とダンスしたくなる気持ちはわからなくもない。

「すまないが、この姿では一曲が限界なんだ」

　姿は姫なれど、王子そのものの口調でラウディが断れば、ダンスの誘いに来た者たちは皆残念な顔をした。それでも口々に「素晴らしかった」「美しかった」と賛辞を惜しまなかった。

「ジュダ、風に当たりたい、エスコートを」

「はい、プリンセス」

　ジュダは彼女の手を取った。ダンス相手を務めた唯一の男として、優越感に浸ひたる。

　ダンスフロアから、外へと繫つながるテラスへと出る。ジュダとラウディが出たテラス口の前を侍女たちが固めたために、他に入ってくる者はいなかった。

　そこから校庭が見下ろせ、ダンスに参加しなかった騎き士し生せいやゲストたちが祭さい壇だんまわりの食事に舌した鼓つづみを打ち、または談笑し、あるいは騒さわいでいた。

「殿下、お飲み物はいかがでしょうか？」

　侍女の一人が、白ワインの入ったグラスを盆に載のせてきた。グラスは二つある。

「ありがとう」

　ラウディがグラスを取り、ジュダも残る一つを取った。侍女が下がると、ラウディはじっとジュダを見上げた。

　無言で。

　何か言ってほしいのだろうか？

「……乾杯すればよろしいですか、プリンセス？」

「そう、ね。乾杯しましょうか」

　カチンと、グラスを合わせるとワインを一口。ふだん騎士学校では赤ワインが多いが……これはまた、なんともすっきり口当たりのよい、新鮮な果実の味がした。

「……」

　言葉が浮かばなかった。

　ジュダの傍かたわらには、美び貌ぼうの姫君がいて、その彼女もちびちびと飲むばかりで、上目づかいな視線を送ってはくるが、何かを言うわけではなかった。

　どれくらいそうしていたのか。気づけばグラスの中身は空からになっていた。

「どうだった、ジュダ？」

　ようやく口を開いたのはラウディだった。頰ほおが朱に染まっているのは酒のせいか。いや、この程度の量は飲んだうちには入らない。

「お姫様に、見えた？」

「ええ、充分に」

　ジュダは冗談めかして片かた膝ひざをつく。

「もしお許しいただけるなら、甲にキスしても？」

「キ、キス!?」

　ラウディは動揺する。誠にもって麗うるわしい姫そのものの態度だった

「そんなっ、臣下でもないのに……！」

　ちょっとからかっただけだ。ジュダはすぐに立ち上がった。

「とてもお綺き麗れいです、ラウディ王女殿下。あなたは王国一の美姫です」

「そ、そんなに褒ほめないで。……それに王国一は、妹のほう。ジュダだってフィーリナに会えばきっとそう思う」

「たしかに妹君のほうにはお会いしていませんが……であるなら、俺の中では、一番はあなただ」

「ジュ、ジュダ！　そんなにからかわないで」

　逃げるようにテラスの手すりへと歩き出すラウディ。

「本当に恥ずかしかったんだから」

　ラウディはとても女の子だった。ジュダは思わず笑みを浮かべる。

　こういうのも悪くない。彼女となら──

　しかしジュダの顔はかすかに強こわ張ばった。何故なぜなら、これからジュダはラウディら周囲の目を盗み、国王を討つからだ。この美しい姫君の父親を、この手で──

　手順は簡単だ。祭りが終わり、王が城へ帰るその時を襲しゆう撃げきする。行事は終わった、と気を抜いている瞬しゆん間かん、学校の警備と近この衛えの警備の狭はざ間まを突く。もちろん正体を隠し、仮面を被かぶって。王の命は、残りわずか数刻と言ったところだ。

　せいぜい、最後の晩ばん餐さんを楽しむといい──そう思い、視線を向ければ、仇かたきであるヴァーレンラント王と目線が合った。

　ジュダは思わずビクリとした。国王の何者をも寄せ付けないような冷れい厳げんな瞳ひとみが、ジュダとラウディを見ていたのだから。

「……あなたのお父上がこちらを見てます」

　思わず言えば、ああ、とラウディが顔を伏せた。

「私を見てる……父上が？」

「ええ、まあ」

「怒ってる、かな？」

　意外な言葉にジュダはお姫様を見た。ラウディは震えを堪こらえるように自身の体を抱きしめ、王のほうを見ようともしなかった。

「父上には話してなかった。……その、今回のこと」

「プリンセス役のことですか？」

「……父上は、怒ってる？」

　ジュダは視線を王へと戻す。国王陛下はどこぞの貴族と話をしていた。あの射るような目線から解放され、無意識のうちに安あん堵どする。

「いえ、大丈夫です」

「よかった……」

　ラウディは自身の胸に手を置いた。そういう仕草は誠に女らしく違和感がない。

　ふと背後からざわめきが聞こえ、ジュダの思考は中断した。

「お下がりください」

　メイドの厳きびしい声が聞こえた。視線をやれば、そこには銀ピカ甲かつ冑ちゆう姿の騎士生がいて……。　コントロ？　──ジュダは首を捻ひねる。

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな騎士生が、テラスへとやってこようとして止められた。ジュダはラウディを見た。

「そういえば、メイアさんはどちらに？　彼女はあなたの護ご衛えいでしょう」

　ジュダの問いに、ラウディは首を振った。

「会場の見回り。不ふ審しん物ぶつがないかとか、ね。ただ、今日はどこか急せいている雰囲気だった。そういえばまだ戻ってきてない──」

　ラウディが深刻ぶったその時。

「どけ、使用人がっ！」

　突然の怒ど号ごうとともに、メイドが突き飛ばされた。突き飛ばした主ぬし、コントロは腰に下げた短剣を抜き、カッと目を見開いた。

「ヴァーレンラント万歳！」

　何を血迷ったのか、彼は短剣を構えて突進する。その剣先はジュダ──ではなく、ラウディに向いていた。

「!?」

　何が起きたかわからない、少なくともラウディの顔はそう物語っていた。

　ジュダは激はげしい痛みを左腕に感じた。

　庇かばっていた。

　伸ばした右腕は、ラウディの体を引き寄せ、コントロの凶刃が左腕──その上腕甲を貫つらぬき肉を抉えぐった。

「ジュダ!?」

「ぐぬうっ！」

　短剣が突き刺さったままの左腕を振り払う。力任まかせの一振りによって、コントロの体が跳ね飛び、壁かべにぶつかった。

　目もく撃げきした者から悲ひ鳴めいが上がり、たちまち警備担当と、国王の近この衛え兵へいの数名がテラスへと駆かけつけた。すぐさまコントロは取り押さえられる。

「王国万歳っ！　ヴァーレンラント万歳ッ！」

　コントロは押し倒されたまま、狂ったように叫んでいた。

　そう、まるで狂っていた。何かに取り憑つかれたように暴れている。

「ジュダ、怪け我がをっ!?」

　ラウディが慌ててジュダの傷を見ようとした。

「大丈夫です、かすり傷です」

　ジュダは右手で、ラウディを押し止とどめる。血が出たが、スロガーヴの治ち癒ゆ能力はすでに神経を修復し、抉れた肉の再生へとかかっている。神経がくっついていく気持ち悪さ、痛みを堪こらえるが、それもわずかの間だった。むしろ怪我をしたフリを演じるほうに気を使う。

　会場が騒そう然ぜんとなっている。誰もが突然の凶行に、冷静さを失っていた。

　──コントロは、ラウディを狙ねらっていた……？

　ジュダは疑問を抱く。

　何故なぜ？　どうしてこうなった？

　ペルパジア大臣は、お膳ぜん立だてをすると言った。それは城から王を引っ張り出す、という意味だと解釈していた。ここで騒さわぎを起こすことで、周囲の注意を引くこともお膳立てなのか。

　たしかに、注目を集めた。

　だが狙ねらいがラウディで、ジュダがそのそばにいたことは、ペルパジアの描く未来像と大きく異なる。……ひょっとしてこれは、王子暗殺を企たくらむ者による暗殺行為だったのではないか。

　狂人のように喚わめきたて、近この衛えや警備に連れ出されるコントロ。腰から下げていた剣が鞘さやごと落ちるが、誰も構いもしなかった。ジュダは彼の剣を拾う。

　何がどうなっているのか。

　ジュダが頭を搔かいた時、校庭のほうから悲ひ鳴めいが上がった。

「亜あ人じん解放戦線だ！」

　その声に弾はじかれたように、人型でありながら人と違う一団が騎き士し学校の敷しき地ち内に侵入した。

「警備は何をしていた!?」

　誰かの怒ど号ごうが聞こえた。慌てふためく騎士生やゲストたち。武装している者は、警備を除けばほとんどいない。

　騎士の仮装をしている者もいるが、相手が人間より身体能力に優すぐれた亜人の戦士ともなれば、実戦経験のない騎士生が相手にできるようなモノではなかった。

　亜人たちは相手構わず武器を振り回し始め、駆かけつけた警備兵と大立ち回りを演じる。

「どうしてこんな!?」

　ラウディが悲鳴じみた声を上げる。現れた亜人たちと、逃げまどう騎士生たちを見比べて、声を震わせる。

「どうしてっ!?」

「ラウディ、後ろに」

　ジュダはコントロの剣を鞘から抜き、ラウディを庇かばう。

　国王を一いち瞥べつすれば、近衛騎士二人を残して、他は表の亜人戦士を迎げい撃げきするよう命じていた。

　──素晴らしい。騎士生やゲストの安全も考こう慮りよされるとは、王の鏡ですよ、あなたは。

　ジュダは思わず皮肉な笑みを浮かべた。

　──だがこれは……計算外だ。

　その時、近くから潰つぶれたような声がした。新たな介入者がダンスフロアに現れたのだ。

　現れたのは、熊顔の亜人アラクダと虎顔の亜人テイグルスの戦士だった。手には湾曲した刀や爪つめ。

「ヴァーレンラント王ッ！」

　虎顔の亜人が吼ほえた。同時にフロアの別入り口、二階部からも亜人の戦士が次々に姿を見せた。トカゲ人ザウラ、狐人ウルペ、犬系亜人クーストース、狼亜人ロウガ──雑多な顔ぶれ。

「かかれっ！」

　亜あ人じん戦士たちが吼ほえ、手近なゲストを襲おそいはじめた。

　貴族やその従者、仮装した騎き士し生せいなどが逃げまどう。しかし密集し、押し合いへし合い、さらに運の悪い者は逃げる途中に押し倒され、踏ふまれて怪け我がをする。

　数名の亜人がゲストたちを引っ搔かき回す間、亜人解放戦線の主力はヴァーレンラント王のもとに殺到した。わずか二人となった近この衛え騎士は、迫り来る亜人を迎え撃うつ。彼らは真っ先に飛び込んできた亜人戦士を手早く仕留めた。腐っても近衛騎士だ。

　しかし、直後に前傾姿勢で低く突進してきたトカゲ亜人ザヴラに、毒液を吹きかけられる。不意打ちに怯ひるんだ彼らに、後続の亜人戦士の刃やいばが襲いかかった。鎧よろいを貫つらぬき、肉を斬きり裂き、近衛騎士たちは倒れる。

「父上！」

　ラウディが叫んだ。目の前で襲しゆう撃げきされる父親──いまにも王のもとへ駆かけ寄ろうとするお姫様を、ジュダは押し止とどめた。ラウディ自身の緊きん張ちようのせいか、手甲ごしでも比較的強いレギメンスのオーラが伝わる。

　亜人たちは王を狙ねらっているが、ラウディとて彼らのターゲットには充分だ。ここで注意を引くのはよくない。侍女たちも、それを察してラウディのまわりを固める。

「殿下、ここは危険です。お下がりください！」

「馬ば鹿かなっ、父上が襲われているのだぞ！」

　ラウディの目の前で、ヴァーレンラント王は黄金剣を抜き、亜人の戦士と戦っていた。その一ひと太刀たちは、亜人を一人、瞬またたく間に切り伏せた。

「ジュダ！」

「そのお姿で何ができるというのですかお姫様？」

　ラウディのドレス姿を見やり、ジュダは皮肉る。戦せん闘とうに向かない衣い裳しようで、亜人の戦士と戦うのはどう考えても不利だ。ラウディの戦技が並の兵を上回るのは認めるところだが、それでも無む謀ぼうだと言わざるを得ない。──まあ、気持ちはわからなくもないが……。

　目の前で親が狙われているとあれば、戦える術を心得ている者なら助けに行こうとするものだろう。

　ジュダは、亜人たちが王を殺してくれないだろうか、と思った。同時に愕がく然ぜんとする。

　この期ごに及んで何を他人ひと任まかせにしようというのか。どうしてそんな考えに至ったのかを思い、苦い気持ちになる。──ラウディの目の前だからか。くそ。

　彼女に嫌きらわれたくないと思っているということだ。冗談じゃないと思った。

「お待ちを」

　ジュダはそうラウディに呟つぶやいた後、剣を手に王のもとへと走った。

　距離を詰めるジュダ。逃げるゲストとそれを追う亜人が邪じや魔まだった。本当なら無視するべきなのだが、視界に入った間の悪い亜あ人じんは行きがけの駄賃とばかりに斬きり倒す。

「ぐはっ！」

「痛いっ、痛いーっ！」

　叫び声がそこかしこから上がっている。大の大人が泣き喚わめいたり、怪け我がした箇所を押さえてのた打ち回っている騎き士し生せいの姿もある。そんな抵抗できない者に、亜人戦士が槍やりを構え、追い打ちをかけようとする。

　──だから、邪じや魔まだって言うんだよ！

　犬系亜人クーストースの槍を叩たたき折り、返す刀でその胴を切り裂いていた。

「ジュ、ジュダ・シェード？」

　貴族生の声。何故なぜ助かったのか、わからないといった顔だ。

　ジュダは駆かける。王の許もとへと向かう最中、聞き知った女の声にチラと目線が向く。

　サファリナだった。クラス一の巨乳娘は、貴族の家の出身らしく薄うす緑みどり色のドレス姿だった。正装すると誠にもって貴婦人らしく、黙だまっていれば美しい姿である。

　その彼女に亜人の凶刃が迫る。どうやら戦いに向かないその姿でありながら、手近に落ちていた武器を拾おうとしていたようだった。その戦意は買うが、迂う闊かつである。

　見てしまったのが運の尽き。考えるより先に動く体が恨めしかった。駆けつける余裕なし。だから腕に魔力をまとい、風へと変換。ジュダがその腕を突き出せば、凝ぎよう縮しゆくされた風は衝しよう撃げき波はとなってサファリナを襲おそう亜人の身体からだを吹き飛ばした。

　サファリナが驚おどろき、刹せつ那なその目がジュダのそれと合った。

　──俺の手助けはここまでだ。後は自分で何とかしろ！

　ジュダはもう周囲は見ていなかった。

　黄金の気配。肌を焼かれるような雰囲気をジュダは感じた。一いつ瞬しゆん、王と視線が合った。

　近づいた。手順は狂ったが、どさくさに紛れて王を討つチャンス。手を伸ばせば、その剣で王を貫つらぬくことができる……！

　押し寄せる誘惑。獲え物ものを前にした獣けものの如ごとく、寸前のところにいる。

　──駄目だ。

　ジュダの逡しゆん巡じゆんはしかし、ラウディの存在でたちまち霧む散さんした。まだ、見られている。ここで手を下してはいけない。彼女だけではない。他にも何人かの目がある。

　王の背面を突こうとした亜人戦士──その凶器を持った腕ごと切り落とす。歯がゆい。こいつを無視すれば、王は手傷を負ったかもしれない。

「助すけ太刀だち、ご苦労！」

　国王の声。互いに背中を守るような格好だ。ジュダは一いち瞥べつし、舌打ちしたい衝動を必死に抑え込んだ。──お前のためじゃない。

　虎亜人テイグルスを切り伏せる。仇かたきを前にして、あまつさえその仇を守るように剣を振るっている現状に怒りがこみ上げてくる。ジュダはそれを襲しゆう撃げき者しやにぶつける。

　亜あ人じんたちがジュダと王から距離をとった。

　態勢を整えるか──そう思ったが、リーダーと思おぼしき虎亜人テイグルスが口笛のような音を発した。残る亜人戦士たちがその合図に反応して、波が引くように下がる。

　だがその矛ほこは、あろうことか、ヴァーレンラントの姫君へと向かった。

　──な、ラウディ！

　駆かけつけようとするジュダだが、その前に熊亜人アラクダの巨きよ軀くが立ちふさがる。

「邪じや魔まだっ、どけっ！」

　ジュダは、亜人の戦せん斧ぷをかわすと剣を振るう。

　ラウディを守る武装メイドたちが亜人戦士を迎え撃うつ中、ラウディも落ちていた槍やりを拾い、迫る敵に敢かん然ぜんと立ち向かった。

　しかしドレス姿の王子様は、ふだんの力を出すことができない。慣れないヒールの高い靴、コルセットで締しめ上げられた体。悪条件が重なり機敏な動きが制限されたのだ。

　それを『敵』が見逃すはずもなかった。メイドたちは奮ふん戦せんしたが、もう一人いた熊亜人の逞たくましい体軀から繰くり出される加速からの体当たりを受けて跳ね飛ばされてしまう。

　リーダー格である虎亜人はラウディに迫った。ラウディの神速の突きもキレがなく、虎亜人は素早くかわすとそのまま肩から彼女にぶつかった。その衝しよう撃げきでラウディは気を失い、亜人に抱えられるまま連れ去られてしまう。

「ラウディ！」

　その声は、王の口から漏もれた。自身の息子──いや娘を、目の前で誘拐されようとしているのだ。ふだんの冷れい厳げんさはなく、焦あせりと衝撃の入り混じった表情がそこにあった。

　亜人たちが逃走にかかる。王がその後を追う。殿軍を務つとめた狐亜人ウルペの戦士が爪つめ付き手甲を振り回して阻止しようとした。

　──これは……。

　ジュダの脳裏に走る迷い。先ほどよりも明確な、それもまたとない隙すき。

　いま誰もが、さらわれるラウディを見ている。王でさえ──その無防備な背中をジュダに向けている。誰も、こちらを見ていない。──ここで。

　ジュダは熊亜人の首を刎はね、その血に塗まみれた剣を王に、その背中へと向ける。

　一メータもない。あと一歩、床を踏ふみしめればその加速で、王を、母を処刑台にいざなった男の背中を貫つらぬける。

　王が妨害する亜人戦士を切り倒した。

　──いまなら、王を殺せる！　殺やれる！

　激げき流りゆうのように押し寄せる誘惑。心臓が早はや鐘がねを打ち始める。だが同時に脳裏によぎる。

　ラウディはどうする？　彼女を亜人の手に委ゆだねる気か？　すぐ助けなくていいのか？

　亜あ人じん解放戦線のこと、助けなければ彼女はきっと殺される。下手へたをすればその死体をさらされるかもしれない。国王の娘など格好の見せしめの対象だ。

　ラウディを見捨てて、仇かたきを討つことを優先するのか？

　できるはずだ──いままでのジュダなら。仇討ちの前に躊躇ためらいもなく。

　だが、だけど……。

　ギリリとジュダは歯を嚙かみ締しめた。その間にも、亜人たちはラウディともどもその場を去っていく。

「陛下！　お待ちください、陛下！」

　メイドの声がした。気づけばジュダの目の前を行くヴァーレンラント王は迷うことなく駆かけ続けていた。

　──おい、まさか……。

　ジュダは呆ぼう然ぜんとした。

　国王は、ヴァーレンラント王は、さらわれた王子──いや娘を助けるために、護ご衛えいも連れずに一人で救出に向かうつもりなのか。

　一足先に講堂を出た王は、颯さつ爽そうと手近にあった馬に乗ると、学校裏口のほうへと走らせた。

　表の騒さわぎの反対側。手て薄うすになった裏口へと騎き乗じよう用のトカゲに乗った亜人たちの集団、およそ十騎が遠ざかっていくのがかすかに見えた。……こちらの馬は──ジュダの存在に脅おびえ、逃げ出してしまった。

　ジュダは口笛を吹く。やや遅れて栗毛──馬の姿になったトニが駆けてきた。

　何人が裏手へ向かう亜人と単たん騎きで追いかける王の姿に気づいたのか──ジュダは視線を走らせる。

　校庭では、いまだ亜人と学校の警備兵が戦せん闘とうを繰くり広げていた。その中に長刀『舞まい風かぜ』を振るう女騎士ジャクリーンの姿があった。

　また、とんがり帽子を被かぶった赤毛の魔ま女じよが炎を操あやつり、亜人戦士を焼き払っている。リーレだ。武器はなくとも、魔石を携帯していたらしい。

　あちらは大丈夫そうだが──ジュダは視線を正面に戻した。校庭で戦っている者たちで、王の行動に気づく余裕がある者はいなかった。

　つまり、ヴァーレンラント王を追いかけているのは、ジュダただ一人。これが意味するところは──まだ、王を暗殺するチャンスがあるということだ。

　トニとともに、王都を駆け抜ける。

　先を行った王の姿は見えない。完全に出遅れた。ジュダは焦しよう燥そうにかられる。

　途中、亜人戦士と王国側兵士が闇やみ夜よの街で戦っている姿を何度か見た。

　どうやら襲しゆう撃げきは騎士学校だけではなかったようだ。警備隊は亜人たちの同時攻撃によって王都全体に分散させられていた。創立記念祭当日に焦点を絞り、かなり念入りに準備をし、大規模な攻こう撃げきを行った、ということだろう。

　──くそっ！

　思わず吐き捨てる。途中で先行する王に追いつくかもしれない──いっそその時に王を暗殺し、そのまま亜あ人じんたちを追撃しようと思ったジュダだったが、結局そうはならなかった。

　亜人の臭においを辿たどり、着いたのは地下へと続く洞どう窟くつだった。彼らは地下道を掘り、そこにアジトを作っていたようだ。

「トニ、外で待ってろ」

　ジュダは彼女の背から降りた。

　洞窟の外には、ヴァーレンラント王が乗ってきた馬がいた。しかし肝心の王の姿はない。

　入ったのだ。洞窟に。何が潜ひそんでいるかわからないここに。

　ジュダはゆっくりと洞窟へと足を踏ふみ入れる。

　王の正気を疑った。単身、亜人たちのアジトへ乗り込む。……娘を助けるために？　それが親だとでも言うのか。すべてをかなぐり捨てて、命をかける──何だそれは。

　──ふざけるなよ……。お前は、俺の母を処刑台に送り込んだ男だろうが。

　ひんやりとした空気が肌にまとわりつく。それに反して、ジュダの肌は熱を帯び、その血液は沸きあがるほど熱かった。

　奥から気配がした。いる。亜人が。

　ジュダは逃げも隠れもしなかった。剣を抜く。問答無用だった。

　人間に迫害された亜人たち──そんな感情も湧わかなかった。

　獣けものの咆ほう哮こう。武装した狼亜人ロウガや猪亜人フエルスの戦士が突進してきた。

　ジュダの目が光る。闇やみの魔ま獣じゆうのそれ──スロガーヴの眼光。

　人より優すぐれた体たい軀くも、牙きばも、爪つめも、ジュダの前には無力だった。硬い外皮を前に、コントロの剣が折れれば、ジュダは倒した亜人の武器を拾い、彼らの血を地面に撒まき散らした。

　──この様子だと、先に進んだ王は捕まったか、すでに殺されたか……？

　通路に血の気配はない。少なくとも、ジュダが進む先で戦せん闘とうがあった形跡はなかった。単身乗り込んだ王を捕らえたか、あるいはノコノコやってきたのを幸いとばかりに王を最深まで素通りさせたのか。……だが後から続くジュダは彼らにとって邪魔者に過ぎない。だからこうして排除しに亜人たちが現れたのか。

　──まあ、排除されているのは連中のほうだが。

　武器を手に、亜人たちが向こうからやってきた。

　剣を振るう。血が壁かべを染めた。くぐもった悲ひ鳴めい。さらに進む。

　やがて、開けた場所に出た。そこにはまだ十数体の亜人戦士がいて──

　いた。

　視線の先には、白髪の老王──ヴァーレンラント王の姿があった。
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　辿たどり着いた最深部は、広くくり抜かれた空間になっていた。

　壁かべは洞どう窟くつそのものだが、その境界に溝でもあるらしく、そこから魔ま力りよくのオーラが吹き出ているのが見えた。

　どうやらここは魔力の流れるスポットのようだ。屋内にあるにもかかわらず、どこか神聖で、神殿を思わせる。亜あ人じんたちの祭さい壇だんなのかもしれない。

　ジュダは全体を眺める。

　亜人たちの視線は、王一人に向けられている。ヴァーレンラント王は虎亜人テイグルス──ラウディを縄なわで縛しばり上げ、人質としている──を注視していた。

　まるで場が固まっているようなのは、おそらく──

「さあ、武器を捨てて投降しろ人間ヒユージヤンの王。そうすれば娘の命は助けてやらんでもない」

　リーダーと思おぼしき虎亜人が呼びかける。左手で人質の身体からだを支え、右手の爪つめがラウディの細い首に当てられていた。

　当のラウディは気を失っているのか、ぐったりとしている。虎亜人の戦士が少し力を入れるだけで、ラウディの細い首を鮮血に染め、死に至らしめることができるだろう。

　ヴァーレンラント王は微動だにしない。ジュダからは王の背中しか見えなかった。彼がどのような顔で虎亜人と対たい峙じしているのか、ここからではわからない。

「それが答えかヴァーレンラント王！　なら、娘がどうなってもいいんだなっ!?」

　虎亜人の爪がラウディの喉のどに触れた。白い肌にすっと血がにじむ。

　脅おどしだ。

　ジュダは口元を引きつらせる。だが王が応じなければ、気の短い虎亜人のこと、さっさと人質を殺し、今度は王へと牙きばを向けるだろう。その証拠に、虎亜人のリーダーはその顔をラウディの首元に近づけた。

　左手に握り込んだ亜人の手て斧おのを振りかぶる。ジュダはそれを躊ちゆう躇ちよなく放り投げた。ほとんど孤を描くことなく、一直線に飛んだそれは虎亜人の脳天をカチ割った。

「あ……」

　わずかに飛び散った血けつ痕こんは、ラウディの右肩を染めただけだった。

　周囲が固まった。瞬しゆん時じに絶命した虎亜人の身体が後ろへと倒れる。

　亜人の誰かが吼ほえた。手斧が飛んできたほうに視線が向き──亜人たちはジュダを見た。

　ジュダは地を蹴ける。亜人から奪った大剣を振り上げ、身構えた亜人戦士を両断。その死体に見向きもせず、ラウディのもとへと走る。

　亜人たちがそれぞれ動き出した。ジュダを迎え撃うつ者。王へと武器を振り上げる者。絶命したリーダーに代わり、ラウディを再び人質にしようと走る者。

「邪じや魔まだ……！」

　牛亜人タラスの戦士が戦せん斧ぷを振り回して、ジュダの進路を妨さまたげる。断刀の迫力にも劣おとらぬ風圧とともに振られたそれを頭一つかわし、すれ違いざまに喉のど元もとを一いつ閃せん。悶もだえ苦しむ牛亜人を尻しり目めに、ジュダはなおも進む。

「騎き士し生せい！」

　国王の声。黄金剣を振るうヴァーレンラント王は、飛び掛かる亜人戦士を蹴けり飛ばしながら声を張り上げた。

「ラウディを頼む！」

　──言われるまでもない。

　ジュダは王を無視するように足を速めた。意識のないラウディに、亜人戦士が駆かけ寄るが、そこまでだった。殺気を感じて振り返った時にはジュダの剣によって貫つらぬかれる。

　脳天を穿うがたれ、倒れている亜人解放戦線のリーダーの隣となりで、ラウディは倒れていた。駆け寄ったジュダは彼女を縛しばる縄なわを解ほどくと、手甲をはずして彼女の顔に触れるほど手を近づける。……かすかな呼吸が手のひらをくすぐった。

　──よし、息はある！

　途と端たんに、ジュダの中でカッと血が沸き立った。生きている。それだけでジュダは自身の中に力が宿る気がした。

　──そのまましばらく眠っててくれ……。

　ジュダは顔を上げる。視線の先には、亜人と戦うヴァーレンラント王の姿。……ジュダが殺すと決めた老王の姿。

　ヴァーレンラント王は奮ふん戦せんしていた。老いてもなお、これまで幾度も国を守ってきた英雄王は、たとえひとりでも亜人の戦士に遅れはとらなかった。危なげない太刀たち筋すじ、身体からだの動き。これで六十近いとは思えないほどの機敏さ。

　だが所しよ詮せん、魔法によるアシストだろう。ジュダの目はそれに気づく。最小限だが、足回りの動きに魔力を捉とらえる。かつてラウディが模も擬ぎ戦せんで見せた神速の加速。

　しかし、いつまでもそれがもつことはないだろう。ヴァーレンラント王は人間の王。多くの人間は魔石の補助なくば魔法を使えない。王の魔法も、身につけている装飾品や装備の魔石あればこそだ。それに魔法を行使すれば精神的に疲れる。亜人たちと激はげしく戦っているのだ。肉体的にも精神的にも、限界はくる。六十近い肉体の限界が……。

　もう少しで、やれる。

　そう思ったジュダだが動きを止める。

　何故なぜなら、そこに新たな介入者が現れたからだ。

「あーあー、なんだこりゃ」

　野太いその声。見ればボサボサの鬣たてがみを撫なで付けながら、不ふ機き嫌げんそうな顔の獅子レーヴ人の戦士がやってくるところだった。

　肌の露ろ出しゆつした上半身は逞たくましく、また無数の傷跡が見える。腰には無数の牙きば状の剣を差しているその亜あ人じん戦士はあくびを嚙かみ殺した。

「血の匂においがプンプンしてんなぁって来てみれば、糞くそ人間どもに入り込まれてるじゃねえか」

「アド・ワシーヤ！」

　犬亜人クーストースが、レーヴ人の戦士に声を上げたが、次の瞬しゆん間かん、その隙すきをついたヴァーレンラント王の剣によって倒される。

　アド・ワシーヤ。その名前には聞き覚えがあった。亜人解放戦線に所属するレーヴ人の殺し屋。貴族殺し。双剣使いの死神獅し子し。

「あー、そういや今日、襲しゆう撃げきの日だっけか。すまんなぁ、寝過ごしたわ──って、もう謝あやまる必要もねえか」

　レーヴ人の戦士は腰の剣けん虎この牙を模した剣を抜いた。

「なんか全滅してるっぽいし、なァッ！」

　アド・ワシーヤは並の獣けものよりも遥はるかに速く、高い跳ちよう躍やくを見せる。一気にヴァーレンラント王の目の前に着地すると、獰どう猛もうなる牙を剝むき出し、両手の剣を振り下ろした。

　王は黄金剣でアド・ワシーヤの剣を防ぎ──

「!?」

　いや、剣先で敵の刃やいばを滑すべらせてかわした。

「ほう、よく避よけたなぁ、えっと、ヴァーレンラント王、だよなてめえは」

　アド・ワシーヤは牙を見せて笑った。

「さすがはレギメンスの王ってだけあるぜ。……肌がチリチリしやがる！」

　獅子亜人が攻勢に出た。素早く両の手を繰くり出し、剣で切りつける。ヴァーレンラント王は巧たくみな剣技でそれを凌しのぐが──傍はた目めから見ても圧おされているのがわかった。攻撃に対してギリギリ防御が間に合っている印象。……直じきにガードが間に合わなくなる──見守るジュダの中で心臓がドクリと鳴った。

　しかしアド・ワシーヤの攻撃の手が止まった。呼吸を整えるように一度、間をとる。同時にそれはヴァーレンラント王にも態勢を整える時間を与えた。

「貴様……ただの亜人ではないな」

　ヴァーレンラント王は荒ぶる息を抑えながら言った。獅子人の戦士はニヤリとする。

「わかるか？　さすがレギメンス。やっぱりわかるんだなァ、こういうのは。……おうよ、オレ様はお前らが恐れている伝説の魔ま獣じゆう、スロガーヴ様よっ！」

　アド・ワシーヤは吼ほえた。それは空気を震わし、王を怯ひるませ、ジュダの耳にも一定に耳鳴りを与えた。獅子人の右足が王の腹部を蹴けり飛ばし、その身体からだを宙に飛ばした。

　──スロガーヴ、だと……!?

　ジュダは目を見開く。まさか自分以外に、しかも亜あ人じんと思おぼしき者の口からその言葉が漏もれるとは思わなかった。

「まあ、正確にはスロガーヴの力を与えられたまがい物だけどなぁ」

　アド・ワシーヤは、のしのしと王へと近づく。

「お前ら糞くそ人間どもが、オレ様にスロガーヴの力をくれやがったんだ。……まあ、そのことは感かん謝しやしてるんだぜ──ハーレムぶっ潰つぶされてテリトリーを失ったレーヴの恥さらしに、糞人間どもを血祭りにあげる力をくれたことはな！」

「もしや……アルタールが研究していたという人工スロガーヴか！」

　黄金剣を支えに立ち上がりながらヴァーレンラント王は言った。

「あるたーる？　知らねえな、糞人間の名前なんざ」

　アド・ワシーヤの目が銀色に変化した。

「オレ様が知ってるのはてめえの名前だけだ。ぶっちゃけ糞人間を殺せれば、オレ様にとってはそれで充分よッ！」

　突き出した手から紅ぐ蓮れんの炎が[image: ]ほとばしる。

　──魔ま法ほうを使うのか！

　ジュダは驚おどろく。亜人が魔法を使う様を見ることなど滅多にない。

　ヴァーレンラント王は剣を構える。

「電でん撃げき！」

　刀身から紫電が走った。剣につけられた魔石が持ち主の声に反応し、電撃を放ったのだ。それはレーヴ人の魔法より早く発動し、機先を制した。

「ぬぉっ!?」

　アド・ワシーヤを貫つらぬく強烈な電撃──だが、怯ひるんだのは一いつ瞬しゆん。次にはまるで身体からだをほぐすように身震いした。

「あぶねえあぶねえ、スロガーヴ様々だなぁ。ちょっと痛かったぜぇ」

　露ろ出しゆつしたアド・ワシーヤの肌、電撃を受けた火傷やけど跡が、うっすらと消えていく。

「てめえら糞人間が寄よ越こした力を、その身で味わわせてやるぜ。くたばんな人間ヒユージヤンッ！」

　レーヴ人は一気に距離を詰め、両手の剣を振り上げた。ヴァーレンラント王は一歩下がり、黄金剣で受け止める。

　剣けん戟げきが深部に木霊こだまする。ジュダは黙だまって、亜人の殺し屋と国王が戦う様を見つめる。

　──どうする？

　介入すべきか。しかし亜人解放戦線の手先に加勢する気などないし、まして仇かたきと狙ねらう王を助すけ太刀だちするのも違う。この戦いが終わるまで静観するか──レーヴ人の殺し屋が人工スロガーヴというのなら、ジュダといえど軽く見ることはできない。その力については未知数──踏ふみ込むには情報が少なすぎる……。

「……ジュダ？」

　ふと声が耳に届いた。

　ジュダは振り返る。そこには意識を取り戻したラウディが、手をついて上半身を起き上がらせていた。……まずいタイミングで目を覚まされた。

「父上っ！」

　獅子レーヴ亜人の殺し屋の猛攻にさらされるヴァーレンラント王の姿を目まの当あたりにし、ラウディは叫んだ。

　とっさの行動なのか、彼女は立ち上がると駆かけ出そうとして、躓つまずきかける。見れば片方の靴のヒールが折れていた。どうやらさらわれた時に折れてしまったらしい。

　しかしラウディはもどかしくも、進もうとした。前へ──丸腰で。……親も親なら子も子である。ラウディのために駆けつけた父王。そして今度は父親のために駆けつけようとする王子、いやお姫様。

　ジュダは剣をラウディの前に出して、その針路を妨さまたげた。彼女は当然の如ごとくジュダに目をやり、そして声を荒らげた。

「何故なぜ邪じや魔まをするジュダ！　それに、どうして父上を助けない!?」

　これもまた当然の問いだった。ジュダは、怖い顔で問いかける美姫に何と答えるべくか逡しゆん巡じゆんした。

「武器もなく、戦いに赴おもむくつもりですか、お姫様？」

「……っ」

　そこでようやく自分が、戦いに向かないドレス姿で、武器も持っていないことに気づく。我に返ったラウディに、ジュダは続けた。

「……いま国王陛下が戦っているのは人工スロガーヴです」

「人工スロガーヴ!?」

　驚おどろきを隠せないラウディ。

「アルタール公こう爵しやくが研究していたというあれなのか……？」

「そのようです」

　きっぱりとジュダは告げた。

「あのレーヴ人は、人間への敵意をもって亜あ人じん解放戦線に加わり、いまその復ふく讐しゆうを成そうとしています」

「いや、でもジュダ」

　ラウディは声を荒らげた。

「あのレーヴ人のことより、いまは父上を助けるのが先だろう！」

「……聞いてなかったのですか？　ラウディ」

　ジュダは冷淡な視線を向けた。

「相手はスロガーヴの力を持った戦士。……凡人が敵かなう相手ではありません」

「でも、だからと言って……」

　ラウディは、亜あ人じん戦士と戦う国王を見る。力ちから任まかせでありながら、素早い連れん撃げきを入れるアド・ワシーヤに対し、防戦一方のヴァーレンラント王。

「敵を前に、尻しり込ごみなどしていられるか！」

　彼女の青い目に強い光が宿る。

「命令だ。父上を助けろ」

「拒否します」

「!?　何故なぜだ!?」

「正直に言えば、俺はあなたのお父上のことを好いていない」

　ジュダは淡々と言った。

「より正確には、恨んでいます」

「なんだって……？」

　信じられないとばかりに驚おどろくラウディ。ジュダはそれ以上言わなかった。母の仇かたきだと宣言することで、彼女の感情の変化を恐れたからだ。

　──この期ごに及んで、俺はまだラウディとの関係を望んでいるのか……？

　歯がゆい。同時に、忌いま々いましい感情だ。冷れい徹てつに、淡々と、ラウディに真実を告げられたら──どれほど楽になるだろう。……俺がスロガーヴで、あんたの父親は俺の母親の仇だ、と。

「ジュダ、私は前に言ったな？『もし私がスロガーヴと戦うことになったら、君も私を手伝ってくれるよな？』って」

　いつだったか、ジュダは思考を巡らせる。そう、何の疑いもない目。ジュダがスロガーヴであることも知らずに向けてきたあの視線。

「でも俺も言いました。『相手がスロガーヴなら、俺は役に立てない』って」

　ラウディは押し黙だまる。ジュダは戦いへと視線を戻す。

　ヴァーレンラント王とアド・ワシーヤの一いつ騎き打うちをジュダは見守った。

　獅子レーヴ人の戦士は国王しか眼中になかった。王も相手の双剣をかわし、また隙すきを見て反撃に出る。一進一退の攻防。

　もとより高い亜人の身体能力に加え、人工的に強化されたアド・ワシーヤの身体からだは人間のそれを遥はるかに凌りよう駕がしていた。身体の動き、その跳ちよう躍やく力りよく、魔ま法ほう───スロガーヴを人工的に作り出す、常人離れした戦士を作るという意味では成功していると言える。

　一方のヴァーレンラント王は奮ふん戦せんしているが劣勢だった。致命傷は避さけているが、アド・ワシーヤの魔法、剣は少しずつ王の身体を焼き、傷を負わせていく。

　父親のそんな姿にラウディは顔を強こわ張ばらせる。今にも泣きそうな目で、ジュダを見やる。

「……ジュダ、父上に恨みがあると言ったな？」

「言いました」

「私の父に……君が何かしら思うところがあるのかもしれない──」

　ラウディの声は、真まっ直すぐだった。

「父は厳きびしい人だ。人から誤解もされてる。けれど、あの人は必死にこの国のことを、この国に住むものすべてのことを考えている。たしかにこの国は問題を抱えている。亜あ人じん差別主義者、解放戦線、土地や種族間のいさかい……問題はいっぱいある。けれど、それでも──」

　──違う。違うんだよラウディ。国とかそんなことじゃない。

　ジュダは唇を嚙かみ締しめる。家族の問題なのだ。血の問題なのだ。

「それでも、私にとっては父上は誇りだ！　見殺しにはできないっ！」

　ドレス姿のお姫様は、凜りんとした顔でジュダに手を差し出した。

「もし君が戦ってくれないというのなら、それでもいい。代わりに君の持っているその剣を私に託せ。……私が、戦う！」

「ラウディ……？」

「私は、この国の王子だ」

　ヴァーレンラント次期国王を宿命付けられた少女は言った。

「レギメンスの力を引く王族の子なんだ。剣をくれ」

「……お断りします」

「ジュダ！」

　ラウディの視線に対し、ジュダは剣先を地面に刺し、仁に王おう立だちになった。

「そんなドレス姿で、あの亜人、人工スロガーヴに勝てるとお思いですか？」

　彼女の足元を見る。戦いに向かないヒールの高い靴。

「屍しかばねをさらすだけです。犬死に、無駄死に。それがわからないあなたではないでしょう」

「それでも！」

　ぐっとラウディは唇を嚙んだ。

「見殺しにするくらいなら、死んだほうがマシだっ！」

　ラウディは怒ど鳴なった。その瞳ひとみから涙がこぼれる。

「親が殺されそうになっているのを黙だまって見ていられる子などいるか！」

「ラウディ！」

　咄とつ嗟さに駆かけ出したラウディだが、しかしその場でつまずいてしまう。やはり片方ヒールの折れた靴では──ジュダの見守る前で、ラウディは悔しげに振り上げた拳こぶしで地面を叩たたいた。

　ジュダは胸が引っかかれたような痛みを感じた。

　──いいのか、これで。

　その視線を、国王へ向ける。

　──あいつは、母の仇かたきだ。

　王を討つこと、それがジュダが王都にいる理由。ここにいる理由。その仇と戦っているのはジュダ本人ではないが、だから何だ。憎い仇が討ち取られるなら本望というものだ。しかもその死にざまを見ることができる。

　だが、だけど──ジュダは俯うつむく。

　ここにひとりの女が泣いている。自分の父親を助けるために必死になっている娘がいる。武器があり、靴のヒールが折れてなければ、彼女は躊躇ためらいなく戦ったはずだ。

　目の前で殺されそうになっている父──肉親、家族。

　無力。助けたくても助けることができない無念。

　──ああ、そうか。これは……。

　ジュダの脳裏によぎったのは、幼き頃の自分の姿。

　母が黄金の断頭台にかけられた時、何もできなかった幼き自分。

　助けたくても、叶かなわなくて。

　ただ、愛いとしい母の首が刎はねられるのを見ることしかできなくて。

　あの屈くつ辱じよく。憤いきどおり。無念。

「ラウディ」

　ジュダはその名を呼んだ後、口元を硬く引き結んだ。その声に顔を上げた彼女の首元に、ジュダは手を当てる。

「せっかくのお姫様が台無しですよ」

　ガクリとラウディの首が下がる。その身体からだからふっと力が抜けた。

　──ここから先に起こることは、君は見ないほうがいい。

　いつものように無表情。いつも以上に無感動。その冷淡な視線は決けつ闘とうの場へと向く。

　ヴァーレンラントの王とレーヴ人の暗殺者、その戦いは決着を迎えようとしていた。
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「ああ、畜生……いてぇ、イテェ。つい癖くせでやっちまったが嚙かみつきはなしだわ」

　アド・ワシーヤは口の中の唾つばもろとも、血を吐き出した。視線の先には、動かなくなった人間の腕──引きちぎられたヴァーレンラント王の左腕。

「そろそろ終しまいにしようかァ」

　レーヴ人は、傷つき膝ひざをついている人間の王を見下ろす。

「てめえを殺した後、喰くえねえのは残念だ。スロガーヴの身体にとっちゃ、てめえの血は毒だかんな。ついでにあそこで寝ているお姫さまでも喰らってやろうと思ったが、あいつもてめえの血持ってるんだっけな。オレ様は喰えねえが、亜あ人じんどもに喰わせるか？」

「貴様……！」

　ヴァーレンラント王の瞳ひとみに殺意がこもる。アド・ワシーヤは愉快そうにそれを見下ろした。

「いいねえ、野生の獣けもの、いや戦士の目ってやつだ。いまだ戦意は砕けず、しかしその身体からだ、動かずってか？」

　アド・ワシーヤは右手の剣を振り上げた。

「てめえブッ殺したら、王都に行って人間どもを皆殺しにするか。レギメンスのいねえ王都なんぞ、このスロガーヴ様の敵じゃねえからな。自じ重ちようする理由もねえ。てめえがノコノコ一人でやってきてくれたおかげだ。草葉の陰から、てめえの国が滅びる様を見ていればいいさ」

　あばよ──振り上げた腕。その剣を一気に──ドクンと心臓が鳴った。

　──後ろ……？

　野性の勘かんが、強烈なる気配を感じた。漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうをまとった戦士の姿。

　──この距離を一いつ瞬しゆんで!?

　アド・ワシーヤは驚きよう愕がくした。失念していた。いや眼中になかった。

　その戦士と目が合った。その色は、魔ま獣じゆうの如ごとき黄金色に輝いている。

　身の危険を感じた。だがその瞬間、見えない壁かべが衝しよう突とつしたかのような痛みを全身に受け、アド・ワシーヤの身体は宙を舞まった。
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　ジュダは剣先に指を触れさせる。

　これから戦う相手は人工とはいえスロガーヴ。普通の剣では、おそらく早々に折れる。

　──まとえ、風！　鋼はがねの刃やいばに。

　風が巻き上がり、それがジュダの前髪を揺さぶった。

　剣にまといし風の魔力、疾風の剣。

「……なんだよ、なんだよてめえはッ！」

　アド・ワシーヤが吼ほえた。

「邪魔すんなよ……。てめえは王様が死ぬまで待ってろってんだ。その後にオレ様のメシになる予定なんだからよ」

　ジュダは一気に踏ふみ込んだ。地面が抉えぐれ、甲冑に包まれたその身体を瞬時に、レーヴ人の懐ふところにまで飛び込ませる。

　咄とつ嗟さに、アド・ワシーヤは牙の剣でジュダの斬ざん撃げきを阻止した。だが思いがけない重刀の打撃に、牙の剣が手からもぎ取られ吹き飛んだ。

　思わずアド・ワシーヤは目を見開く。瞬時に後方へ飛んだのは野性の勘かんだった。風を薙なぐような一いつ閃せんを逃げるように飛び退のき、十メータ以上距離をとる。

「……んだ、てめえ。何者だ？」

　突然、危険の匂においを発し始めたジュダを睨にらみつけ、レーヴ人は唸うなる。

「いまさら王様を助けようってか？」

「まさか。国王陛下をお助けするつもりはない」

　ジュダは、荒い呼吸を繰くり返している国王を見やる。

「そいつは母の仇かたきだからな」

「あぁ？　何だってんだ！」

　アド・ワシーヤは両手から紅ぐ蓮れんの火球を放った。

　ジュダは魔ま力りよくの風をまとわせた剣で火球を弾はじく。──なかなかに火力はあるようだが、それは凡人に比べたらの話。伝説に聞くようなスロガーヴのそれとは比べるまでもない。

　狼ろう脚きやくで、瞬またたく間まに距離を詰める。左手を柄つかから離し、アド・ワシーヤの太い首を摑つかむ。

　王の放った電でん撃げきの魔法に対して再生したところから見て、多少傷を負ったくらいでは倒せない。そうであるなら──狙ねらうは喉のど元、首。……さあ、喉を見せろっ！

　勢いのまま加速し、アド・ワシーヤの身体からだを壁かべへ叩たたきつけた。

「ぐっ、あっ!?」

　アド・ワシーヤが暴れる。嚙かみつこうとするも、ジュダの剛力がその首を押さえ込む。

「なんだ、この細腕で、こんな力が……！」

「家族を失ったのか」

　ジュダは静かに問うた。一方で、左腕に力を込める。

「故郷を失ったのか」

「それが、何だってんだ、糞くそ人間が！」

「だとしたら同類だよ、俺とお前は」

　しかしジュダの黄金眼に、同情の色はなかった。

「だが、無益な殺せつ生しようは望まない。……お前と違って」

　こいつを放置すれば、関係のない者が死ぬ。だから、見逃すわけにはいかない。

「がっ……あ……」

　アド・ワシーヤがもがく。首──押さえつけているのに手元がぶれる。さすが人工スロガーヴだ。狙いにくい……！

　ジュダは力ちから任まかせに相手の身体を壁に叩きつけた。左手に全力、右手の剣を構えるも、まだ抵抗する。いったん呼吸を絶ち、大人しくさせたところで仕留めてやる。

「ぐぁ……ッ！　……息、が……なんて言うと思ったか！」

　アド・ワシーヤの剣がジュダの腕を斬きりつける。さらに首根っこを摑つかまれた状態にもかかわらず、繰り出された強烈な蹴しゆう撃げき。その一撃は、ジュダの身体を弾き飛ばした。

　砲弾を食らったかのように重く、また痛い一いち撃げき。ジュダの鎧よろいがへこみ、そして欠けた。

「ガハッ！　てめえ如ごときがオレ様の邪じや魔ましてんじゃねえよ！」

　アド・ワシーヤは叫んだ。

「何者にもオレ様の邪魔はさせねえ！　復ふく讐しゆうだ、糞くそ人間ども！　この国も、世界も、人間という人間すべてに復讐してやるッ！」

　人工スロガーヴは反撃に転じた。跳ちよう躍やくで迫り、牙剣を振るう。

　風を斬きる、などと言うのは生なま易やさしいほどの風圧。一ひと太刀たち目をジュダは頭ひとつかわし、二太刀目は剣で受け流す。刀身に巻きつく風の壁かべがアド・ワシーヤの一刀を流したが、それがなければおそらく剣は真っ二つになっていた。流したはずだが、ジンと手に痺しびれがきた。

　──こいつっ！

　ジュダも力で応じる。

　ぶつかる剣と剣。しかし両者の動きは、互いの尻尾しつぽを狙ねらう獣けもののように素早い。受け止めずに空を斬った剣先が地面に触れるたびに、岩が削けずれ火花を散らす。

　大気中の魔力が目まぐるしく循じゆん環かんする。

　それは火の塊かたまりとなり、風の刃やいばとなり、はたまた岩石を飛ばす力となった。

　ジュダの振り上げた一刀を、レーヴ人は飛び退のき避よける。獣の持つ脚力と相まってアド・ワシーヤは巨きよ軀くにもかかわらず俊敏だ。腰の牙剣を矢や継つぎ早ばやに投とう擲てきしてくる。

　ジュダは剣でそれらを弾はじく。

　だがそれは目くらましだった。アド・ワシーヤは身体からだを反そらせ、大きく息を吸い込むと、炎竜の吐き出す吐息ブレスの如ごとく、炎の塊を吐き出した。

　風をまとう剣で炎塊を払いのけるが、業ごう火かもかくやの熱がジュダの肌を焼く。熱と痛みに怯ひるんだのは刹せつ那なの間。痛みもすぐさま感じなくなる。

　戦せん闘とう色に輝く金色の眼めを向ければ、魔力の流れが変わり、アド・ワシーヤが天上から降らせようとした大岩が制御を失いそのまま落下する。魔法を無効化され、レーヴ人は雄お叫たけびを上げて突進してくる。

　ジュダは左手を地面に向け、手で引き剝はがすように岩の塊を引き寄せ投げつけた。

　獅子レーヴ人はその太い腕で、岩の塊を払いのけた。だがその隙すきに、ジュダは懐ふところに飛び込んでいる。剣に魔力の渦を溜ため、身体の捻ひねりを加えて力を上乗せする。

　アド・ワシーヤは迫る渾こん身しんの一撃を野や獣じゆうさながら軽い身のこなしでかわす──が、それはジュダの読みどおりだった。

「ぬんっ！」

　剣に溜めた魔力の渦を、風に換えて放つ一撃。風の刃は、人工スロガーヴの身体を切り刻み、その剝むき出しの肉体から黒い血液を撒まき散らさせた。だが──浅いっ！

　手て応ごたえが弱かった。さすがに熟じゆく練れんの亜あ人じんともなると速い……！

「あぁ、わかってきたぜぇ、てめえの正体──！」

　ゆっくりとした言葉を投げかけていたかと思えば、次の瞬しゆん間かん、アド・ワシーヤの身体からだが砲弾のような勢いで飛んできた。瞬まばたきの間に距離を詰められる。

　──しまっ……。

　首に走る激げき痛つう。生温かな血が噴ふき出す。

　やば、嚙かまれた……首を──空気が抜ける。呼吸するも酸素が思うように届かない。苦しい！

「こいつでぶっ飛べぇ！」

　アド・ワシーヤの怒ど号ごう。ジュダのがら空きとなった腹部に、アド・ワシーヤの突き出された両の掌しよう底ていによる一いち撃げきが炸さく裂れつする。

　鎧よろいを無視して貫つらぬいてきた衝しよう撃げきにジュダの身体が吹き飛ぶ。息が詰まった。倒れこそしなかったが、一瞬の酸欠にジュダは片かた膝ひざをついた。

　肩が激はげしく揺れる。内臓への衝撃、首の傷が重なり、肺が酸素が足りないと悲ひ鳴めいを上げる。

「やっぱ生きてやがるか。……てめぇもスロガーヴってとこだろ、あ？」

　アド・ワシーヤは荒ぶる呼吸を整える。

「しかし、こんなところで、お仲間に出会えるとは思わなかったぜ」

　レーヴ人はゆっくりと歩み寄り、首の傷を押さえ、喘あえぐジュダを見下ろす。

「どうだ、同類。てめえもスロガーヴの血を持ってるなら、オレ様の仲間にならねえか？　同じスロガーヴのよしみだ、人間どもを殺して、勝手気ままにやろうぜ？」

「……がはっ」

　ジュダは息を吸い込む。段々、体に酸素が行き渡りつつあった。傷口が再生によって埋まってきたのだ。

「オレ様とてめえで、王国を築きずくってのも悪くねえ。他の生き物は全部奴ど隷れいだ。それで世界ってやつを支配してみるのも面おも白しれぇ。糞くそ人間どもがオレ様のテリトリーを奪い取ったように、オレ様とてめえで、人間どものテリトリーを奪ってやる！」

「寝言は寝てからほざけ……」

「ああ？」

　アド・ワシーヤの顔が引きつった。ジュダは笑っていた。

　何故なぜこうなるのだろうか。

　どうして俺は、人工スロガーヴなんかと戦っているんだ？　考えただけでもバカらしい。スロガーヴと人工スロガーヴ──普通に考えれば味方だろうに。敵対するなど愚おろかなことだ。しかもその理由が仇かたき討うちの標的を守るためとか、気が狂ったとしか言いようがない。

　俺は何をしている？　ラウディの意志、彼女が足あ搔がく姿を見ていられなくて、こんなことになっている。いつもどおり、弱い奴やつの味方なのだ。まったく……。

　──君が悪いんだからな。君のせいだよ、ラウディ。

「あいにく、支配者とか世界には興味がないんだ」

　その言葉に、レーヴ人は口元を引きつらせた。歯を剝むき出し、怒りを露あらわにする。

「お前の王国とやらにも興味がない」

　ジュダはアド・ワシーヤを見上げた。

「さあ、どうする。俺はお前と友だちになる気はない」

「なら、死ぬんだなっ」

　アド・ワシーヤは吐き捨てた。

「今度はその首を搔かき切ってやるよ！　スロガーヴといっても不死身じゃねえ。胴と首を切りはなしゃ、それで終しまいよっ！」

　レーヴの咆ほう哮こうが響ひびき渡る。獅子レーヴ人の咆哮は、獣けものの王者が見せる圧倒的な叫び──その衝しよう撃げきに耳が音を拾わなくなった。この距離だ。鼓膜がやられたかもしれない。だがそれも直じきに元に戻るだろう。

　ジュダは自分の言葉も聞こえなかったが、何を言ったかはわかっている。

「ああ、そうだ。首と胴を切り離せばスロガーヴといえども命はない」

　待ってたよ。お前が無防備に首を見せるのを──ジュダは立ち上がり、足先に溜ためた魔ま力りよくを解放、瞬しゆん時じに加速した。……この距離、かわせまいっ！

　重い手て応ごたえ、硬い肉、そして首の骨に刀身が当たって止まりそうになる。普通の人間ならここまでだ。だがスロガーヴの剛力なら──その首も、断てる！

「……っ！」

　剣が一いつ閃せんする。すれ違ったジュダは振り返らなかった。

　飛び跳ねるは鬣たてがみを伸ばした獅し子し顔亜あ人じんの首。飛び散る血玉が地面に跳ねて黒く汚す。やがて、アド・ワシーヤの身体からだが崩くずれるように倒れた。
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　誇り高きレーヴ人──そんな中にあって、アド・ワシーヤのような外げ道どうがいる。しかしこうなる前、つまり、人間たちに領土と家族を奪われなければ、レーヴ人の例に漏もれず彼らのリーダーとなっていただろう。

　彼を外道に変えたもの、それは人間たちの欲。一部の人間の欲望が、力への渇望が、レーヴの男を狂わせ、周囲に不幸を撒まき散らした。

　ジュダの背中がチリチリとした痛みを感じた。思わず口が歪ゆがむ。感傷に浸ひたる間もないか……。

「まだ、お前が残っていたな」

　ジュダはレーヴ人の血に染まった剣を握り込む。

「レギメンス、黄金の王。英雄王ヴァーレンラント……」

　母の、仇かたき──ざらりと胸をよぎるその言葉。ジュダの眼光が再び黄金色に変わる。魔ま獣じゆうの如ごとき人工スロガーヴとの戦いで血が昂たかぶっていた。ぶつけどころを求めていた怒りの感情が加わり、ジュダの思考を赤く染める。

　──悪いなラウディ。君の願いを聞くのはここまでだ。

　全身傷だらけ、左腕を失いながらも、老王は黄金剣を手に、スロガーヴ──ジュダに射すくめるような視線を投げかけていた。……そうとも、こいつは俺を見逃さない。

　俺は、王こいつを許さない……！

　ラウディに嫌きらわれるから何だ？　それで十年溜ため続けた怒りを捨てるのか？

　さあ、レギメンスを討て。母の仇かたきをとれ！　いまがその時だ。

「貴様は──」

　ガンダレアス・ラーレイ・ヴァーレンラント王は、甲かつ冑ちゆうを血に染めた戦士を見つめる。

「ジュダ・シェード」

　一歩、また一歩と歩み寄る。

「それが俺の名前だ、ヴァーレンラント王」

　ジュダは告げた。

「十年前、とある愚おろかな貴族が起こした小こ競ぜり合あいで、俺の母は人間と戦い──お前に囚とらわれ処刑された。お前が忘れても、俺は忘れていない……！」

「あの女の息子か」

　王は瞑めい目もくし、静かに吐と息いきを漏もらした。

「勇敢な戦士だった。我が誘いを拒こばみ、恭順の意志を示さなかった──」

「黄金の首輪を抱き、絶対服従。そんな奴ど隷れいのような扱いに恭順もクソもあるかっ！」

　声を荒らげ、剣を向ける。

「黄金の刃やいばに追い込んでおいて、よくもぬけぬけと！」

「……そうだな、理由はどうあれ、貴様にとってそれは変わるまい」

　ヴァーレンラント王は、しかしその闘とう志しはいささかも揺れることなく、ジュダの肌にピリピリとした刺し激げきを与え続けた。

「……余を殺すか、スロガーヴ」

「ああ……ずっと、ずっと、あんたに恨みを抱いてきた」

　王都に来て二年。王城を眺め、そこにいるだろう王に怒りを向けていた。

　その仇かたきが目の前にいる。亜あ人じんとの戦いで傷を負い、その場に座り込んでいる。歴戦の戦士の貫かん禄ろく。強烈なる圧力を感じる一方、とても戦えるようには見えなかった。

　せいぜい、黄金剣を向けるくらいだろう。この男の命は、ジュダが握っている。弱った老王を殺すのに、さほど手間はかからない。

　ようやく、この手で──ジュダは剣を『突き』の姿勢で構え……ふっと一呼吸の後、ヴァーレンラント王の右上腕に突き刺した。

「ぐぬっ……！」

　苦く悶もん、しかし歯を食いしばって耐たえる老王。強く握られた剣は落ちない。

「痛いか？　痛いよな」

　手に伝わる肉を抉えぐる感触。ジュダは怒りのまま、しかし冷淡な視線を向ける。

「ずっと、胸の中が疼うずいていた。母のことを思えば時々痛みすら感じた……」

　だが母は、もっと辛つらかった。痛かったに違いない。処刑寸前、公衆の面前にさらされた彼女の傷ついた姿は、いまでも忘れることができない。

「スロガーヴ……ッ！」

　王の声。強くなるレギメンスのオーラ。その焼くような黄金の力に皮ひ膚ふが痛んだ。まだそんなオーラを放つ力があるのか。……ジュダは腕に力を入れる。さらに剣は王の腕を抉った。

「お前が貴族どもの悪道を野放しにしなければ……母も、他の者たちも、苦しまずに済んだかもしれない」

　乱暴に剣を引き抜く。一度は強くなったレギメンスのオーラが弱くなっていく。老王の体力は限界を迎えているのだ。楽に殺したらつまらないという思いと、さっさと楽にしてやるべきかという思いが入り混じる。

　剣を振り下ろせば、王の体を容易たやすく引き裂ける。王は動かない。いや、動けないのかもしれない──ジュダは冷ややかだった。

「抵抗しないのか、王よ？　俺に、スロガーヴに黙だまって殺されるだけか？」

「……御ご託たくはよい。とるなら、さっさと首をとれ」

　ヴァーレンラント王は底冷えするような声で返した。痛みに耐えながらも、その声にはいささかの脅おびえもない。王の威い厳げん。感情を覗のぞかせることさえ拒こばむ、鉄仮面のような硬さ。

「潔いさぎよいな。……怖くないのか？」

「何を恐れるというのだ？」

　逆に王が問い返した。

「命か？　それとも国の未来か？」

　目の前の男は、どこまでも王だった。決して怯ひるまず、その意志は固く、凶器を前にしても泰たい然ぜんとしている。

　──脅おびえろよ……命いのち乞ごいをしろよ……！

　お前がみっともなく生に執着するところを見せろ。

　こいつを跪ひざまずかせたい。動揺させたい。惨みじめな死を与えたい──ジュダの心は疼うずいた。

　ただ殺すだけでは、十年間の恨みの対価に見合わない！

　この王が動揺するもの──ジュダは思考を巡らす。

　何を言えば恐れる？　何をすればこの男はうろたえる？　何をすれば惨めに命乞いをする？

　ジュダは王から視線をそらした。

　蒼あおいドレスの娘。奴やつは彼女を助けるために単身ここへ来た。お供も連れず、英雄王に恥じない勇敢さで、自分の娘を助けるためだけに、ここにいる……。

　王がジュダの視線に気づき、目を見開いた。そのわずかな反応を、ジュダは見逃さなかった。

　──そうだ、お前にも弱点がある。

　ラウディ・ヴァーレンラント。王子として育てた娘。この国の未来。何より、王にとっては自身の血を受け継ついでいる大切な子。……子を心配しない親はいない。

　ラウディを殺すと言えば、王は慌てるだろうか。

　彼女の衣服を剝はぎ取り、さらし者にすると言えば、王はやめろと懇こん願がんするだろうか。

　ドクンと心臓が強く鼓動した。

　頭の中が茹ゆであがっているように熱かった。強烈な意識が脳を支配し、心を黒く染めた。

　彼女を殺す。そうすれば、目の前の王とて錯さく乱らんする。復ふく讐しゆうできるッ！

　口の中がカラカラに渇いていた。熱気にさらされたせいか、手が小刻みに震えてきた。

　──殺す？　ラウディを……？

　できるのか、と躊躇ためらう。ヴァーレンラント王は母の仇かたきだ。だがラウディは違う。王族で、しかもスロガーヴの天敵であるレギメンスだからといって、直接恨むようなことはない。

　騎き士し学校で同じクラスになった。初めは漠然と敵視していた。つきまとわれて鬱うつ陶とうしく感じた。けれどいつからか、一緒にいることが普通になっていた。

　ジュダは皮肉屋で、意地悪だという自覚がある。ラウディが声をかけてきて、つい意地の悪さを発揮しても、彼女は懲こりずにジュダのそばにいた。

　認めたくないが、友だと思われている。それにまんざらでもなかった自分もいる。血は敵だと認めているのに、何故なぜかウマが合うのだ。

　そんな相手を──その父親に復ふく讐しゆうするからといって、手にかけていいのか？

　ラウディを傷つければ、ヴァーレンラント王を苦しめることに繫つながる。その苦痛や未練を残し、あの世に送ってやるのはジュダにとって慰なぐさめになるかもしれない。

　だが、それでいいのか。その必要があるのか？　慰めとはなんだ？　恨みつらみを重ねた分の対価が欲しいのか？　母親の命を断った原因を作った男を殺す……それに何の意味がある？

　おそらく──意味はないのだ。

　ただ自分が納得できないから、納得したいから、復讐するのだ。残された者の、引き裂かれた心、怒りを晴らす。その恨みを晴らしたら……どうなるというのか？

　何も──きっと、何も変わらない。

　死んだ母が蘇よみがえるわけでもない。自分の納得と引き換えだ。抱えた恨みを捨てるための行為だ。

　では恨みを捨てた後はどうなる？　抱えていたものが消えた後は？　誰が救われる？　俺が救われる？　本当に救われるのか？

　ジュダは王と剣を交互に見つめた。

　こいつを討てば俺が救われる。だけど、こいつを殺した時──ラウディは。

『報復の連れん鎖さです』

　シアラの声が聞こえた気がした。

『誰が始めたかとか、誰が先にやったとか、そんなことじゃなくて、ただ怒りに突き動かされて新たな報復を生む……』

　復讐の連鎖。ジュダの恨みが消える代わりに、ラウディが新たな恨みを抱える。

　王を殺した相手に。大切な肉親を奪われた怒りと悲しみを抱えて。

　ジュダが剣を振り下ろせば──ラウディは二度と、ジュダに微笑ほほえみかけてはくれないだろう。

　だからどうした？　ラウディに嫌きらわれるから何だというのだ？　王を討つとなれば、必然的にそうなることくらいわかるだろうに。

　簡単なことだ。王を殺し目的を果たすか。ラウディの願いを聞き、王の命を助けるかだ。

　──ああ、簡単だ。どちらを選んでも、深く後悔する……。

　ジュダは深呼吸する。

　雑念が駆かけ巡る。それがわかると余計に白けてきた。何とか気持ちを振り絞ろうとしても、一度冷めてしまったものは、簡単には戻らなかった。

　王がとことん外げ道どうで、憎い奴やつなら、こんな気持ちにはならなかったはずだ。アルタールのような外道の差別主義者だったらよかった。何の咎とがめる気持ちもなく、復讐できたのに。

「迷っておるのか？」

　王は静かに問うた。ジュダを見つめる目は、どこまでも真まっ直すぐだった。

「俺は臆おく病びよう者ものだ」

　自じ嘲ちようする。圧倒的な力を持ちながら、こそこそ暗殺という手段をとることを考えた臆病者だ。肝心の標的を前にして、その剣を振るうことに迷っている。

　たった一人の少女のせいで。どうして、彼女に会ってしまったんだろう。彼女がいなければ──俺は王を……母の仇かたきを討てたのに。

　ジュダは剣を引いた。

　心がもやもやした。剣を収めてよかったのか。いまならまだ王を殺せるぞと心がささやく。

「……後悔しない生き方なんてできるのか」

　それは自身に言い聞かせた言葉。王を見逃したこと、後悔していないと言えば噓うそになる。手が小刻みに震えた。感情の揺れが荒れ狂う大波のようにジュダの中で渦巻いた。

　──俺は剣を引いた。いま、ここで、俺からは剣を振るわない。

　だが王はどうだろう。ジュダは思う。

「あんたはどうするんだ、レギメンス？」

　だから王に問い掛ける。

「俺がスロガーヴだとあんたは知ってしまった。……俺も殺すのか？」

　そうなる予感があった。いや、逆の立場ならそうする。ジュダは考える。口封じは必要なはずだ。王がここで敵意を見せてくれれば、それは彼を討つ理由になる。

　だが、王は挑発には乗らなかった。

「いまの余にその力はないよ、スロガーヴ」

「いまは、な。だが母を追い詰め処刑したように、俺を追うこともできるだろう」

「それは貴様次第だな、スロガーヴ」

「どういう意味だ？」

　ジュダは問うた。王の視線は、深部の端はしで意識を失っているラウディに向いた。

「貴様に問う。何故なぜ、ラウディを救おうとした？」

「!?」

「貴様にとって余は敵だ。余の血を引くラウディもまた、貴様にとっては敵ではないのか？」

「それは……」

　ジュダは言葉に詰まる。たしかに王の言うとおりであるが、今のジュダの中にはラウディは敵であるという認識はない。ないが、それを面と向かって王に言うのは躊躇ためらいを覚えた。

「答えられないのか？」

「あんたには関係ないだろう」

　ジュダは顔をそらした。そこで王は初めて皮肉的ではあるが笑みを浮かべた。

「ラウディは貴様を高く買っていた。貴様の正体は知らんのだろうがな。知らないことは幸せか。……いや余にとっては不幸だな」

「何が言いたい？」

「……ラウディがいなければ、余は貴様を討てたのに」

　笑い出したい気分になった。何ともおかしな話だ。

　それは──ジュダの口元を歪ゆがめた。つまり、ヴァーレンラント王は──

「ああ、まったく。彼女がいなければ、俺もあなたを討てたのに」

　わずかな間だが、ジュダはこの王と同じ意識を共有した。お互いが同じ心境に達していたのだ。……まったく嬉うれしくないが。

「ラウディはいい娘だ。あなたも自慢にしていい」

「彼女と踊ったからといっていい気になるなスロガーヴ。あれは、王子なのだから」

「了解した。だが忘れるな」

　ジュダは踵きびすを返した。

「あなたは俺の母の仇かたき。許したわけじゃない。人間による目に余る蛮行、それらを捨て置くようなら……今度こそ、その首貰もらい受ける」

「貴様こそ。かつての魔ま獣じゆう、魔王とも呼ばれたスロガーヴの轍てつを踏ふむようなら、余とて貴様を見逃さぬと心得よ。世を混こん沌とんに導みちびく闇やみの魔獣は、光の一族に討たれるということを忘れるな」

　ジュダは出口に向かって歩く。

　一いつ瞬しゆん、意識を失っているラウディを見やる。本当なら彼女を騎き士し学校まで連れて帰ってやりたかったが……。

　いくら何でも、スロガーヴの手で愛まな娘むすめが抱かれるのを、王が許さないだろうから、それは父王に譲ゆずることにした。あの王の、子への態度は筋金入りだ。

　だが、だからと言って王を許したわけではない──ジュダは心の中で繰くり返した。

　その時が来たら、次はない。










　　　　　終章　史上最強の臆おく病びよう者もの




　ペルパジア大臣が、ヴァーレンラント王の生せい還かんを聞いた時の気持ちは、一言では言い表せるものではなかった。

　生きて帰ってきた。それが意味するのは、ジュダが──スロガーヴが王に敗れたか、あるいは彼自身が暗殺を諦あきらめたかの二つに一つだった。

　騎き士し学校からの報しらせ、王都警備隊の報告などを整理しつつ、ペルパジアは王の帰還を待った。近この衛え隊たいの厳げん重じゆうな警備のもと、王城に王が到着すると、真っ先に出迎えた。

「ご無事で、陛下。……左腕は──」

「ふむ……疲れた」

　王の表情は、いつにも増して険けわしかった。その豪ごう奢しやな服は汚れ、また手当ての跡も痛々しい。左腕には包帯が巻かれているが、失ったものを隠すまでには至らない。だがそれでも自力で歩いているその姿は、歴戦の戦士としての強さの表れのようだった。

「召し使いを待たせてあります」

　ペルパジアは事務的に告げた。

「まずお召し物を替えられるのがよろしいと存じます」

「ラウディを部屋で休ませてやれ。あれも疲れておるだろう」

　王は自分を運んだ馬車を一いち瞥べつした。

「御ぎよ意いに」

　大臣は、兵たちに合図して王子を任まかせると、王へ視線を戻した。

「事件の仔し細さいについては、明日になされますか？」

「貴様がそう言うのなら、敵は完全に王都の外へ追い出せたのだな？」

「はい、亜あ人じん解放戦線は退散しました。守備隊からの報告では、半分を倒し、残りは王都外へ逃れたとのこと。被害把握と、救きゆう難なん活動を優先させております」

「ご苦労。……被害はどれほどか？」

　ヴァーレンラント王が問うた。ペルパジアは歩調を合わせた。

「集計中です。なにぶん、夜間の襲しゆう撃げき。明るくなれば、さらに被害報告が出るでしょう。……何か気がかりでも？」

「気がかり？　ああ、あるとも」

　ヴァーレンラント王は、鋭するどい視線を投げかけた。

「大臣、貴様の引き取った子がいただろう。名はたしか、ジュダ──」

「シェード。母方の姓を名乗らせております」

　ペルパジアは王が何を言うにせよ、警戒した。

「貴様の息子に命を救われたぞ」

　それは、どのように解釈すればよいだろう。言葉どおり、亜あ人じんから王を救ったと受け取るべきか。それとも、ジュダが王の命を見逃したことで、救われたという意味だろうか。

「ラウディから腕っ節の強さは聞いていた。あのドラゴゥを眼光だけで追い払うと聞いた時は眉まゆ唾つばものだったが、なかなかどうして恐るべき剛力の持ち主よ。アド・ワシーヤ……亜人解放戦線の例のレーヴ人を仕留めた」

　あの札付きを倒したのか──ペルパジアは思ったが、同時に別の疑問に思いを巡らせる。──ジュダは、王暗殺を諦あきらめたのか、と。

　ヴァーレンラント王は表情を改めた。

「だが、貴様は知っておったか？　ジュダ・シェードは、スロガーヴだぞ」

「……彼がそう言いましたか？」

　ペルパジアは切り返した。知っているとも、知らないとも言わなかった。

「ふむ……」

　王はそう言ったっきり、口をつぐんだ。ペルパジアは事務的な口調で問うた。

「ジュダがスロガーヴなら、陛下はどうされますか？　逮捕状を出しますか。ご命令とあらば兵を集めますが？」

「血の繫つながりはなくとも、貴様の息子だぞ？」

　ヴァーレンラント王は眉をひそめた。ペルパジアは淡々と答えた。

「すべては陛下のお心のままに」

　臣下とはそういうものだ。ペルパジアは多くを語らなかった。どのように転んでも手は打てる。事と次第によっては、自身も危ういのだが、それはそれとペルパジアは割りきっていた。

「いかがなさいますか？」

　ジュダがスロガーヴであることを王が知ってしまった以上、放置しておくことなどありえない。民もスロガーヴが王都にいると知れば、国を挙げて拘束することを望むはずである。

「……何もせん。あやつについては手出しは無用だし、このことも他言無用だ」

　ペルパジアは頷うなずいたが、しかし好奇心を拭ぬぐい去ることはできなかった。

「理由をお聞きしてもよろしいでしょうか？」

「……あやつには、借りがある」

　国王は不ふ承しよう不ぶ承しようといった顔になった。

「余を殺そうと思えば殺せた。だがあやつは余を見逃した。それに、ラウディの恩人でもある。まったくもって忌いま々いましいことにな。ここであやつを捕らえようとすれば、人間の寛大さとは魔ま獣じゆう以下のものとなろう」

「放置しておくのは危険なのではありませんか？」

　ペルパジアは重ねて問うた。

「いつか災わざわいを呼ぶ存在になるやもしれません」

「災いの種は、どこにでも芽吹くものだ。何もスロガーヴだけではあるまい。余も、貴様も、他の誰彼問わず、可能性はある」

　ペルパジアは答えなかった。しかし王は気にせず、いや不敵に笑った。

「余が手を出せば、『戦争』となる。どれだけの犠ぎ牲せいが出るかわかったものではない」

　戦争はうんざりだ──王国を外敵から守ってきた老王は、疲労をにじませて呟つぶやくのだった。
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　王を見逃したジュダは、一度騎き士し学校に戻った。

　正直に言えば、雲隠れするつもりだった。騎士学校にいる理由がなかったからだ。騎士生という身分は、王都に潜せん伏ぷくするための口実に過ぎない。王に正体が露ろ見けんした時点で意味はない。

　まだ襲しゆう撃げきの後始末で慌ただしい学校を尻しり目めに、ジュダは自身の部屋に向かった。すでにまとめておいた荷物を取りに来た、まさにその時、教官や騎士生たちが押し寄せてきた。

　もう追っ手が──身構えるジュダに対し、先頭きってやってきたジャクリーン教官が言った。

「よくもやってくれたなジュダ！　ラウディ殿下と国王陛下の命をお救いしたそうだなっ！」

　閉口である。何が何だかわからないうちにジャクリーンや騎士生たちに賞賛された。

　翌日、世界が変わったのを嫌いやでも思い知ることになった。

　朝、寮りようの食堂にて、同期の騎士生や下級生たちから好意的な視線を浴びた。顔を見ても喋しやべることがなかった連中すら、ジュダに対して目礼をしてきたのだ。

　昨日の騒さわぎの後片付けのため、講義が中止になったが、その教室においても──

「あの、ジュダ、君くん……」

　珍しくサファリナが声をかけてきた。ジュダに対し傲ごう慢まんな貴族そのものといった態度を崩くずさなかった彼女にしては、しおらしかった。しかも『君』までつけて。

「き、昨日のことですけれど、その、助かりました」

　顔を羞しゆう恥ちに染め、あの生意気緑髪巨乳貴族生が、ぼそぼそと言う様は奇妙さを通り越して、夢でも見ているのではないかとジュダは思った。……罰ゲームでもやらされているのか？

「なんだって？」

「だからっ！　その、講堂でわたくしを助けてくださったでしょう？　べ、別に、助けを乞こうてはいませんが」

　サファリナを攻こう撃げきしようとした亜あ人じんを風の魔ま法ほうで吹っ飛ばしたことだな──ジュダとしては王のほうに気を取られていて、助けた、というつもりはなかったが。

「これまであった数々の非礼について……水に流してあげても、よろしくてよ。ルーベルケレス侯こう爵しやく家の娘として、たとえ生まれが不明な者に対しても、いちおうの礼は言っておきますわ。困ったことがあったらおっしゃって。相応の礼はさせてもらいます」

　そのたっぷりある胸を突き出すようにサファリナは言い放った。

　謝しや礼れいでも期待すればいいのか──普段の高圧的なサファリナに慣れているだけに、ジュダはどうにも居心地が悪かった。

「ああ、助けたっていうことは、あの場合はどれくらい吊つり上げてもいいのかな？　相応の礼っていうのは、命の対価だとどれくらいになるのかね？」

「あら、金銀財宝を我が家からふんだくるおつもり？」

　サファリナの目つきが険けわしくなる。しかしその顔には皮肉げに笑みが浮かんでいる。

「あいにく、金に興味はなくてね」

　スロガーヴだから──という種族ジョークは胸のうちにしまっておく。

「もしかして、わたくしをお望み？」

　貴族令れい嬢じようである騎き士し生せいは蔑さげすむような目を向ける。……そうそう、そういう敵意じみた視線のほうが、サファリナらしいと思う。頼むから憎らしい少女のままでいてくれ、そうでないと想像で弄もてあそべなくなる。

「下げ衆すね、本当に。だからあなたのことは嫌きらいなのよ。……でも、きちんと責任をとってくださるなら、差し出してもいいですわ」

「は？」

「しょ、処女……その、あなたがきちんと面倒を見てくださるなら」

　聞き違いではあるまいか。ジュダは目の前の貴族生少女の言動を疑った。

「……女子にここまで言わせたのだから──」

「サファリナ、君きみ、少し頭を冷やそうか。熱でもあるんじゃないかな。嫁入り前の娘が言うセリフではないな。──ん、顔が赤いぞ。今日はもう休んだほうがいいと思うよ。そしてベッドに入って今自分が言ったことをじっくり反はん芻すうするといい。話はそれからだ」

　ジュダは強引に話を打ち切って、サファリナにお引き取り願った。

　態度が変わったのは彼女だけではなかった。騎士生や下級生たち──同期でジュダに対し何かと冷淡な貴族生でさえ──ジュダに対し好意的、中立的な態度に変化した。

『国王陛下とラウディ王子殿下の命を守った学校一の騎士生』

『亜あ人じん解放戦線を一人で殲せん滅めつした男』

　そこに軽けい蔑べつや冷笑はなかった。騎士生たちの間では、ジュダは今や、知らぬ者はいない有名人となっていた。

　全身がムズ痒がゆくなるような、何とも嫌いやな状態だった。特に、下級生連中の『英雄』を見る目は、嫌われ者を自負するジュダにとって、逃げたくなるほど気持ち悪かった。

　ただ国王を救い、ラウディを助けたというだけなら──それでも充分すぎるが──目もく撃げき者しやが少ない故ゆえに、こうまであからさまな評価にはならなかっただろう。むしろ疑う者もいたはずだ。

　だが講堂で国王とともに戦ったところを目もく撃げきしたゲストや騎き士し生せいも多かった。特に王が出席する場なので貴族生がほとんどだったことが、嫉しつ妬とよりも羨せん望ぼうや敬意の感情が先行する結果となったようだった。

　冗談じゃない。ジュダは改めて心の中で呟つぶやくのだった。

　亜あ人じん解放戦線の騎士学校襲しゆう撃げきから二日後。

　幸いといっていいのか、ジュダが『スロガーヴ』である事実は、噂うわさにすらなっていない。国王は、ジュダの素性を明かさなかったようだ。

　黄金試験も中止となった。表向き、エイレン収容所の事件は亜人解放戦線によるものという発表がされた。もちろん噓うその発表となるが、ペルパジア大臣が手を打ったのだろう。

　そもそも国王自身が、スロガーヴが誰かすでに知っているわけだから、調査の必要がないことも関係していると思われる。もちろん、国王がジュダを討伐しようと仕掛けてきたら大暴れして、王城を瓦が礫れきの山に変えてやるつもりだったが……。

　一方、ラウディとは事件以来、顔を合わせていない。クラスメイトから命を狙ねらわれ、さらには誘拐された後ということもあり、彼女は国王とともに城に戻った。怪け我がはしていないはずだが、心のほうに傷を負ったかもしれない。

　ラウディを襲おそったクラスメイト──コントロは現在、王国側から厳きびしい取り調べを受けている。何故なぜ、あのような犯行に及んだのか──ジュダの耳には届いていないが、王族に敵対する者たち、あるいは王族に不満を抱いている一派の刺し客かくの可能性が有力である。……先日、ペルパジア大臣と話した時に出た、ヴィグパール大公──そいつが怪しいとジュダは見ている。

　いま、ラウディは何をしているだろうか──ふと、そんなことを考える。学校の中庭に面する馬小屋のそば、芝生に寝転がりながらジュダは思った。

　最初はそばに寄られて迷惑していた彼女の存在。それがいつしか当たり前になり、いまこうしてあの女顔の王子がいなくなると、それはそれで寂しいというか何というか。からかい甲が斐いがないというか、つまらないというか。

「で、いつまでエクルウ小屋の前に隠れてるのかな、ジュダ兄にい？」

　寝転がるジュダの横で、あぐらをかいたトニが言った。

「えーゆうだよ？　ジュダ兄にいのパレードはいつ？」

「俺はやらないぞ、パレードなんて」

　スロガーヴが堂々と人間たちの前を行進するなんて。

　いや、ある意味痛快なことかもしれない。人間たちから嫌きらわれている悪の魔ま獣じゆうを、そうとは知らず英雄視する愚おろかな人間たち。いやいや、目立つなんてとんでもない。

「そっかー。ボクは、ジュダ兄にいが褒ほめられるのは嬉うれしいけどな」

　ジュダはそっぽを向いた。

「これ以上、人から注目されたら気が狂いそうだ」

「それでここに隠れているわけね」

　勝ち気な少女の声がした。誰かはわかっている。赤毛の騎き士し生せい、リーレがやってきた。

「探したわよ、ジュダ」

「見つからないように隠れているんだ」

　そう皮肉れば、リーレは腰に手を当てて仁に王おう立だちになる。

「まあ、気持ちはわからないでもないわ。あんた、目立つの嫌きらいでしょ」

「よくわかってるな。……正直に言うと、扱いの格差に不満がある」

「格差？」

　キョトンとするリーレ。ジュダは相そう好ごうを崩くずした。

「先日の騎士学校襲しゆう撃げきの際、俺ばかりに注目が集まっているが、実際のところ警備や騎士教官、一部の騎士生の奮ふん戦せんがあったという事実がないがしろにされていると思うんだ──」

　ジュダは意地の悪い顔になる。

「とある女子騎士生が、熟じゆく練れんの魔ま法ほう戦士さながら敵を焼き払ったとか云うん々ぬん。……なんて言ったかな……『炎のリーレ』だったか？」

「見てたの？」

「風の噂うわさを──」

「噓うそつき。あたしのこと噂する奴やつなんていないわよ。……見てたのね？」

「まあ、視界の端はしで。すごいと思った」

「……あんたほどじゃないわよ」

　何故なぜかリーレがぷいとそっぽを向いた。たぶん、他人から褒ほめられることがないから、照れたのだろう。案外、可愛かわいいところがあるのだこの娘も。

「そ、それよりラウディ様が探してたわよ。王子様に探させるなんて酷ひどい民もいたものね」

「ラウディが？」

　ジュダは顔を上げる。

「戻ってきたのか？」

「ええ、ついさっきね。あなたが出迎えに顔を見せなかったから、機き嫌げんが悪そうだったわ。おかげで、いま騎士生たちは王子様のご機嫌とりにあなたを探しまわっているわけ」

「それでさっきから妙にうろついている奴やつが多いのか」

　ジュダは小さく頷うなずいた。

「で、ラウディはいまどこにいる？」

「いいわ、あたしが呼んでくるから。あんたと大事な話をしたいって言ってたし、ここなら人も来なさそうだしちょうどいいわ。トニちゃん、いらっしゃい」

「えー、ボクも？」

　ジュダのそばにいたいのか、トニが不満顔になった。

「ラウディ様の都合が何より優先されるのよ、いいから来なさい」

「ジュダにぃー」

「だそうだ、リーレと時間を潰つぶしてこい」

　トニは未練がましい顔になったが、リーレと一緒に校舎へと消えていった。

　ジュダは一人になり、寝転がったまま空を見上げた。──ラウディの話、何だろう。

　思いを馳はせていると、やがて芝を踏ふむ音が聞こえてきた。

　ジュダは音のほうへ視線を向ける。

　きらめく金髪を後ろに束たばねた、体の細い、女性に見えなくもない美少年……いや、美少女がゆっくりした足取りでやってきた。

　ラウディ・ヴァーレンラント。

　その深海色の瞳ひとみをジュダに向け、やや緊きん張ちようを含んだ表情だった。

　よくない兆候だと思った。──国王は、俺の正体を彼女に話したのかな。

　ジュダは上半身を起こした。

「君という奴やつは、本当に他人の手を煩わずらわせるのが好きなんだな」

　開口一番、ラウディは微笑した。ジュダも軽く一礼で返す。

「王子殿下自みずから足を運んでいただけるとは、恐きよう悦えつ至し極ごくにございます」

「……ラウディだ」

　控えめな調子だったが、いつものように言い返す王子。ジュダはラウディを観察した。

　腰に剣がある。レギメンスオーラは弱い。だが肌に刺し激げきを感じる程度には、ラウディが緊張しているのがわかる。……警戒しているのかもしれない。

　ラウディは硬い表情のまま口を開いた。

「話がしたい。……隣となり、いいか？」

「どうぞ」

　金髪碧へき眼がんの王子は、ゆっくりとジュダの傍かたわらに来ると、すっとその場に座った。

　ジュダは、じっと隣に座ったラウディを見やる。しかし彼女は押し黙だまり、視線を芝に落としたままだった。……声をかけるべきだろうか。ジュダはしばし悩む。

　どれくらい経たったのか、唐突にラウディは笑みを浮かべた。

「先日はありがとう。父上を助けてくれて」

「あ。ええ、まあ」

　面と向かってお礼を言われるとは思わなかったので、ジュダは驚おどろいた。

「私を気絶させたのはいただけないが……正直に言って、私は生きた心地ここちがしなかった」

「まあ、あの時は陛下の命がかかってましたからね」

「違う」

　ムッとしたようにラウディはジュダを睨にらんだ。

「心配だったのは君のことだ！　……目がさめた時、ジュダがそばにいなくて……どれだけ私が心配したか」

「俺の？」

　ジュダは一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられた。ラウディは声を張り上げた。

「当たり前だろう！　……相手は人工スロガーヴだったんだぞ。心配しないわけがない」

　ジュダは口元を歪ゆがめる。内心では、まんざらでもなかった。

「その割には俺に言いましたよね。王を助けろって」

「それは……その、すまない！」

　意外にもラウディが頭を下げた。まさか謝あやまられるとは思わず、ジュダは慌てた。

「あ、いや、まあ、はい……」

　いつもの皮肉のはずが、気まずかった。ジュダが頭を搔かくと、ラウディがポツリと言った。

「人工スロガーヴ。まさかそれが本当に存在していたなんて」

「……そうですね」

　ジュダは頷うなずいた。以前、図書館でラウディと交かわした話──スロガーヴを人工的に作る。いざ実在していた事実を突きつけられると、なんとも言えない気持ちになる。

「狂気の沙さ汰たというやつですね」

「……うん」

　ラウディは頷いたが、真剣な面おも持もちで黙だまり込んでしまった。陰いん鬱うつな空気。

　はたして彼女は何を思うのか。ジュダはラウディの横顔を見やる。彼女は生き真ま面じ目めだから、変に考え込むと、自みずからを追い詰めかねない、と思った。そこからレギメンスのイライラオーラに繫つながると厄やつ介かいなので、ジュダはわざと話題を変える。

「それにしても、王子さまのドレス姿よかったなぁ」

「はぁっ!?」

　思いがけない言葉だったらしく、ラウディが目を剝むいた。

「とてもよくお似合いでした。ラウディ、あれを常に身につけられたらどうです？　皆も、目の保ほ養ようになるでしょう」

「ふ、ふざけるなっ！」

　案の定、ラウディが突っかかってきた。

「私は王子なのだぞ。そのような格好などできるかっ！　それではただの変態ではないか！」

「え、中身は女なのだから別に変態ではないと思いますが」

　しれっとジュダが言えば、ラウディは一瞬言葉に詰まる。ジュダはにやりとしたが、ラウディはそこで眉まゆをひそめた。

「あ、そう言えば、私が女だってことを父上の前で言ったろう？　おかげで私は父上からぶたれたのだぞ！」

　はぁ!?　──今度はジュダが頓とん狂きような声を上げることになった。

「ぶたれた？　あの国王が、あなたを叩たたいたのですか!?」

「ああ、ジュダが私のことをさんざん娘だ、女だ、と言ったせいだ。まわりに性別がバレることがあってはならないと言われ続けていたのに！　他にはバレてないだろうなと尋じん問もんされた」

「お気の毒に」

「何を他人ひと事ごとのように言っているのだ！　ジュダのせいなのだぞ」

「まあ、他人事ですし」

　ジュダはあぐらをかいて、膝ひざの上に肘ひじをついて顎あごを支えた。

「ラウディ姫はとても可愛かわいかったです」

「からかうなっ、思い出しただけでも恥ずかしい！」

　ラウディは顔を押さえて俯うつむいた。羞しゆう恥ちに震える彼女に、ジュダは追い打ちをかける。

「可愛かったですよ。誰もがあなたが女であることを疑わなかったくらいに」

「だから、言うなっ。……もう、ジュダの意地悪。意地悪！」

　王子様は顔を赤らめて、首をぶんぶんと振った。

「そんなことはいい、どうでもいい。それよりも！」

　ラウディは背筋を伸ばした。まだ幾分か頰ほおが染まっているが、何とか威い厳げんを取りつくろう。

「その、ジュダに伝えたいことがあって……」

「……何ですか？」

　そっけなさを装よそおうが、ジュダは只ただ事ごとではない気配を感じた。彼女自身の緊きん張ちようが高まっているのか、レギメンスオーラがピリピリとジュダの肌に伝わる。

「話というのは……将来のことだ」

　将来──ジュダは首をかしげる。またぞろ嫌いやな予感。

「君は、父上を救った。……きっとジュダのことを父上は気にいったはずだ。近この衛えに加えたいと思ったに違いない」

　そうだろうか。近衛に、というのはありえないと、ジュダは思う。

　何せ国王陛下は、ジュダの正体がスロガーヴだと知っている。討伐することはあっても、配下に加えようとはしないだろう。

　同時に、国王がラウディに、ジュダの正体を告げなかったことを確信した。

　そうとは知らないラウディはため息をついた。

「どうせ無自覚だろうから教えてやる。いまこの国の人間は、君の将来を気にしている」

　そんな大げさな、とジュダは感じたが、ラウディは首を振った。

「父上だけではない。近衛もそうだが、騎き士したちはもちろん、騎士を扱う者すべてが注目しているのだ。ジュダが入りたいと言えば、もろ手を上げて歓かん迎げいされるくらいにな」

「……俺はそんな有名人なんですか」

　淡白な反応になる。興味がなかったからだ。ラウディは喚わめいた。

「有名も有名、英雄だぞ！　いまやジュダ・シェードという存在は引っ張りだこだ。職場には困らないほど恵まれているんだ」

　食指が伸びないのは気のせいか。ラウディは、ジュダのあっさりしすぎな態度に拍子抜けして、深く息を吐いた。

「……それでは困る」

「どうしてです？」

　ジュダは真ま面じ目めに聞いた。

「俺の将来は、あなたには関係ないのでは」

「関係ないだと!?」

　ラウディが声を荒らげた。

「よくも、そんな……私の気も知らないで！」

　一段とレギメンスオーラが強くなった。何か気に障さわったようだ。

「関係大有りだ。だって──」

「……だって？」

　ラウディの、一度は引きかけた頰ほおの赤味が増した。怒りすぎて顔が紅こう潮ちようしているのか。

「だってジュダは──」

　何か言おうとしているのはわかるが、肝心の部分が出てこないようだった。ジュダは困惑する。彼女はいったい何を言おうとしているのか。

　ラウディの挙動は不ふ審しんだった。かすかに身を震わせている。胸元に手を当てる様は、押さえつけているようにも見えるが、はたまた心臓がこれ以上ないほど鼓動しているのか。レギメンスオーラは強い。しかし敵意というものは感じず、どこか温かな熱を感じる。

　──何だか、こんな光景どこかで見たことあるぞ……。

　ジュダは妙な緊きん張ちようを覚えた。異性に対し、心からの好意を相手に伝えるそれ──ラウディの態度はまさにそれだった。……冗談だよな。間違いであってくれ。

　ラウディがジュダを見つめる。宝石のような青い瞳ひとみが揺れている。──そんなすがるような目を向けないでくれ。

　変な汗を自覚するジュダ。しかしそれをおくびにも出さず。

「言いたいことがあるなら、口にしないとわかりませんよ、ラウディ」

「……うん、そうなんだけど──」

　ラウディはまたも俯うつむく。だがすぐに気持ちをリセットするように、すっと深呼吸した。

「わかった。言う。だからよく聞いてくれ。いいか、ジュダ──」

　ヴァーレンラント王子殿下は、すっと立ち上がると言葉を吐き出した。

「私の騎き士しになってくれ！」

「……は？」

　ジュダは自分の耳を疑った。思ったのと違った言葉で安あん堵どしたのも束つかの間ま、それに負けないくらい衝しよう撃げき的な言葉だった。

　──俺が、王子もとい、この男装のお姫様の騎き士しになる？

　そんな馬ば鹿かな。ジュダの心の動揺を他所よそに、ラウディは真しん摯しな瞳ひとみを向けてくる。

「私はいずれ王となる。今回の件で未来の話だなどと考えられなくなった。父上は片腕を失い、私自身、命を狙ねらわれた」

　コントロ──クラスメイトに。ラウディは一度、目を閉じた。何かを決意するように。

「将来といわず、明日にも王位を継つがねばならない可能性だってある。その王である私の──第一の騎士は、ジュダであってほしい。他の誰の騎士でもない、私の、私だけの騎士だ」

　熱心に、からかう気配もなく、ただ真まっ直すぐに、ラウディはジュダを見つめた。

　彼女だけの騎士──ジュダは頰ほおが火ほ照てってくるのを感じた。これほどまでに、人から欲しいと言われたことがあっただろうか？

「頼む、ジュダ。私には君が必要だ。私のそばに、いてほしい。ずっと……どこまでも」

「……ラウディ、いや王子殿下」

　ジュダは慌てて立ち上がると、姿勢を正した。

「とても光栄です」

　自分でも空々しいと思うほど言葉に迷いがあった。

「でも」

　いいのかそれで、という気にもなる。

「断るというのか？　私の申し出を」

　ラウディは信じられないとばかりに、目を見はる。

「私の騎士だぞ。将来は約束されたも同然だ。とても名誉なことだぞ。それを蹴けるというのか！」

　彼女の声に力がこもる。断るなんてありえない、と言わんばかりに。それだけ本気なのだ、この王子、もといお姫様は。

　しかし、だけど──

「あなたは知らない」

　俺のことを。レギメンスの敵、スロガーヴであることを。人から憎まれることはあっても好かれることがない、呪のろわれた魔ま獣じゆうと蔑さげすまれている一族なのだ。

「そうだな、私はジュダのすべてを知っているわけではない」

　ラウディは静かに頷うなずいた。

「父上に何かしらの恨みがあるのかもしれない。それが何なのか、私は無理に聞こうとも思わない。言いたくないこと、言い難がたいことくらい誰だってある。私が女であることを隠していること、その理由を君は聞かなかった」

　ラウディは、ジュダの目を真まっ直すぐ見据えた。

「たとえジュダが何者だろうと関係ない」

　些さ細さいなことだ、とラウディは告げた。

「だから……私の騎き士しになってくれ、ジュダ・シェード」

　そっと手を伸ばす男装のお姫様。

「私には、君が──あなたが必要だ」

　差し出された手。それを取るか拒こばむかはジュダ次第。

　ジュダの心は揺れた。

　敵、レギメンス──そう思っていた。でも、本当にそうなのか？

『お前は今でもラウディは敵だと思っているか？』

　愚ぐ問もんだ。答えは否いなである。

　ジュダは手を伸ばした。

　レギメンス？　だから何だ？　俺はスロガーヴ。だが、それが何だというのだ。

　ラウディのその手──ジュダは握りかけ、止めた。

「ジュダ？」

　ラウディは目を見開く。ジュダはピンと背筋を伸ばし、視線を他所よそへと向けた。

「よくよく考えたら、男同士で手を握るのは何だか気持ち悪い」

　本音はレギメンスの体に触れて痛いのが嫌いやだったからだ。体は正直なのだ。

「男同士でも手ぐらい握るだろう？」

「いや、喧けん嘩かしていたわけでもないのに、無理に握手とかってどうにも──」

　そういうのは苦手だ。

　一方で、ラウディは手を取ってくれなかったことに、ショックなようだった。

　ほんと、意地悪だよな、俺は──ジュダは自じ嘲ちようする。

「でもまあ、あなたの騎士になる件、お受けしてもいいですよ」

「!?」

「後悔しないでくださいね。……俺は意地の悪い男ですから」

　少し気恥ずかしくなってそっぽを向く。

　しばし呆ぼう然ぜんとしていたラウディだが、そこでふと微笑した。

「ああ、知ってるよ」

　君が意地悪なことくらい──

「それでも私は、あなたがいい」

　ジュダは小さく笑みを返した。

　レギメンスの王子。いや王子の仮面を被かぶったお姫様。彼女の騎士になるのも悪くない。


Ｅｎｄ









　あとがき




　はじめまして。ヒイラギの下にいる未確認動物、柊ひいらぎ遊ゆう馬まです。

『乙女な王子と魔ま獣じゆう騎き士し』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　この作品は第20回電でん撃げき小説大賞に投稿した作品が元になっております。電撃文庫編集部よりお電話を頂いたのが、２０１３年の11月。担当様曰いわく、「半年くらいをメドに、出せるように頑張って（直して）いきましょう」とのことで、頑張らせていただきますと答えたのですが──辛抱強く改稿にお付き合いいただいた編集様方には、感かん謝しやしてもしきれません。

　さて、このお話ですが、本来なら正義の味方側のキャラクターに復ふく讐しゆう心しんを抱くという、悪役になりそうなキャラクター（ジュダ）を主人公に置いております。

　単純に『闇やみ』だから『悪』というのはどうも納得できない、闇と光が仲良くたっていいじゃないか──という考えがこの物語を生み出したルーツになっています。……いや、単に天あまの邪じや鬼くなだけです。世間さまが右と言ったら、左を向きたいだけなのかも知れません。とはいえ、魔王や悪魔、吸血鬼が主人公のお話は今では珍しくないですが。

　ぶっちゃけると、とある日、頭の中にこんなフレーズが浮かんだのです。

『白馬の王子様に抱かれるより、魔王様に抱かれたい』

　全国の少女の願望をぶち壊こわすような言葉ですが、要するに『魔王のような人物をモデルにした』主人公の話が書きたかったのです。

　なお、ヒロインが王子様なのは、私個人の捻ねじれた性格ゆえ──ではなかったりします。

　白状すると、この物語の原案中の原案の時は、普通にお姫様だったのです。ただある方から「ふつうすぎる」と評価をいただきまして。それならばと原案の際にできた『王子様だけど実は……』というキャラを今回のヒロインとして抜ばつ擢てきしたのであります。……いや、その原案の際もすでにラウディはヒロインでしたけど。

　さて、物語についてはこのあたりにしておいて、この本を手にとってくださった方々が何かしら「よかった」と思ってくだされば幸いです。もし、「悪かった」というのであれば……申し訳ありません。精進します。

　この作品出版にあたり関わってくださったすべての方に心から感謝いたします。顔も知らない、仕事がなければ引きこもり同然の私めの作品が出せたのも、皆様のおかげでございます。

　そして担当編集のお二方には大変お世話になりました。あさっての方向へと向かう改稿を根気よく修正、さらには助言を頂き恐きよう悦えつ至し極ごくにございます。

　またイラストレーターの久く杉すぎ様。ラウディ可愛かわいいです。頂いたキャラクターのイラストのおかげで、楽しく作業ができました。ありがとうございます。

　そして、作品を読んでくださったあなたに、最大限の感謝を。
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柊ひいらぎ 遊ゆう馬ま

岐阜県在住の引きこもり型未確認動物。子供の頃は未確認飛行物体でした。小学生の頃、「趣味は？」と聞かれ、苦し紛れに「読書」と答えた見栄っ張り。ちなみに読んでいる本は偏りがひどかったりします。読まねば……（小説とか）
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イラスト／久く杉すぎトク

愛媛県出身。ふらふらしながら生きてます。

好物はグラタンですのでよろしくお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「柊 遊馬先生」係

「久杉トク先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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